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PC-TechKnou6000Voli 


共著 ノー 案 樋口 理 
八木 良一 
監修 アシ ンス テム ソフ ト 


アス キー・ シ ステ ム ソ フ トシ リー ズ 


PC ファミ リー・ テ クニ カル ・ ノ ウ ハ ウ 集 の 発刊 に あめ だ つ て 


株 式 会 社 レ ステ ム ソ フ ト 福 岡 で は , 株 式 会 社 ア スキ ー 出 版 と 共同 で ,「 ア スキ ー・ シ ステ ム 
ソフ トシ リー ズ , PC ファ ミリ ー・ テ クニ カル ・ ノ ウ ハ ウ 集 」 を 発刊 する こと に な り ま し た . 

この ,「PC-Techknow シリ ー ズ 」 は , NEC の パー ソナ ルコ ンピュータ , PC ファ ミリ ー 
(PC-8001, PC-6001, PC-8801) お よび , その 周辺 機器 を 徹底 的 に 活用 する た め の テ クニ カ 
ル ・ ノ ウ ハ ウ (Techknow テク ノウ ) を まとめ た も の で , 構成 は 以下 の よう に な っ て いま す . 


oPC-8000 シ リー ズ 編 (N-BASIOC) 
oPC-6000 シ リー ズ 編 (Ns-BASIO) 
oPC-8600 シ リー ズ 編 (Na-BASIC) 


各 シ リー ズ 共 , 2 着 程 度 に まとめ る 予定 で す . 

内 容 は , それ ぞ れ の BASIC の 内 部 構造 か ら , キー 入力 の 仕方 、 カ セッ ト お よび ディ スク 
ファ イル の 上 手 な 使用 法 。 BASIC デア ログ ラム ・ テ クニ ッ ク , さら に は , 機械 語 理解 の ポイ ン 
ト まで, 活用 いた だ ける 情報 が 満載 され で いま す . 

本 書 は , PC-6000 シリ ー ズ 第 1 巻 の 「PC-Techknow6000 Vol.1」 で あり , 2 巻 以後 も 順 
次 発刊 の 予定 で す . 


プロ グラ ム 入 力 時 の 注意 . 


本 書 に 掲載 され て いる BASIC プ ロダ ラム 中 , 特に 断り の な いも の は ,MP-80 を 使 
用 し て 出力 し た も の で , CRT 画 面 や , 他 の プリ ンタ ー で 打ち 出し た も の と は 出力 


形式 が 若干 異 っ て いま す . 
特に , 1 行 が 2 段 に わた る プロ グラ ム を 入力 する 際 。, 行 番号 の 下 の 空 白 は つめ 
て 打ち 込ん で 下さ い . 


は じ め に 


半導体 技術 の 急速 な 進歩 は , 低 価 格 の パー ソナ ルコ ンピュータ を 生み 出し , 私 た ちの 日 常 
生活 に まで か か わり を も つよ うに な っ て き て いま す . 現在 , 各 メ ー カ ー か らい ろ い ろ な 機種 
が 発売 され て いま す が , その 中 で も 日 本 電気 株 式 会 社 の PC-6000, PC-8000,、PC-8800 の 3 
シリ ー ズ は パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー ク の ひと つの 形 を 定め た と いえ る で し ょ う . 

この PC ファ ミリ ー の うち 。 ホー ムコ ンピュータ と し て 使え る よう に 考え られ た PC-6001 
は , 10 万 円 台 を 割る 低 価格 に も ちか か わら ず , 非常 に 高い 機能 が 盛り こま れ て いま す . し か し 
その 機能 を 十 二 分 に 引き 出し , 有効 に 使う か どう か は , ユー ザー 自身 の 郁 度 い か ん に か か っ 
て いま す . 

PC-6001 を 調べ る に つれ て , マニ ュ ア ル に 書か れ て いな い 有 用 な 機能 が 多数 ある こと に 気 
付き ほ ま し た . また , PC-8001 に 比べ て 機能 が 多少 割愛 され た 部 分 も あり ます . 有用 な 機能 を 
引き 出し , 割愛 され た 機能 を 補う た め に は , どう し て も N。。-BASIC の 内 部 を 知る 必要 が あ 
り ま す . また , 機械 語 を 使用 する 場合 に お いて も 内 部 構造 を 執 知 し て いな けれ ば な り ま せん . 

本 書 は ,. こう し た 点 に 主眼 を お いて PC-6001 を 役 底 的 に 活用 する た め の テ クニ カル ・ ノ ウ 
ハウ を まとめ た も の で す . 読者 の 方 々 に パー ソナ ルコ ンピュータ に 対す る 理解 を より 深め て 
いた だ き , 自由 自在 に 使い こなす た め の 書 と し て 利用 し て いた だ けれ ば 幸い に 存じ ます . 

な お , 本 書 を 執筆 する に 際 し て , 第 5 章 を 樋口 理 , N。。-BASIC の 解析 お よび 付録 を 八木 良 
ーー, 他 を 一 箸 が 担当 し まし た . さら に , シス テム ソフ ト ・ ス タッ フ が 編集 ・ 監 修 を 行ない ま 
わら 

末 筆 な が ら , 著者 ら が 本 書 の 出版 に あたり , 大 変 御 世話 に な り ま し た 株 式 会 社 ア スキ ー 出 
版 の スタ ッ フ の 方 々 な ら び に 株 式 会 社 レ ステ ム ソ フ ト 福 岡 の 樺島 社長 , 藤田 出版 部 長 に 心 か 
ら 感 席 い た し ます . 


1982 年 7 月 
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第 1 章 PC-6001 の ハー ドウ ェ エア 仕 様 


1-1 本 体 プ ロッ ンク 図 
本 体 の プロ ッ ク 図 を 次 の ペー ジ に 示し ます . 
1-2 シス テム 仕様 


49 CE 
PD780C-1(Z-80 コン パチ ブル )3.9936MHz 
(2) メモ リ 
oROM…… N。。-BASIC イン クア プリ ク 16KB(/PD2364 メ 2 マスク NO. 677, 678) 
オプ ショ ン 16KB(ROM カー トリ ッ ジ ) 
ORAM…… 16KB(PD416-3 メ 8) 
オプ ショ ン 16KB(ROM RAM カー トリ ッ ジ ) 
(38) CRP 
oOVDG( ビ デオ ディ スプ レイ ジェ ネ レ ー タ ) …… M5C6847P-1(MC6847 コン パチ プル ) 
O キ ャ ラク タ ・ROM…… 4KB(/PD2332 メ 1 マス ク NO. 414) 
の ス クサ リー シン 構 成 :…… 32 文 字 メ 16 行 (512 文 字 ) 
oO 文字 構成 …… 文字 キキ グラ フィ ッ ク 記 号 248 種 (7 X メ 9 ドッ ト ) 
の の ブナ ツク グ 98 で 256X192 ド ッ ト 
128 メ 192 ド ッ ト 


64X 48 ド ッ ト 
※ グ ラフ ィ ッ ク と 文字 の 混在 可能 
O カ ラー や 最大 9 色 ( 黒 , 待 , 黄 , 青 , 赤 , 日 , シア ン , 2 の オレ ンジ ) 


(4 ) サウ ンド 機能 
oOAY-3-8910 使用 (クロ ッ ク 3.579545MHz) 
Oo 音階 …… 8 オク ター プ (3 重 和 音 出 力 可能 ) 
特殊 効 果 音 は 8910 の 機能 に 準 ず 

(5) カセ ッ ト イ シク フェ イズ 
OoFSK 方 式 
Oo600 ボ ー, 1200 ボ ー 切 り 換 え 可 
oO リ モー ト 機 能 有 
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PC-6001 本 体 


(16KB ) 
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PD416-3 ぶ 8 


CPU 
PD 


780C-1 ' 


パラ レル イン 
タフ ェ ー ス 
PD8255 


プリ ンタ 


図 1-1 PC-6001 本 体 ブ ロッ ク 図 
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ROM EE CRTC 
PD2364X2 M5C6847 
シス テム バス 


RS-232C 


オプ ショ ン 


サブ CPU 
PD8049 


モデ ムカ プラ 
デー タレ コー ダ 計測 器 


カセ ッ ト テ レコ 


モデ 34V 
( 4 KB) 
キャ ラジ ェ ネ 
PD2332 
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り 

8 
ROM カ ー ト リッ ジ 
ROM & RAM カ ー ト リッ ジ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


タイ マ 
PD4040 


ジョ イス ティ ッ ク 
デジ タイ ザ 


AY-3-8910 


外部 スピ ー カ 


12 


C60。 デリ ンク ポジ ググ 24 
oOTTL レ ベル 8 ビッ ト パ ラ レル (セン トロ ニク ス 社 仕様 準拠 ) 
OoJIS コー ド 準 拠 
( 7 ) 汎用 バス 
oTTL レベ ル パ ラ レル ポー ト 
ジョ イス ティ ッ ク , デジ タイ ザ 等 接続 可 
(8 CRI ナ オグ アツ さ 9X 
O コ ン ポ ジッ トビ デオ 信号 出力 方 式 ( 専 用 ディ スプ レイ ) 
oNTSC 出力 方 式 ( 家 庭 用 テレ ビ 1ch, また は 2ch 使用 ) 
( 9) クイ マ 機 能 
o 約 2ms ご と の イン ター バ ル クイ マイ (禁止 可 ) 
(10) RS-232C イン タク フェイ ス ( オ プシ ョ ン ) 
OoEIA RS-232C 人 準拠 
300, 600, 1200, 2400, 4800 ボ ー 遂 択 可 
(L1) "キー 表記 
ozPD8049 に よる ソフ トウ ェ ア ス キャ ン 
O71 キ ー JIS 標準 配列 準拠 
O 〇 コン トロ ー ル キー, ファ ンク ショ ン キ ー 有 
oO リピ ー ト 機能 有 
(12) 拡張 バス 
o2.54mm ピッ チ 50 ピン バス 


13 


1-3 プロ グラ ム エ リ ア 


(1 ) 16K バイ ト の 場合 32K バイ ト の 場合 


2 ロン NF 
+VRAM 
ジロ グラ バエ リア 
寺 VRAM 


バン ク 切 り 換 え 


拡張 ROM 
拡張 ROM 


4000 


0000 
図 1-2 メモ リ ・ マ ッ プ 


(2) プロ グラ ム エ リ ア は 使用 する ペー ジ 数 で 変わ り ま す . 


図 1-3 プロ グラ ム エ リ ア と ペー ジ 数 
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1-4 ROM 8 RAM カー トリ ッ ジ 


(1) ユー ザー エリ ア 


PC-6006(ROM 層 RAM カー トリ ッ ジ ) を 使用 する こと に より RAM を 16K バイ ト 増やす 
こと が で きま す , また , ROM を 最大 32K バイ ト ま て 実装 する こと が 可能 で す . 


図 1-4 PC-6006 と ユー ザー エリ ア と の 関係 


(2 ) ROM の 使用 

ROM は マス ク ROM と し て zP 
D2316, PD2332, PD2364 が 使用 
で きま 9 

われ われ ユー ザー が 利用 する 場合 
は , PROM を 使用 する こと に な り ま 
す . PROM と し て 使用 で きる の は , 
ROM 層 RAM カー トリ ッ ジ の マニ 
ュ ア ル に よれ ば PD2732 と な っ て 
いま す が , PD2716, TMS2532, 本 
MS2564 等 も 使用 可能 で す . 


24000 一 iT 2KB 4KB 8KB 
2KB zPD2316 | PD2332 | zPD2364 
2 ZPD2716 | zPD2732 | TMS2564 
TMS2532 
2KB 
5000 
4KB 
5FFF 
ROM2 
6000 2KB 4KB っ 8KB 
2KB | | PD2316 | PD2332 | PD2364 
ZPD2716 | PD2732 | TMS2564 
TMS2532 
2KB 
7000 
4KB 
7FFF 
図 1-5-1 拡張 ROM メ モリ ・ マ ッ プ 
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PD2716 


4 KB PD2732 


TMS2532 


8 KB PD2364 ト 
TMS2564 


図 1-5-2 "ROM セ レク トス イッ チ の 位置 


o eo っ の の ーー の ら の や 一 


PD2316 PD 2332 


マス ク ROM の ピン 配置 


10 Di Ds 15 12 

1 Dz Dx 14 13 

12 GND D ロ 13 - 14 N 
ーー 


PD271I6 PD2732 TMS2532 TMS2564 


1 Vcc 日 28 
2 コ 27 
1 日 24 3 ] 26 
2 we 23 4 25 
3 22 5 中 4 As B 24 
4 21 6 日 Ai Ag ロ 23 
5 20 7 日 PDp/PcMH 22 
6 3 19 8 日 4: Aio 
7 18 9 日 4 Anu 
8 e 17 10 日 4 Dz 
9 16 1 品 Ds Ds 
10 Di Ds 
j 晶 


図 1-6 ROM の ピン 配置 


(3 ) ROM を 取り 付け る 方 向 
ROM & RAM カー トリ ッ ジ の マニ ュ ア ル に は ROM を 取り 付け る 方 向 の 説明 が あり ませ 


ん . ROM の 方 向 を 間違え ます と ROM が 破損 する 原因 に な り ま す . 方 向 を 間違え を な いよ う 
に , また , ROM の 中 を 曲げ た り し な いよ うに 注意 深く 取り 付け る 必要 が あり ます . 
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ROM ス イッ チ 


へ こみ が 必ず 
本 体 の 方 へ 向 
う よ う に 取り 
付け ます 


図 1-7 ROM の 取り 付け 方 向 


※PROM の 種類 に よっ て は ジャ ン ノ ぷ 線 等 を 取り 付け る 必要 が あり ます . 
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1-5 I/O マ ッ プ 


FF 
RAS ROM2 OE 
未 使用 メー カー て 使用 DBIN ROM1 OE 
WE N.C. 
DO N.C. N.C. 
プリ ンタ BUSY 2 0 
CO N.C. N.C. 
25 N.C. N.C. 
B0 ペー ジ 切 り 換え , モ ー タ  NC. 1 
A9 N.C. curryr 
SOUND Al1 A10 の 40 ペロ 
ジュ イス ティ ッ ク 8 か ら 見 て 上 面 
A0 
A13 A8 
プリ ンタ , 8049 
N.C. A12 
C Cl 
90 GROM セ レク ト A1 A0 
RS-232C 2 4 
A5 A4 
80 D1 D0 
D3 D2 
D5 D4 
D7 D6 
未 使用 ュー ザー で 使用 可 GND N.C. 
GND RAM-ROM CARD ON 
+5V RAM-ROM CARD ON 
+5V +12V 
ー5V N.C. 
0 
図 1-8 !/O マ ッ プ 図 1-8-1 拡張 バス 信号 


80-CFH まで を PC-6001 の 内 部 で 使用 し て いま す . D0-FFH まで は , ディ スク 等 の 周 
辺 機器 に 使用 する と 思わ れ ま す . 00-7FH まで は ユー ザー 開放 ほれ た エリ ア で , それ を 使用 
する た め の 外 部 バス の 信号 は 以上 の よう に な っ て いま す . 


※1/O の 機能 に つい ぃ て は 各 章 で 説明 が 加え られ て いま す . 
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草 
1 
ポー 
8 
Lo 
2 


4 
の 
<) 
9 


IO_ IO_ [|O [DO DO DD DO DO DO DO 


メモ リ ・ マ ッ プ 

コー ザー エリ ア 

プロ グラ ム の 格納 状態 
プロ グラ ム の 回 復 の させ 万 
中 間 言 向 

中 間 言 語 処 理 ル ー チ ン 
識 引 コー ド 

単純 変数 久 

配列 変数 僅 

文字 変数 と 文字 列 信 
フリ ー エ リア 

浮動 小数 点 表記 法 


| 
に 
K2 ん ( 古 』 - 本 て - 、 
An 湖 ・ を 4 EL < F 
40kA (8 Wi kr こ 
の 『 本 7/ 1 お 円 
1 


第 2 章 Ns-BASIC の 内 部 構造 


2-1 メモ リ ・ マ ッ プ 


PC-6001 内 部 の メモ リ 空 間 は , 64K バイ ト あ り , 前 半 の 32K バイ ト が ROM, 後半 32K 
バイ ト が RAM に 割り 当て られ て お り , 6000 一 6FFFH を バン ク 切 り 換え で キャ ラジ ェ ネ の 
エリ ア と し て 使用 し て いま す . メ モリ ・ マ ッ プ は RAM の 拡張 や スク リー ン の ペー ジ 数 に よっ 
て 変わ り ま す が , と くに こと わり が な いり 場合 を 除い て RAM32K バイ ト , ペー ジ 2 で 説明 し 
二 和 9 


アド レス 
FFFF 
FA00 


E200 
E000 ey 
文字 変 及 エリ ア | CLEAR 文 第 1 パラ メー タ て で 確保 ほれ る 文字 領域 
ょ っ の 
| 
記 フリ ー エ リア 
2 配列 変数 エリ ア | 配列 数 値 変 数 と 配列 文字 変 朋 の ポイ ンタ 
テ 単純 変数 エリ ア | 単純 数 値 変 数 と 単純 文字 変数 の ポイ ンク 
BASIC テ キス ト | BASIC の プロ グラ ム が ここ に 格納 され る 
陸 16K シ ステ ム の 時 は C400H 番 地 
ペー ジ 1 スク リー ン 
80 ミー ジ 1 アト リ 
プペ ーー 円 の っ ーー 
8000 s に だこ 富 WS 
拡張 ROM2 | 
7000 
技 基 RONM1 ゲー ムカ ー ト リッ ジ 等 の ROM エ リア 
4000 | 
Nso-BASIC 
ROM 
16KB 
0000 


図 221 メモ リ ・ マ ッ プ 


21 


ZZ に ー ザ 三 中 りり ア 


<ー(FF27., 28 ) 
文字 列 領域 は POWER ON 時 50 バ イト 
ん -(FA5B,5C) 


文字 列 領域 


= 領 城 


フリ ー エ リア 


PRINT FRE(0) で ぶさ れる 領域 


ぐ て FF5A, 5B)) 
配列 変数 領域 


拡張 ROM 領 域 


図 222 ユー ザー エリ ア 


ユー ザー プロ グラ ム の 先頭 アド レス は 拡張 RAM が な い 場 合 ,C401H, 拡張 し た 場合 , 8401H 
に な り ま す . また ユー ザー エリ ア は 使用 する ペー ジ 数 で 異な り ま す が , 7100 バ イト 30140 バ 
イト の 間 と な り ま す . 

それ で は プロ グラ ム 入 力 に よっ て 各 ポ イン タ が どう 変わ る か 調べ て み ま す が , 市 販 の モニ 
タ ROM を お 持ち で な い 方 の た め に BASIC・ モ ニタ プロ グラ ム を 載せ て お きま す . た だ し , 
BASIC プロ グラ ム は 各 ポ イン タ を 変化 させ る の で , さら に 詳し く 学 習 さ れ た い 方 は モニ タ ROM 
の 購入 を お 勧め し ます ( 付 - 8 参照 ). 

BASIC の ポイ ンタ の 説明 に あたっ て , ひと つ 注 意 す る こと が あり ます . 以下 の ポイ ンタ 値 
は , キー ポー ド 入 力 時 の も の で , カセ ッ ト か ら LOAD し た 場合 , 同じ プロ グラ ム で も , 異 
な を る 値 を 示す こと が あり ます . 

これ は , N。。-BASIC で は カセ ッ ト で の LOAD, SAVE 時 に , 余分 の 00 が 入る た めで , 詳 
し く は 第 6 章 で 述べ る こと に し ます . 
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REI1 カテ ケリ エン 
DINMI CC12) 
INPUT "a ニ 
INPUT "b= 
PRINT "axb 
END 


上 記 の サン プル プロ グラ ム で , その 入力 前 


を 調べ て み ま し ょ う ., 


電源 0N 時 
(RESET) 


プロ グラ ム 


FA5F'.60 
開始 アド レス 


プロ グラ ム 入 力 後 , 実行 後 の ポ イン タ の 変化 


プロ グラ ム 
入力 後 


| 
1] 
] 
| 


変数 領域 


FF56,57 
の 始ま り 


ーー プロ グラ ム 病 域 


] 単純 変数 領域 


配列 変数 領域 


の FF58.59 


] 配列 変数 領域 


フリ ー エ リア 
の 始ま り 


FF5A.5B 


スタ ッ ク 


FA5B.5C 
の 始ま り 2 


文字 列 領 域 


FF27.28 
の 始ま り 


図 2-3 各 ポ イン タ の 変化 
注 : RAM32KB で ペー ジ 2 を 指定 し た 時 の 値 で す 


] 文字 列 領域 
(50 バ イト ) 
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2-3 プロ グラ ム の 格納 状態 


次 の サン プル プロ グラ ム が メモ リ 内 に どの よう に 格納 され て いる か 説明 し ます . 


リ M ンタ 行 番 号 中 間 言 語 


8400 00[QD 84|Ie4 00| 層 抽 | |8E] 20 B6 B9 BR DE DD[O 軸 [19 84|eE 


行 の 終り リン クボ イン タ 


B410 00 B5 20 43 28 31 32 29 00 27 84 78 5 B4 20 22 
420 61 さ D 20 22 SB 41 00 SE 84 82 0Q 4 20 22 62 さ D 
B43Q 20 22 3B 42 3 43 28 30 29 D2 41 CC 42 00 50 B4 
8440 BC QQ 95 20 22 61 78 62 SD 22 さ BE 4 さく 28 さ Q 29 QQ 
8450 Se B4 96 00 0 QO 00 00 41 00 00 00 00 Q0 89 42 
8460 QO QQ QQO QO 00 85 4 くさ 00 44 0Q 01 QD QQ 0Q 00 00 
アド レス デー タ 内 容 

8400 プロ グラ ム 先 頭 100 REM カケ ザン 

aoz mal 0D- (の の 開 人 アド レス) 

3 0064.… [| 行 番号 (10 進 数 に 変換 する と 100) 

8404 oo 

8405 8E REM の 中 間 言 語 

8406 20 スペ ー ス 

00 行 |8407 Be * カ * 

8408 B9 * ケ ィ 

8409 BB * サ ? 

840A DE さ タ 

840B DD さ ン ヶ 

840C oo 行 の 終わ り を 示す 

角 | s19 110 DIM C(12) 

840E ga4l 2 の 2 

840F GeE ョ ーー 

量 剛 006E 行 番 号 

8411 85 DIM の 中 間 言 語 
110 行 |8412 20 スペ ベース 

8413 43 *C" 変数 名 

8414 28 *( ” 左 カ ッ コ 

の 6 | 配列 の 数 (ASCII コ ー ド ) 

8417 29 ぐふ ? 右 カッ コ 

8418 oo 行 の 終わ り 
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8419 27 
DC リ ・ ポイ ・ 1 い A 一 。 
841 時 8427 リン クボ ポイ ンタ 20 INPUT "A 三 5A 


120 行 


8427 3E 
る 朋 誰 小 2 WB 三 ツ a ーAXB 
8428 明 843E リン クボ ポイ ンタ 130 INPUT "B="B:C(0) 


843E 50 
55 リン クボ ポイ ・ 140 PRINT "AXB 三 
843F 再 8450 リン クボ イン クタ C(O) 


130 行 


140 行 


8450 56 5 
8451 遇 845 リン ク ポ イン タ 


150 行 


8456 00 2 
2 リン クボ ポイ ンタ プロ グラ ム 終 了 ア ドレ ス ) 
5 笛 0000 シン) ン ( 


8458 変数 領域 の 始ま り (FF56,.57 に この アド レス が 格納 され る ) 
※※ 力 セッ ト か ら LOAD し た 後 は 異な る 


図 2244 プロ グラ ム の 格納 状態 


リン ク ポ イン タ が 0000H に な っ た アド レス が プロ グラ ム テ キス ト の 終了 アド レス と 解釈 さ 
れ , その 次 の アド レス が 変数 領 城 の 始ま り と な り ま す . 

プロ グラ ム の 格納 の され 方 は , PC-8001 の N-BASIC と だ いた い 同 じ で す が , 細部 で 異 
な る 部 分 が あり ます . 

(1) GOTO, GOSUB, THEN の 後に 続く 行 番号 

(2) 数 値 

この 2 つが, N-BASIC と 比べ て 大 幅 に 変わ っ て いま す . 

( 1 ) の 飛び 先 の 行 番号 は N。。-BASIC で は , 行 番号 が ASCII コー ド で 入っ て いま す . そ 
し て , その ASCII コー ド で 入っ て いる 行 番号 を 2 バイ ト の 16 進 数 に 変換 し , 現在 の 行 番号 よ 
り 小さ けれ ば プロ グラ ム の 先頭 か ら , 行 番号 が 大 ほけ れ ば , 現在 の 行 の 後 か ら , 一 致す る 行 
番号 を 探し ほす の で , 飛び 先 の 行 番号 に よっ て 処理 する 時 間 が 変わ り ま す . 


LIST 


1B BUTOU 188 

2 END 

19gB PRINT “188" 
本 


それ で は 上 記 の プロ グラ ム で , 実行 前 と 実行 後 で の 行 番号 の 変化 を 調べ て み ま し ょ う . 
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N-BASIC の 場合 


実行 前 GO0T0 の 行 番 号 を 示す 10 進 数 に 
中 間 コ ー ド 詳 別 コー ド 直す と 100 


802Q 00 2R BQ QA al QQ 31 8Q 14 QQ B1 


8QSO 00 SD 8B0 64 00 91 20 22 31 30 30 22 QQ 4 くさ 0 6E 
8040 QQ ヨ 1 QQ Q0 00 


実行 後 アド レス を 示す 
騰 別 コー ド 


リン クボ イン タ 行 番号 (100) 100 行 の ある アド レス 


Qo さ 1 BQ 14 QQ B1 


Q 
FO 22 31 30 さ 9 22 00 4 くさ BQ 6E 


B020 00 2RIBO QAIOQ 89 20 
80O QQ|3D 8Ql64 oo|91 2 
BQ40 0Q 81 QQ 0Q QO 


Ner-BASIC の 場合 


実行 前 GOT0 の 
中 間 言 語 1 0 ーーーASCII コー ド 


400 00 QR 84 08 al Qloo 11 84 14 oo 8Q 


410 00 1D 84 64 00 95 20 22 ェ 1 so 30 22 00 23 84 6E 
420 00 0 QO 0Q0 Q0 


実行 後 変化 な し 


8400 00 0B B4 Qa 00 8 20 )| 00 11 84 14 00 80 
8410 00 1D 84 64 00 95 20 22 較 5 さ O 22 00 23 84 6E 
8420 00 80 00 00 00 


この よう に N。。-BASIC で は 飛び 先 を 毎回 1 行 ご と に 調べ て いき ます の で GOTO, GOSUB 


を 多用 し た プロ グラ ム は 実行 速度 が 遅く な り ま す . 


また , 数 値 の 格納 の され 方 は , N-BASIC と N。。-BASIC で は まっ た てく 異質 の も の と な っ 
て いま す . これ は N-BASIC が 数 値 と し て 整数 。 単 精度 , 倍 精度 が 使用 で きる た め に , その 


型 に 合わ せ て メモ リ に 格納 され る こと に 起因 し て いま す . 


例 と し て A に 1234567890 を 代入 し た と き の N-BASIC と N。。-BASIC と の 違い を 調べ て 


み ま す . 
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Nso-BASIC の 場合 


1 a 三 1239d56?89B:print a 
LIST 
ロニ = 1239567893g: PRINT R 


RUN 
ニニ だ 


N-BASIC の 場合 


10 a=12 く 4567 ヨ 90zprint a 
115t 

10 =12 く 4567890#5PRINT 谷 
0k 

run 

1 . 2 く 457E+09 

0k 


N。。-BASIC で は , 入力 し た 値 と LIST し た と まき の 値 は 同じ に な っ て いま す . メモ リ 内 部 
も 入力 し た 値 が その まま 入っ て いて , 変数 A に 数 値 を 代入 する と き に 5 バイ ト の 浮動 小数 点 
表記 に 変換 され ます . この た め 例 の よう に , 代入 する 数 値 が 10 桁 以上 の 場合 は , 指数 表示 に 
な ます 2 

N-BASIC の 場合 6 桁 以 上 だ と , と くに 指定 し て いな い 限 り 倍 精度 扱い に な り ま す . その 
た め LIST し た と き に 倍 精 度数 値 を 表わす "が 数 値 の 後ろ に 付き , 代入 する 変数 A が 単 精 
度 の と き は , 倍 精度 か ら 単 精度 へ 変換 され 6 桁 の 指数 表示 と な り ま す . 

これ ら の 変化 を メモ リ 上 て 調べ て み ま し ょ う . 


Neo-BASIC の 場合 


9 


| 


2 の 
EZJIESIEZ】IEglE3IE74IESIE 


1 
| 


400 00 16 半 CK 


8410 0 oo oo 5 


0 ・ PRINT A 


27 


N-BASIC の 場合 


ー 倍 精 度 を 表わす 倍 精度 の 浮動 小数 点 家 記 
識別 コー ド (123456789) 


8Q2O QQ 91 20 QA 00|41| 00 loo 0o OOo 84 05 2C 1< FI QO 4 05 2 


8030 [41| 00 0Q 0Q 


: PRINT A 


2-4 プロ グラ ム の 回 復 の させ 廊 


BASIC の プロ グラ ム を 誤 っ て 消す こと が あり ます . この 原因 と し て は 
1. 電 源 ス イッ チ を 切っ た . 電源 プラ グ が 抜け た . 停電 し た . 
2.NEW を 実行 し た . 
3.RESET ボタ ン を 押し た . 

等 が 考え られ ます が , 1 に つい て は 絶対 に 元 に は 戻り ませ ん . 2 に つい て は 回 復 可能 で す . 
問題 は 3 の 場合 で す 。 プロ グラ ム が 7100 バ イト 以下 な ら ば 回 復 可能 で す が , も し 7100 バ イト 
以上 の と き は 回 復 し ほ せ ん , これ は RESET を か ける と イニ シャ ライ ズ ( 初 期 設 定 ) プ ログ ラ 
ム が 働く た めで す . この と き に ペー ジ 1 一 4 まで を モー ド 1 の 状態 に セッ ト し ます . それ に 
よっ て 8000-83FFH, A000-A3FFH, C000-C3FFH, E000-E3FFH の VRAM の 内 容 
が 書き 換え られ ます . も し , この 部 分 に BASIC の プロ グラ ム が あっ た 場合 , 書き 換え られ 
て し まい ます . この よう に な っ て あわ て る より も 頻繁 に CSAVE し て お く こ と を お 勧め し 
と St 応 

で は , 2 の 場合 の 回 復 の 仕方 に つい て 説明 し まし ょ う . 

先ほど の プロ グラ ム を NEW し て み ま す . 


LIST 


18 ロ RET1 カテ サバ ン 
11 ロ DIN C て 12) 
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メモ リ 格 納 状態 


アド レス 840D 


| 


8400 00|IOO_Q| 64 00 BE 20 B6 E9 BB DE DD 00 6E 
410 00 B5 20 43 28 31 32 29 Q0 [27 84| 78 QO 84 20 22 
8420 61 3D 20 22 3E 41 00[EE 84| 82 Oo 84 20 22 62 3D 
B430 20 22 3B 42 3 43 28 30 29 D2 41 CC 42 00 世 
440 BC 00 95 20 22 61 78 62 3D 22 3E 4 ミ 28 30 29 00 
8450 司 6 84| 96 00 Bo 90 QO 00 

| 


プロ グラ ム エ ン ド 


FF5O 15 84 98 00 009 00 5_B4los_g4os_84| oO B4 00 oo 
則り 


宴 数 叙 域 配列 領域 フリ ー エ リア 


※ で 囲ん だ 部 分 が 初期 値 に も どっ て いま す 


ーー 


メモ リグ ダグ ンプ か ら 分 か る よう に 最初 の リン ク ポ イン タ の 値 が 0000HI に な っ て お り , 変数 領 
域 等 の ポイ ンタ の 値 が 初期 値 に 戻っ て いま す . これ ら の ポイ ンタ 値 を 戻せ ば プロ グラ ム が 復 
活 す る わけ で す . 

ここ で これ ら の ポイ ンタ の 戻し 方 に つい て 説明 し ます 。 

1.8405H 番地 (16KB の と ほ は C405H) か ら 1 バイ ト ず つ 読 み 出 し て 00 を 書き 込ん で ある ア 

ドレ ス を 探し 出す . 
2. そ の アド レス 1 の 値 を 下位 , 上 位 の 順に 8401,02H 番地 に 格納 する (これ が リン クボ ポイ 
ツ グ 203 り 5 

3. こ の 時 の リン クボ ポイ ンタ を 使っ て エン ド マ ー ク (0000H) を 見 つけ る . 

4. 見 つか っ た アド レス 2 の 値 を 下位 , 上 位 の 順に FF56,57H 番地 に セッ ト す る . 
以上 の 処理 を 行なう こと に よっ て プロ グラ ム が 回 復 し ます . 

ー 連 の 処理 を BASIC で プロ グラ ミン グ す る の は 無 意 味 な の で , 機械 語 で 行なっ て みろ 
まほ だ 。 
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アド レス マシ ン 語 ニー モニ ッ ク 


00QQ 210484 LD HL,8404H 
000S 2 LOOP1』 INC HL 

0004 7E LD  ^,(HL) 
0005 B7 UR 4 

0006 2Q0FE JR NZ,LOOUP1 
0008 2 く INE HL 

0009 220184 LD (8401H) ,HL 
000C 2 くさ LOOF2I INE HL 

000D 2 INE HL 

000E 22S6FF LD (OFFS6H) ,HL 
0011 2B DEC HL 

0012 7E LD  ^。(HL) 
0013 B7 0UR 8^ 

QQ14 CB RET Z 

0015 2B DEC HL 

0016 6E LD  L,(HL) 
Q017 67 LD H,a 

QQ18 18F2 JR LOOF2S 


この プロ グラ ム は リロ ケー タブ ル に な っ て いま す の て で 任意 の 番地 で 使用 で きま す . 
例 DE00H 番地 か ら 入 力 す る . 


例 DE00 番地 の と き 


DE0Q 21 Q4 84 23 7E B7 20 FB 2 22 01 4 2 さ 2 さ 2 
DE10 FF 2E 7E B7 CB 2B 6E 67 18 F2FFFFFFFFF 


EXEC&Hd 
Ok e ロ B 
LIST 


18 ロ REN カケ リャ ン 
118 DINM CC12) 
128 INPUT "a= 


三 “5 Hs 王 朋 = 
198 PRINT "axb ニ =*: 
1 END SW 93 
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2-5 中 間 言 語 


N。。- BASIC で は 命令 (キー ワー ド ) は , メモ リ 節 約 , 処理 速度 向上 の た め , 中 間 言 語 と 呼ば 
れる 1 バイ ト の コー ド て で 格納 され ます . 


188 INPUT RF 


11 ロ C= ニ SQRCH) う 
129 PRINT C 


8400 00 09 84 64 00 4 20 41 00 14 B4 6E QO 43 D2 DC 
8410 28 41 29 00 1C 84 78 00 95 2o 4 ほ =Qooo Qooo oo 


※ で 示さ れる 部 分 が 中 間 言 語 で す 


命令 (KEYWORD) | 中 間 言 語 
INPUT 


SQR 
PRINT 


図 225 キー ワー ド と 中 間 言 語 の 対応 


っ レ 


キー ワー ド は 021D~-036DH 番地 まで デー タ と し て ASCII コー ド で 入っ て いま す . 


次 の デー タ 


2 文字 目 以降 


最初 の 文字 は 最上 位 ビ ピッ ト が 1 に な っ て いる 
図 226 デー タ の 形式 


それ で は 実際 に 格納 され て いる メモ リ 内 容 を 調べ て み ま し ょ う . 
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FOR NEXT 


0210 <Q| BA さ 2 さ B132 49 さ 2 57 32 86 <2 F 32 

02201C6 4F 52| 5 58 C4 41 54 41 C9 4E 50 55 54 
02 く 0 C4 49 4D D2 45 41 44 CC 45 54 C7 4F 4 4F D2 55 
0240 4E C9 46 D2 45 53 54 4F 52 45 C7 4F 53 55 42 D2 
0250 45 54 55 52 4E D2 45 4D DS 54 4F 5Q CF 55 54 CF 
Q260 4E CC 50 52 49 4E 54 C4 45 46 DO 4F 4B 45 DO 52 
0270 49 4E 54 CS 4F 4E 54 CC 49 5 54 CC 4C 49 5 54 


※ キ ー ワ ー ド の 最初 の 文字 は 目印 の た め に 
最上 位 ビ ッ ト を 1 に し て ある 


E _N D 較 O HR N 認 を XY HP 


0218 32 86 32 8F 32 | C5 4E 44 lce gr ss | CE 45 58 54 


キー ワー ド の 最初 の 文字 は 目印 の た 
め に 最上 位 ビ ッ ト を 1 に し て ある 


IEEEEEEIESILS 
回 回 IEEE 回 


図 2-7 キー ワー ド の 格納 状態 


N。。-BASIC の 命令 (キー ワー ド ) を 出力 する プロ グラ ム を 次 に 紹介 し ます . 


1 ロ FUR IL=&H21D TU &H36D 

28 =PEEKCI):IF R>128 THEN R=R RND &H7F:PRINT 
3 PRINT CHR も CR) : 

4 コ NEXT I 


決 に ,。 キー ワー ド と 中 間 言 語 の 対応 を 調べ る プロ グラ ム を 示し ます . 


3 
H 三 1 : GUSUB 2 ロ : s H we 
3 ロ ローPEEKCRD) : PRINT CHR も CR RND &H7 ア F う 5: : nHD 王 和 ロ D+1 
4 ロコ ローPEEKCRD) : IF >127 THEN 68 
5g PRINT CHR も も CR) : : DRD+1: BUTU 9 
5B PRINT TRBC14): CHR も も CI):NEXT I 
1 01G6S0S 286FPkiNT EszTapce3 
三 Is U こ の H 
12g ロー=ーPEEKCRD) : PRINT CHR も CR RND &H7 ア F) : : D 王 提 D+1 
13 王 PEEKCRD) : IF >127 THEN 158 
149 PRINT CHR も CRD) : : HD=RD+1: GUTU 138 
15 ロ 人 TBC19) : CHR 和 も CT) NEXT I 
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29 REIF1 hex 外 

219 HE 三 " ヨ 9" : HE 三 INTCDR ン 16) : HFHE : BUSUB 23 け 

2 こう 23: HE も RI ロ HT 主 CHE 呈 。 つう): RE 
23B IF HE>9 THEN HE ニーHE+55: GUTU 258 

2 中 HE デニ HET+&H3 ロ 

259 HE 生 三 HE 負 二 CHR 生 CHE) : RETURN 


89 END 人 CH 中 1 
81 FUR トノ CB 5 ヒ 
82 NEXT レコ [9 や フ 
83 DRHT を CD ン へ 
8 INPUT の ) CE Ma ホホ 
85 DIh1 る CF 内 ND マ 
86 RETRD を Dg DUR ミ 
= LET る D1 > ム 
88 GOUTO い D2 補 し 3 
89 RUN う D3 く モ 
8 ま F し D SGHN ヤ 
8H RESTURE ぁみ D5 INT ユ 
8C GUSUB や D6 BS ヨ 
8BD RETURN ゆ D? USR ウラ 
8E REF1 よ D8 F RE リ 
8F STUP っ D9 INP ル 
39 0UUT DH LP0S レ 
91 0N あ DB P0S ロ 
づ 2 LPRINT い DC SQR の 
93 DEF の 。 DD RND ン 
と に) PUKE そ DE LO0G 財 
35 PRINT お DF EX ペ P の 
36 CUNT か Eg C0U5S た 
97 LIST き 選任 っ! ー] 
38 LLIST く E2 TTPN つ 
299 CLERR け E3 PEEK Cd 
9 CULUR ご E9 LEN と 
2B PSET さ E5 HE※X な 
に し PRESET し E6 STR 包 に 
3D LINE ト E ア UPL め 
選 選 PRINT せ E8 RSC わ 
に ) 過 SCREEN トコ E9 CHR 呈 の 
RB CLS ER LEFT 宅 は 
1 LUCRTE o EB RIGHT 宇 ひ の 
Rn2 CUNSOULE 『 EC FID ま 51 
3 CLURD ュ コ ED NT へ 
R CSRUE ヽ EE CSRL IN ほ 
Rn5 EXEC ま EF ST I CK ま 
Rn6 SUUND ヲ Fg STRIG み 
Rn ア PLRY ず F 1 T IFE も む 
RB KEY ィ 

Rn9 LCUPY っ 

RR NELJ 近 

に 2 TRBK "ツウ 

C3 TU ヒポ 

C9 FN ト 

C5 SPCC P 

C6 INKEY 呈 と 

C ア THEN と 

C8 NOUT 

C9 STEP ノ 


図 2-9 中 間 言 語 表 ( コ ー ド 順 ) 
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2-6 中 間 言語 処理 ルー チン 


BASIC プロ グラ ム を RUN させ る と N。。-BASIC イン タプ リタ は 中 間 言 語 に 対応 し た ジャ 
ンプ テー ブル を 参照 し て 処理 先 の アド レス を 求め ます . この ジャ ンプ テー ブル は ワー クエ リ 
ア 上 に あり ます 。, 


Nsp-BASIC 


ワー クエ リア ジャ ンプ テー プル 


図 2-10 ジャ ンプ テー ブル の 位置 


この ジャ ンプ テー ブル は 各 2 バイ ト で 未 使用 分 を 含め て , 110 個 (220 バ イト ) あ り ま す . こ 
れ ら の ジャ ンプ テー ブル は 2 つの プロ ッ ク に 分 か れ て お り , 第 1 プロ ッ ク が コマ ンド ・ ス テー 
トメ ント 用 , 第 2 プロ ッ ク が 関数 用 に な っ て いま す . 

第 1 プ ブロック が , 66 個 (132 バ イト ) で FA61-FAE4H 番地 を 使用 し て お り , 中 間 言 語 の 80H 
ーC1H に 対応 し て いま す . 第 2 プロ ッ ク は 関数 専用 で 44 個 (88 バ イト ) あ り , FAE5ーFB3CH 
番地 を 使用 し て お り , D4-FFH まで の 中 間 言 語 が 割り 付け られ て いま す . 

AB-C1H , F2-FFH まで の 中 間 言 語 に 対応 する 命令 は N。。-BASIC に は あり ませ ん が 、 
将来 、 拡張 BASIC 等 で 使用 まれ る と 思わ れ ま す . 

この ,。 ジャ ンプ テー ブル を 使用 し て N。。-BASIC の 命令 追加 , 機能 強化 を する こと が で き 
ます . 

る て , これ ら の ジャ ンプ テー ブル の 値 は 0195 一 021CH 番地 に あり , イニ シャ ライ ズ の 時 
に RAM 上 に 転送 され ます . 

中 間 言 語 コ ー ド に 対応 する 処理 アド レス を 求め る プロ グラ ム は 決 の と お り で す . 
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RD=&HF RB:FUR 1=&H8gB TO &HRR 


DI : GUDSUB 288: PRINT HE も S:TRBC19) : : HD 王 ロ D 十 2 
DR=PEEKCRD) : GUSUB 288: PRINT HE 中: : HD デ ロ Dー 1 
DR=PEEKCRD) : GDSUB 289: PRINT HE 生 : nHD ニ RD+ 1 


NEXT 1I 


RD=&HFRE4:FUR 1 ニ &HDd TU &HEC 


DR ニニ I : GDSUB 28B:PRINT HE も も S:TRBC18) : : HDRD 二 2 
DR=PEEKCRD) : GUSUB 28 ヨ B:PRINT HE も も : : RD ニ 和 ロ Dー 1 
DR=PEEKCRD) : GBDSUB 28gB:PRINT HE も S: RD ニ D+ 1 


NEXT I 
END 
REhM1 hex も 


HE も =" 88" : HE= ニ INTCDR ン 16) : HF 三 HE : GBDSUB 229 
HE= ニ DC 16*HF) : GUSUB 228: HE も = ニ R1IGHT 和 CHE つう : RE 


TURN 


IF HE>9 THEN HE=HE+T55: GUTU 299 


HE= ニ HET+&H3g 


HE 和 ま =ーHE お +CHR も CHE) : RETURN 


対応 表 を 見 て 分 か る よう に , 中 間 言 語 で C2-D3H, ED-F1H の 処理 アド レス が あり ませ 
ん . これ ら は イン タプ リタ 内 部 で 特殊 処理 用 に 使わ れ て いま す . 

NOT, FN, INKEY$ お よび POINTーTIME(ED-F1H) は コン ペア (比較 ) 命 令 に よっ 
て イン クタ プリ クタ 内 で チェ ッ ク さ れ て お り , 個別 に ジャ ンプ し ます . 

また , TAB, TO, SPC, THEN, STEP は , この 命令 の み で 使わ れる こと は あり ませ ん . 
た と えば げ ば , SPC, TAB は , 必ず PRINT 文 と 一 緒 に 使わ れる の で , PRINT の 処理 ルー チ 
ン の 中 で , TAB と SPC の 負 理 を 行なっ て いま す . 

残り の 命令 は 演算 子 で あり , これ ら も 式 の 中 で 使わ れ ま す の で , 式 解析 ルー チン の 中 で ジ 
ャ ンプ させ て いま す 。 

これ ら の ジャ ンプ 先 は 次 の よう に な っ て いま す . 


C2 ろ 926 
C3 

C す BD6 1 
C ら 5 926 
C6 の 
C ア 

C8 gCF9 
C9 

CR う 367E 
CB 3683 
[が う 37B 
CD 3883 
CE 3EF FR 
CF gC9H 
Dg BC99 
D1 

D2 

D3 

ED 2 っ D5 ら 5 
EE BD38 
EF と と た 13) 
Fg 2256 
F 1 1E83 
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2-/ 識別 コー ド 

N-BASIC に お いて は , 数 値 の 型 を 区 別 す る た め に 0B-1FH まで 識別 コー ド と し て 使っ 
て いま す が , 単 精度 や 倍 精度 が な い N。。-BASIC で は , 数 値 を 区 別 す る た め の 識 別 コ ー ド が 
な く な っ て いま す . N。。-BASIC で 識別 コー ド と し て 使用 し て いる の は 14H で ,。 これ は キャ 
ラク タコ ー ド の 00~-1FH の グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ の た め に 使わ れ て いま す . この 部 分 は 
本 来 」.、 コ ント ロー ルコ ー ド に な っ て お り , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ と コン トロ ー ル コー ド と 
の 区 別 を つけ る た め に , 識別 子 が 用 いら れ て いま す . 

実際 に グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ が どの よう に 入っ て いる か 調べ て み ま し ょ う . 
1 ロコ PRINT "月 大 木 金 土日 年 円 時 " 


8400 QO 1E 84 0 QO 95 20 22|14 さ 1[14 3214 3 る [14 さ 4| 
0 22 oo o0 Qo 


\ 月 7? は 14H 二 31H の 2 バイ ト で 入っ て いま す . これ で 分 か る よう に 14H に 続く キャ ラク 
タコ ー ド に は 30H の ボリ ュ ウ ム を 持た せ て いま す . 
この た め \ 月 "を 画面 に CHR$ で 表示 する と き 
PRINT CHR$( 1 ) 
で は 表示 され ず に 


PRINT CHR$(&H14) : CHR$(&H31) 


で 表示 され ます . 
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2-8 単純 変数 領域 


単純 変数 領 若 は 。 プロ グラ ム 領 域 の 後ろ より , 始ま り ま す . プロ グラ ム を 実行 し て 実際 に 
その 変数 が 使わ れ ま す と , この 変数 領域 に 登録 され ます . この 領域 は , FF56, 57H で 示さ れ 
る アド レス か ら , (FF58, 59H で 示さ れる アド レス )- 1 まで に な り ま す .。 

実際 に 単純 変数 の 状態 を 調べ まし ょ う . 


1 REF カケ サバ ン 

11 DINM CC12) : TE も あー" カケ サエ ンド 
12g INPUT “ロロ 王 "g 昌 

13 ロ INPUT "B 王 “:BzCCB) 三 ロ *H 
199 PRINT TE も SB," ロ xBー" 5 CCB) 
15g END 


カケ サエ ン nx 一 9896 


変数 領域 配列 変数 領域 の 
の 始ま り 始ま り 
誠 
FF50 5F 84 96 00 65 84[68 84I[ZC 84| C4 84 00 84 00 00 
この プロ グラ ム で は 単純 変数 領 寺 は 8468 一 847BH 番地 まで に な っ て お り , その 格納 の さる 
れ 方 は 次 の よう に な り ま す . 


TES 単純 変数 領域 


| 


8460 66 84 96 QQO ヨ 0 00 00 00154 CS QOSIFF 1E 84 41 QO 
8470|00_ 0Q_ QQ_ 00 89 42 00 00 QQO QO 00 85I43 09 44 00 


この プロ グラ ム で は 単純 変数 と し て は TE$, A, B の 3 つが あり まし た . それ ぞ れ メ 
モリ 内 で は , 
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変数 名 変数 の 文字 数 文字 列 の 格納 され て いる ボイン タ 
ンー プー 1 ーーー ズ バハ 
TE$ 8468 54C5 05 FF 1E 84 (841EH よ けり 文字 列 が ある こと を 示し て いる ) 
30 CE 
! 
bit7 を 1 に し て ある 
A 846E 4100 0000000089 
ーー ンー  ~ーーーーーーーーーーーーー 
変数 名 数 値 256 を 表わす (浮動 小数 点 表記 ) 
“A" 
B 8475 4200 0000 00 00 85 変数 A と 同じ 


の よう に 格納 され て いま す . 


N。。-BASIC で は 変数 の 種類 が 数 値 と 文字 と の 2 つ し か あり ませ ん の で , 文字 型 変 数 の 変数 


名 の 2 文字 目 を その 区 別に 使用 し て お り , 最 上 位 ビ ッ ト (bit7) を 1 に する こと に よっ て 文字 型 
で ある こと を 示し て いま す . 


数 値 ま た は ディ スク リプ ブタ 部 分 


ーー ボー ーー パー ーーー ーーーーーーーーーーーー ジ 


23 ドリ ング デシ ペク リジン ジ ク 


※ ポイ ンタ 文字 列 の 格納 先 ア ドレ ス を 示す 


図 2-11 単純 変数 の 格納 の され 方 
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2-9 配列 変数 領域 


FF58, 59H で 示さ れる アド レス か ら , (FF5A,5BH で 示さ れる アド レス )-1 が , 配列 変数 
人 域 に な り ま す . この 領域 は DIM 文 を 実行 し た 場合 、 お よび 配列 添字 が 10 以 下 の 配 列 変数 
を 使用 し た と き に , その 配列 に 見 合っ た メモ リ が 確保 され ます . 

当然 。 単 純 変数 領域 が 増え る と , それ に 合わ せ て 配列 変数 領域 は 後ろ に 移動 し ます . また , 
プロ グラ ム を 変更 する と 領域 は クリ ア さ れ ま す . 


199 REF1 カケ ジエン 

11 ロ DIF1 CC12) : TE も お ニ " カ ケン“ 
129 INPUT "昌一 "月 :CC1 つ 2 う 12 
139 INPUT "B 王 ":B:CCB) う ロロ *B 
199 AR TE も, " 自 xBー" 5 CCB) 


カケ サン ロ xB 一 9996 


配列 変数 叙 域 フリ ー エ リア 
の 始ま り の 始ま り 
1 内 


FF58 CD 84| oo 4 oo 00 


配列 変数 領域 


8480 QG 
8470 
84A0 


00 00 85 OD 00 00 
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 09 00 
00 00 00 00 00 00 QO 00 00 00 00 00 0O0 00 00 00 


84BO |00 00 00 00 OO oo oo 00 oo OO OO QO oo 00 
84CO OO0 QQ 00 QO D OO 40 OO Oo OO 
Si 配列 変数 名 “C" 
86 00 
87 44 
8 吊 以降 に 使用 する メモ リ 数 (5 メ 13 十 3=68 一 44H) 
89 01… 配 列 の 次 元 数 (ここ で は 1 次 元 を 表わす ) 
8A  O0D 
列 要 素 の 大 き さ 13…( 添 字 の 数 十 1 
5B 員 配列 要素 き (添字 の 数 十 1 ) 
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8C 00 
00 
00 { 数 値 C( 0 ) 
00 
90 8D 
5X13=65 バ イト 
84C8 00 
00 
00 {数 値 C(12) 
40 
CC 84 


次 に , 配列 の 次元 数 が 多 次 元 の と き に つい て 調べ て み ま し ょ う ). 


数 値 配列 AB(3, 4.5) の 場合 


0 
次 元 数 配列 数 5 
gs FEIICCICDIOUDOWIPOhOOmanETDIToOm 
eee eg | max | max ] 
配列 数 6 配列 数 4 数 値 ( 各 5 バイ ト ず つ ) 


以降 の メモ リ 使 用 数 
5X6X5X4 二 3X2 二 1=607=25FH 
配列 数 次 元 数 
文字 配列 ABS(3, 4, 5) の 場合 


配列 度数 名 (ABS… 文 字 列 を 表す た め に 2 文字 目 の 最 上 位 ビッ ト が 1 に な っ て いる ) 


に 
陣 人 Bo]| APe(be AB AP 


I 配列 数 4 文字 数 と ポイ ンタ ( 各 4 バイ ト ) 
以降 の メモ リ 使用 数 


陸 シト 三 487 =1E7H LIL _J 


配列 数 次 元 数 


藻 装 注 
ーー ババ 
NN ふ 基 
( ぷ で 一 コ 潜 闘 起 ) 


図 2-12 多 次 元 配列 の 格納 の され 方 
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2-10 文字 変数 と 文字 列 領域 


変数 が 数 値 の 場合 は , その 値 に か か わら ず 5 バイ ト の 浮動 小数 点 表記 で 表わさ れ , メモ リ 
数 に 変化 が あり ませ ん が , 文字 列 の と き は , 0 一 255 バ イト まで の 文字 デー タ が 許さ れる た め 
に , 文字 列 に よっ て メモ リ 数 が 変化 し ます . この た め N。。-BASIC で は , 変数 が 文字 列 の 場 


テ 


合 ,。 ス トリ ング ディ スク リプ ク と 呼ば れる 4 バイ ト の デー タ が 変数 領域 に 格納 され ます . こ 


5 


の 格納 の され 方 は 2 - 8, 2- 9 て 説明 し た と お り で す . 


|、| 和 電 


CSForPiryc 
文字 数 クミ ー ポイ ンク (文字 列 が 格納 され て いる メモ リク の 先頭 アド レス ) 


図 2-13 スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 構成 


文字 列 は , 文字 列 領域 に 格納 され, ポイ ンタ も この 領域 を 示し ます が , 文字 列 が . ブロ グ 
ラム 中 に ある と き に 限っ て 。 ポ イン タ は プロ グラ ム エ リ ア を 示し ます 。 この と き は 当然 の こ 
と と し て , 文字 列 領 寺 に は 格納 され ませ ん . この 処理 が ある こと が メモ リ の 節約 に を な っ て い 
に 、 


1 PSー" PC 一 6gB1“ 

11 ロ コ FUR I=B TOU 2:RERD ト M も CT ) う NEX 
12 ロ DRTHR SuS て em: So 和 ff+ ュ Fukuoka 

13B INPUT "Phone No. "gzPH 凶 


送 No ? ロコ 92ー?19ー635 生 


それ で は , この プロ グラ ノラ 実行 後 の 変 数 の ポイ ンタ を 調べ て み ま し ょ う . 
まず 文字 列 領域 (CLEAR の 第 1 パラ メー タ で 指定 ) は FA5B, 5CH で 示さ れる アド レス + 
1 か ら FEF27,28H で 示さ れる アド レス まで で す . 
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(FA5B, 5C) 
CLEAR 第 1 パラ メー タ て 指定 
(文字 列 領域 の 大 きき 初期 値 50 バ イト ) 


文字 列 領域 


(FE27, 28) 


CLEAR 第 2 バラ メー タ て 指定 
(フリ ー エ リア の 最終 アド レス ) 


図 2-14 文字 列 領域 


スタ ッ ク ボ イン タ の 初期 アド レス 


FASB 01 OE 0Q IED DFIFF FF 01 


FF2O FF FF FF 0Q QQ Q1 QOIFF DFIOQ ヨ 4 2DFF 07FF BO 


フリ ー エ リア 最終 アド レス 


DFCE-DFFFH まで の 50 バ イト が 文字 列 領域 に を っ て いる の が 分 か り ま す . 次 に 文字 変 
数 を 調べ て み ま す . 


A$ PHS$ 


B45B 5Q 48 24 00 00 00|41 80 


8460 0 49 00 00 00 00 40 2I50 CB OCFFF4 


470 DFI|4E CD 2F 00 01 OE 0O 06 FF ミ 1 84 04 FF 38 84 
8480 3D 84 00 QO 0O 0Q0 00 00 00 Q0 00 09 09 00 
8490 100 00 00 00 00 00 00 00 Q0 QO 00 00 090 00 00 00 
4A0 |C 0QO 00 00O 00 00 0Q QO 00 QO 00 00 00 


H 
| 
| 
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スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ | スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 
の アド レス 文字 数 ポイ ンタ 
8460 7 8409 | フロ グラ ム 人 域 


] 文字 列 格納 場所 


_846D DFF4 文字 列 領域 


NMS( 0 ) 8478 [ 8431 | プロ グラ ノム 錦 
NMS$(1) | 847C 8438 


NMS(2) | 8480 | 843D 


図 2-15 廊 字 変数 の ディ スク リプ タ 


格納 場所 の ポイ ン グ を 調べ て み ま す . 


A$ 


| 


8B408 22150 43 2D 36 30 30 さ 1 
8410 22 00 2EB B4 6E 00 81 20 


NMS(0) NMS(1) NM$(2) 


| | 
B430 20153 79 73 74 65 6D| 2C |I53 6F 66 74|2 じ [46 75 6E 
440 75 6F 6E 61| oo 5C 84 82 


DFFO OO 00 00 00 は 0 39 32 2D 37 る 1 34 2D 36 33 35 る 


PHS は 文字 列 領域 の 終わ り の 方 か ら 格 納 ま され て いき ます . 文字 列 デ ー タ が 変わ っ た 場合 や 
新しい 文字 変数 が 使用 きれ た と きま は , 前 へ と 格納 され て いき ます . そし て 文字 列 領 寺 い っ ぱ 
い に な る と , 不要 と な っ た 文字 列 デ ー タ を つめ て いき ます . これ を ガベージ コレ クシ ョ ン と 
呼ん を で お り , この た め に プロ グラ ム に よっ て は し ば らく の 間 , 実行 が 中 断 す る こと が あり ま 
9 
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ルン に 


フリ ー エ リア を 調べ る 命令 と し て , FRE 関数 が あり ます. プロ グラ ム エ リ ア の 残り を 調べ 
る と き は ( ) の 内 に 数 値 を 入れ , 文字 列 領域 の 残り を 知り た いと き は 文字 変数 を 使い ます . 


32KB ペー ジ 2 の と き 


Hou トド fanu PageS? 2 

N6 ロ -BRSI C 

Bu MicroSo 和 ft Cc) 1981 
0 ButeS free 


? 和 freCa 中 ) 
58 
0k 


16KB ペー ジ 2 の と き 


Hou hanu Pages? 2 

N6 ロ -BRSIC 

Bu MicrosSo 和 ft+ Cc う ) 1981 
際 ま ButeS ffLFee 


文字 列 領域 は ペー ジ 数 増設 RAM の 有無 に 関係 を く , 初期 値 は 50 バ イト に を り ま す . 
N。。-BASIC 起動 時 の ペー ジ 数 と フリ ー エ リア の バイ ト 数 の 関係 は 決 の よう に な り ま す . 


RAM | ペー ジ 委 | フリ ー ェ リア | 区 6 | ユー ザー メモ リ よ 胡 6 
人 寺 90HS40 5 0 F9FFH 


0 | DFFFH 


の CLEAR の 第 1 パラ メー タ て 指定 され る 
CLEAR の 第 2 パラ メー タク て で 指定 され る 
図 2-16 ペー ジ 数 と フリ ー エ リア 
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これ ら フ リー エリ ア に 関す る アド レス は , 次 の よう に な り ま す . 


FF5A, 5B… フ リー エリ アク の 先頭 
アド レス 

FA5B, 5C… ス タッ ク の 始ま り 

FF3D, 3E… ス トリ ンズ (文字 列 ) 
フリ ー ス ペー ス 先 頭 
アド レス 

FF27、28 … フ リー エリ ア 最 終 ア 
ドレ ス (CLEAR 第 2 
パパ パラメータ て 変わ る ) 


FF5A, 5B 


は 52 クウ ォ ン < に 5 ジン ョ クタ 


FA5B, 5C 
FRE(AS) 


4 
FEF27, 28 


図 2-17 フリ ー エ リア に 関す る アド レス 


2 -10 で 使っ な た プロ グラ ム を 実行 し て , その フリ ー エ リア の 変化 を 調べ て み ま し ょ う . 


32K シス テム ペー ジ 2 て 起動 


18g ロニ "PCー6gg1 
119 FUR TI TO 2:RERD ト IF 信 CI) NEX 


12 ロ DRTRR SuS+ て em Sof+ ッ Fuk uoka 
139 INPUT “Phone No.。 “": PH も 
Re No.。 2 ロロ 92ー? ツ 19ー6254 


PRINIT freCg),freCa う 
0 38 


プロ グラ ム 実 行 後 の ポ イン タ 


FFSB 71 84|Ia4 84]44 84 00 00 
FASB 0Q1 OE 0O|CD DF|FF FF 01 
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FF3B FF Q7 FF BQ 40 |F3 DF| 27 
FF2Q FF FF FF QQ QQO Q1 QOIFF DF| 00 4 2D FF 07 FF HO 


| トー = と 8000(FF5A, 5B) =ーー|_ 


テキ スト 
変数 


84A4 ュ ーーー-L 


PRINT FRE(0) | 上 劣 よ H 


ペグ 2 の 
ーー デー デー DECD(FA5B、5C) ューー- 


PRINT FRE(AS) クジ ンジ 文字 列 領域 
DFF3(FF3D、 3E ) < 万 
グ 


DFFF (FF27.28 ) 


実行 前 実行 後 | 
図 2-18 フリ ー エ リア の 変化 


実行 後 、 フ リー エリ ア ( プ ログ ラム エリ ア の 残り ) が 70 バ イト (23393 一 23323=70), 文字 列 
領域 が 12 バ イト (5038=12) 減 っ て いま す . フ リー エリ ア の 70 バ イト の 内 訳 は , 6 十 7 十 51 二 
6 =70 に な り ま す . 文字 列 領域 の 方 は , PHS の 092-714-6254? の 12 バ イト が 文字 列 領域 に 書 
き 込 まれ て いま す . 
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2-12 浮動 小数 京 表記 法 


変数 領域 に 格納 され る 数 値 お よび , 演算 は 5 バイ ト の 浮動 小数 点 表記 法 で 行なわ れ て いま 
す . 浮動 小数 点 表 記 で は , 数 値 は 仮数 部 十 指 数 部 で 表現 され ます . 
格納 状態 を 図 に 表わす と 次 の よう に な り ま す . 


変数 名 数 仁 部 分 5 バイト 
| bi bz bs 


指数 部 


仮数 部 
= bs bs 
昌 有 TIT 15141312111098 76543210 76543210 
TL 
| 時 箇 滑 語 
8 娘 | ES ] 
この 31 ビ ピッ ト で て 小数 部 を 表す 81H を 0 と する 指数 
Rs FE 125 
3 ee 
mー1.| | 
| 82 1 
1 折 上 (31 ビ ピット ) に 1 が あ 7F 二 和 | 
リ 。 小数 点 が その 間 に あ 7E ー 2 
る と みな すす ・ 2 
2 ー127 
1 ー128 


指数 部 が 0 の 時 は 数 値 を 0 と みな す 
な 
より 仮数 部 の 値 を 無 祝 する 


図 2-19 淫 動 小数 点 の 表記 法 
これ に より 数 値 4 ヵ を も と め る 式 は , 


nーImX27 


と な り ま す . 
実際 に 数 値 を 入れ て み ま し ょ う . 


cd 三 1 つ 3. 956789 
0k 
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C D 仮数 部 指数 部 


84QQ QQ 00 QOI4S 44||42 EQ E9 日 ERMEKEKFEFFIEFNE ド 


ーー 


7 6 層 9 E 0 4 2 8 7 
坂 数 人 指数 部 
+1.1110110111010011110000001000010X2? 
図 2-20 指数 部 と 仮数 部 の 表現 法 
この 値 を 計算 する に は 
< ド EdE 主 1 0II1T 1 0I1 1 で パパ いく パ …・…・……・ 0010 
(20 寺 21 圭 2-2 二 23 十 2 の 5 二 omoee 2-30)X26 
(1 二 0.5 十 0.25 十 0.125 十 0.03125 omooonnt +0.0000000001)X64 


上 記 の 方 法 で は 計算 に 時 間 が か か り 過 ぎ ま す の で , 簡単 な 方 法 を 状 に 示し ます . 
(1 填 76E9E042H/23) 25 
ル 


(1+1995038786/ 2147483648)X64 


(1+0.92901233) xX64=123.456789 


と な り 代 入 値 と 等 し いこ と が 分 か り ま す . 


第 3 章 CRT デ ィ ス プレ イ 

38=1 VPDG( ピ デオ ディ スプ レー イジ エネ レー タ ) 
コー 用 だ に りり / 眉 抽 還 に 

3-3 VRAM の アド レス 

3-3-1 アト リピ ビ コ ユー ト ア ドレ スマ ッ プ 

3-3-2 テキ スト ・ セ ミ プ ラフ ィ ッ クア ドレ スマ ッ プ 
8-3-3 プラ フィ ウツ クア ドレ スマ ツア 

ラー スク 。 ギヤ セラ クタ 2 ラフ ーッ 

3-5 ペー ジ の 切り 換え 

3-6 表示 期間 


PPM で rr 欠 つ 


PE 由 


陸 す ED 
に 8. 等 いら 


RW 


Be 3 


院 PENSWY で さや 
語 YA4 ィ Wet NSR 呈 3 


キア 。 


か で る か ま て ae 


ま 砂 い YJS 


第 3 章 CRT ディ スプ レイ 


3-1 VDG( ビ デオ ディ スプ レイ ジェ エネ レー タ ) 


( 1 ) CRT コン トロ ー ラ の IC と し て M5C6847P-1(MC6847 と 同等 品 ) が 使用 され て い 
ます . この VDG は 家庭 用 TV に 接続 する の を 目的 と し て つく られ た ディ スプ レイ 用 の 1C 
1 

機能 と し て は 次 の よう な も の が あり ます ., 


イ .32 文 字 メ 16 行 (512 文 字 ) の アル ファ ニュ ー メ リッ ク 表 示 . 
ロロ. グラ フォ ッ ク 和 表示 モー ド 。 
ハ .64 文 字 の キャ ラク ク ・ ジ ェ ネ レー クタ 内 蔵 . 


VDG は 4 種類 の アル ファ ニュ ー メ リッ ク 表 示 と 8 種 の グラ フィ ッ ク 表 示 の 機能 を 持っ て お 
り , 各 モ ー ド の 一 覧 を 図 3 - 1 に 示し ます . 

この モー ド の 内 , N。。-BASIC で は 外部 アル ファ ニュ ー メ リッ ク , セミ グラ フィ ッ ク 6.,128X 
192 カ ラー グラ フィ ッ ク , 256X192 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド を サポ ー ト し て いま す . 
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表示 ( 1 画面 56X192 ド ッ ト ) 


内 容 (数 字 は ドッ ト 単 位 の 長き ) 


32 文 字 
X16 行 


2 


LETgTgT あ 人 
128 x192 “ 2 
し Ilpipiplpm93 
128 メ 192 - 2 
ドッ ト Es | Ez | Ei| Eo L 


256 メ 192 |, 1 
レト BEPlplplplnl9 


図 3-1 全 モ ー ド 一 覧 
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pulpslp.jplllp lp | 内閣 アル ファ 
pplp jplhpl 


ASCII コ ー ド 人 


外部 キャ ラジ ュ ネ の アド レス 


Teelelplplplp 
Clcleplppipy 


74 ジェー 洒 度 


Ds|DM| 図 回 Di| Do 
ーー ニー ンーーーー リ ーー レーーーーーーーー プ 


カラ ー 旭 度 


層 
PAS 


64X64 
カジ ンー クラ ンジ イリ パ ノ 


| 
| | 了 】 | 1128x64 


1 グラ フィ ッ ク 


| 128X64 ] 衝 み 


「 カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 


TTFTTTTF ロ axe 
! 


輝度 ん クイ タグ 


LTITIILIIT Fssxe6 


ェ ーーー ジニ ーー デー で ーー デジ で ーーー 


E。 Ez Ei Eo 還 の ツン 02 ン イル 
| 


128 メ 192 
し 2 


128 メ 192 
カラ ー グ ラフ ィ ッ ク 


LIIITIITIT zexiez 


92 の 全 22 に リロ 2 に 


アト リピ ビュ ー ト (属性) エリ ア に 格納 され て いる デー タ に よっ て , カラ ー お よび 表示 モー ド 
を 設定 し ます . アト リピ ビ ュー ト エ リア は 512(32 X16) バ イト 使用 し て お り , その アド レス は , 
図 3 - 2 で 示さ れる と お り で す . 


RAM32KB 
C000-C1FFH | 8000-81FFH 
E000 ] E000-E1FFH 
mm 


C000-C1FFH 
A000--A1FFH 


図 3-2 アト ドリ ピエール アザ の 


アト リピ ビ ピュー トメ モリ の 出力 は VDG の コン トロ ー ル 信号 に 接続 され て お り , この アト リ 
ビュ ー ト の 値 を 変え 0 ろ る こと に よっ て モー ド を 変更 し ます . 
各 コ ント ロー ル 信 号 は 湊 の よう に 接続 8 ミ れ て いま す . 


GM 1 


図 3-3 コン トロ ー ル 信号 の 接続 


INV アル ファ ニュ ー メ リッ ク 時 , バッ ク と 文字 の 色 を 変え る 。 
CSS カラ ー セ ッ ト セ レク ト 入 力 ( 色 相 を 180" 変 えて 色 を 変え る )。 
GM0 一 GM2 グラ フィ ッ ク モ ー ド 切り 換え 。 

キャ ラク タ ・ モ ー ド 時 CG を 内 部 また は 外部 の 選択 。 


0= 内 部 
1NT ノ ENT ) 「 7 部 
セミ グラ フィ ッ ク 時 セミ グラ フィ ッ ク 4 モ ー ド か 6 モー ド の 選択 。 
0 ニ 4 モ ー ド 
1 ニニ 6 モー ド 
A ノ S アル ファ ニュ ー メ リッ ク か セミ グラ フィ ッ ク の 切り 換え 。 


0 ニア ルフ ァ ニ ュー メリ ッ ク 
1 ニセ ミグ ラフ ィ ッ ク 
A ノ G アル ファ ニュ ー メ リッ ク と グラ フィ ッ ク の 切り 換え 。 
0 ニア ルフ ァ ニ ュー メリ ッ ク 
1 ニク グラフィック 


55 


7 アトリビュート の 初期 値 は 次 の よう に な り ま す . 
EERAIUSS297U Ba.465H 
ER2isst60 上 H Esaiks4 21G 昌 

これ を 出力 する プロ グラ ム を 紹介 し ます . 


アト リピ ュー ト を 調べ る プロ グラ ム 


1B FOR 1=1 TO で は NE 1u2。.27CLSt RCT=PEEIKCSNE 
8) : NEXT 1 : SCREE| ます 了 さ =・ 

28 FOR 1=1 TO q: DC 1) : GDSUB 289:PRINT "モー ト “ : 
1 ョ ュ "ニー "5sHE も 5 "H" ENEXT 

3B END 


2 RENM hex も 

219 HE$=" BB" : HE= ニ INTCDR ノ 16) : HF ニ HE : GBDSUB 238 

228 HE=DRーC 16*HF) : GBDSUB 23: HE も RI GHT も CHE お も 2) : RE 
TURN 


<3B IF HE>9 THEN HE= ニ HE+55: GUTU 259 
2 HE=HE+&H38 


25B HE も =ーHE も +CHR も CHE) : RETURN 


実行 結果 


RUN 

モー ト ヾ 1= 2BH 
モー ト ヾ 2= 6gH 
モー ト ヾ 3= BCH 
モー ト ヽ q= DCH 
Ok 


次 に 各 コ ント ロー ル 記 号 を 説明 し ます . 


(1) INV(bit0) 
テキ スト 画面 の み に 働き , 文字 と バッ ク の 色 を 反転 させ ます . 


1 SCREEN 1, 2,2:COLUR 1:CLS 二 
28 FOR 1=32 TU 255: PRINT CHR も SC1 う 5 : 
3 FOR 1I=&HEBBB TO &HE1FF: RーPEEKC1 


NE I 
1:NEXT Ii 


: PUKE 1I:R OUR 


上 記 の プロ グラ ム を 実行 する と, 緑 の バ ッ ク に 自 の 文字 で あっ た の が , 白 の バッ ク に 幼 の 
文字 に 変化 し ます (実際 は 白色 は や で 黄色 を 帯び て 表示 され る 場合 も あり ます ). 
これ は “COLOR 2? を 実行 し た の と 同じ 結果 に な り ま す . 


(2 ) CSS(bit1 ) 
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モー ド 1 一 4 まで すべ て に 対し て 機能 し , 色相 を 180' 変 た る こと に よっ て , 色 を 変え る こと 
が で きま す , これ は COLOR 命令 の 3 番目 の パラ メー タ に 対応 し て いま す . 


19 SCREEN 1,.2,.2: CULOUR 1:CLS 

29 FUR 1! ニ 32 TO 255: PRINT CHR も CI う g: 

39 FUR !=&HEB9gB TU &HE1FF : ローPEEKCI 
2:NHNE※XT 1 


NEXT 1 
う : PUKE Iz:H OUR 


上 記 の プロ グラ ム を 実行 する と 分 か る よう に , バッ ク を 緑 か ら オ レン ジ へ 変化 させ ます . 
( 3 ) GM0-GM2(bit4 一 2) 


グラ フィ ッ ク の モー ド を 切り 換え ます . グラ フィ ッ ク モ ー ド に する に は ん /G 信号 を “17 
に する 必要 が あり ます . 


0 Rs 64 ン 64 カ ラー グラ フィ ッ ク 

1 0 0 128 ン < 64 グラ フィ ッ ク 

0 1 0 | 128X 64 カ ラー グラ フィ ッ ク 
lr) 1 0 | 128 メ 96 グ ラフ ィ ッ ク 

0 0 1 | 128X 96 カ ラー グラ フィ ッ ク 

1 0 1 | 128X192 グ ラフ ィ ッ ク 


図 3-4 グラ フィ ッ ク モ ー ド の 切り 換え 


( 4 ) INT/ENT(bit5) 


この 信号 は 2 つの 使い 方 が あり , キャ ラク タ ・ モ ー ド (テキ スト モー ド ) で は , VDG 内 部 の 
CG( キ ャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ ) を 使用 する か , 外部 の CG を 使用 する か の 選択 に 使い ます . 
また , セミ グラ フィ ッ ク モ ー ド で は , 4 モー ド と 6 モー ド の 切り 換え に 用 いら れ て いま す 。 

まず , キャ ラク タ ・ モ ー ド に つい て 説明 し まし ょ う . 

PC-6001 で は 外部 CG を 使用 し て いま す の で , この ビッ ト は "1? に な り ま す が , “0” に す 
る こと に よっ て 内 部 CG に 切り 換え る こと が で きま 


1 SCREEN _ 1,2。.2: CULUR 1:CLS 

2 FOUR 1= ニ 32 TO 255: PRINT CHR も C1)::NEXT 1 

3B FUR エニ &HEBgBB TU &HE1FF : ローPEEKC1) : PUKE 1。 台 RN 
D &HDF:NEXT 1I 


この プロ グラ ム を 実行 する と , 画面 の 文字 が 小さ く な っ て いき ます . と ころ が カナ や グラ 


57 


フィ イッ ク の キャ ラク タ で あっ た 所 が 英文 字 や 英 記 号 を 表示 し て し まい ます . これ は 内 部 キャ 
フク タ が 64 文 字 (6bit ASCII) し か な いた め に , ASCII コー ド に 対応 する イメ ー ジ が 発生 し て 
この よう に な っ た わけ で す . 


デー タ | キャ ラ || デー タ | キャ ラ || デー タ | キャ ラ | デー タ | キャ ラ 
(H ) クタ (H) クタ (H ) クタ (H) クタ 
陣 O 員 韻 ei0 li 語 20 ミ NSP SO 0 
障 仙 員 了 95ilNUEEGI iaU DR! SSD hm 
| 5E 計 2 
還 上 INSi 323- | 凶 l 
| 記 と | 
原 還 R5 | U | 55 | 
0 に | 人 | 本 Cl: 
7 ls27) | 
還 NED 

夫人 八 * 0 と ー れ ) 
| 隔 020SYNS9Ei] 連 SeaNES2YJSSl に hl 
に NB 癌 員 ロ 
皿 95 


図 3- 5 VDG 内 部 キャ ラク タ 


汰 に セミ グラ フィ ッ ク 時 の 4 モー ド お よび 6 モード に つい て 調べ ます . 
N。。-BASIC で は ,。6 モー ド (64X48 セ ミグ ラフ ィ ッ クモ ー ド ) を サポ ー ト し て いま す . 次 の 
プロ グラ ム を 実行 し て 直線 の 大 さ を よ く 〈 見 て いて 下さ い . 


18 SCREEN 2,2,2: CDULOR 1:CLS 

2 LINECB, 93) 一 C256 93) 。 2: LINECB, B)ーC25 ら > 2 

3 FOR IT=&HEBBB TO &HE1FF: ローPEEKCT う : PUKE 1 有朋 自 
D &HDF:NEXT 1I 


直線 が 大 く な っ た の が 分 か る と 思い ます . 6 モー ド で は 1 点 は 4 メ 4 ドット で し た が , 4 
モー ド で は 4 X 6 ドット に な る た め に , 2 ドッ ト 分 だ け 線 が 太く を っ た の で す . 


( 5 ) A/S(bit6) 


アル ファ ニュ ー メ リッ ク と セミ グラ フィ ッ ク の 切り 換え に 使わ れ ま す . "0 "の と き に アル 
ファ ニュ ー メ リッ ク ( モ ー ド 1) に な り , "1? で セミ グラ フィ ッ ク ( モ ー ド 2 ) に な り ま す . 


(6 ) A/G(bit7) 
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アル ファ ニュ ー メ リッ ク と グラ フィ ッ ク の 切り 換え に 用 いら れ ま す . "0" の と き に は アル 
ファ ケ ニ ュ テグ クモ INR(E 呈 IKE お よ 上 びそ モ ドク 2) 0 1G く ク ラウ ルル クリ RCE ラ 9 05 
4 ) に な り ま す . 


3-3 VRAM の アド レス 


09 アル リピ コー ドア ドレ スマ リッ ン 


アト リ ビ ュ ー ト エリ ア は , モー ド に 関係 な く 512 バ イト に 固定 され て いま す . 
アド レス を 表 に する と 次 の よう に な り ま す 。 


0 1 の LO CMOG 二 3 23 24 25 26 27 28 29 3⑳ 3 

7000 】001 7002 001 7004 !005 】008 1007 】008 009 ……… 】017 7018 】019 !016 】01B 】O1E 】010 】O1E 7OIF 
】020 021 7022 7023 】024 】025 !026 7027 1028 709 ……… 3037 7038 7039 708 038 203[ 7030 703E 70F 
7040 】041 1042 043 】044 1045 7046 1047 949 7049 7057 】058 】059 1054 】058 705C 7050 705E 105TF 
7060 7061 7062 1055 7084 】065 】066 7057 7068 7069 ……… 7077 7078 7079 】078 707B 707 7070 707E 07F 
7080 】081 】082 】08 】084 】085 1086 】087 7089 089 ……… 1097 )098 【099 098 7098 】09C 090 707E 】0 誠 
7080 】0A| 】082 10 0 】085 7086 1087 】068 0 的 7087 7088 7089 0B4 】0BB OBE 708D 70BE 70BF 
7OC0 7OC1 IOC2 】0C? 】O4 10C5 [6 0C7 1008 9 ……… 2007 7008 7009 1008 008 700C 】000 7ODE 】ODF 
7OEO 】OEI 7OE2 0 】OE4 70E5 】OE6 7OE7 】0E8 70E9 ……… 】0F7 1OF8 70F9 70F6 OFB 7OFC 70FD 7OFE OF 
X100 】101 102 I103 104 】105 106 】107 II08 1109 … の 117 118 119 II18 11B X11E M110 MHHE XHIF 
120 】121 Y122 123 i124 125 M126 7127 128 719 の 7137 I138 139 】138 】138 】13E 3D MHE XI 
440 MI 142 145 44 IH45 46 147 148 149 の 157 158 【159 X154 M158 ISE X150 MSE 】15F 
X160 】161 162 1 164 165 166 M167 168 09 … の me 177 1178 179 176 178 】17 170 M17E X17f 
】180 I181 I182 M183 184 185 1186 【187 I188 M189 ee 】197 】198 !199 】198 1198 X19C 】190 】1E MI 
】160 X181 12 MI 1 】15 006 1187 1 月 009 moment X187 】188 】189 188 X1B8 1BE X1BD X1BE MIB 
XI[O IICI MIE2 IE MIC4 KC5 MIC6 MIC7 MIC8 09 ……… 】107 108 I109 10A 108 710C 】10D IDE MOF 
Y1E0 IIEL XIE2 XR IIE4 YES IIE6 XIE7 MIE8 1E9 … | iHF7 1F8 XHF9 X1FA IFB MIF AIFD XHFE MIFF 


ご っ oo つ コ co m ょ よ の いい ロー の 


ーー > ここ ーー トー 
CT っ sm どい トト つう 


* 文 ” は ペー ジ に よっ て 異な り ま す . 


39-3-2 テキ スト ・ セ ミグ ラフ ィ ッ クア ドレ スマ ッ プ 


これ も アト リピ ビュ ー ト と 同じ で 32 文 字 X16 行 で 512 バ イト に な り ま す . 
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ゴ 


こら co - こ っ Fr (デア ーー の の ロ ローン 


RAM RAM 
32KB 1I6KB 


1 
2 
3 3 


IS2IR 生 6 7 8 9 2 24 25 2 27 28 29 3 4 


】200 201 】202 1205 7204 】205 1206 】207 208 09 1217 7218 1219 216 】218 】21E 】210 721E 12 人 F 
220 】221 】222 1223 】224 7225 7226 】227 228 729 me 237 1238 7239 2 238 723L 】230 !23E )2 
240 1241 7242 】243 724 2245 246 1247 1248 1249 の の no 7257 258 !259 !250 !250 2 】250 】25E M2F 
1200 7261 202 )263 7264 )265 266 207 268 29 …m 277 2278 2279 7278 】278 】27t 7270 727E 27f 
】280 】281 1282 】283 】284 7285 1286 】287 】288 299 の 1297 1298 1299 !298 298 729L !290 729E 2 計 
M60 IZA 7202 128 72 2 206 7207 208 009 oo 7287 7288 7289 288 】266 】28 】260 728E 2 
CO )2C1 12C2 7263 24 205 1206 7207 208 2609 の ……… i207 】208 !209 1208 】208 120C 】200 720E 120f 
2EO 72E YE2 72E3 72[4 22E5 ME6 72E7 72E8 269 72F7 X2F8 )2F9 2f6 72FB 2F 2FD 】2FE 72FF 
00 01 307 03 304 305 06 07 08 09 の ……… 7 18 9 RI6 18 IE 810 JIE 8 
20 21 22 323 324 325 NG26 NG27 328 29 mo 37 IS38 339 3 330 XSC 30 GE 6 
0 1 1M2 3 4 45 46 347 348 349 の me 7 1358 19 1358 58 GSC 350 RE ISYF 
00 1 02 1363 780 505 366 867 368 809 oe 77 78 8379 757 378 37C 370 737E 人 8 
7380 】381 1382 1383 084 385 RB 1387 1388 69 の 97 1398 399 9 1398 9 390 SE 1 
80 AL 82 3 RM 05 06 3 NR 09 en 387 NB8 389 3B8 3BB 3BE 8BD REE 
CO INC iC2 1 RC XS RC6 RC7 3C8 9 の の 07 08 09 0A 0 OCS00 DE IOE 
JEO EL YE2 RE 7E4 73E5 AE6 GE7 YE RE9 XYF7 XYFB 3F9 3FA AFB CX3FD X3FE GFF 


^"X′ の 値 は ペー ジ に よっ て 異な り ま す . 


9-3-3 グラ フィ ッ ク ア ドレ スマ ッ プ 


60 


グラ フィ ッ ク モ ー ド で は 32 バ イト X192 ラ イン で 6144 バ イト の メモ リ を 使用 し て いま す . 


= ニー ーー ーー 一 
っ xs (コト っ ご で ここ だこ へ の で ここ 


181 

182 
185 

184 
185 
!86 
187 
188 
189 
190 
191 


0 (UL2o 9 すす VOI 2 24 2 2 27 28 2 0 唱 
0200 0201 0202 0203 0204 0203 0208 0207 0208 0209 …… 0217 0218 0219 021 0218 021C 0210 021E 02 人 f 
0220 0221 0222 022? 0224 0225 0226 0227 0228 0229 ……… 0237 0238 0239 028 0238 02YC 0230 02XE 02Yf 
0240 0241 0242 0243 0244 0245 0246 0247 0248 0249 ……… 0257 0258 0239 025 0238 025C 0230 02E 027F 
0200 0261 0262 0263 0264 0265 0266 0267 0268 0209 の 0277 0278 0279 027A 027B 027 0270 027E 027f 
0280 0281 0282 0283 0284 0285 0284 0287 0288 0289 ………… 0297 0298 0299 029 0298 029[ 0290 027E 027f 
0240 0241 022 023 0284 0285 0286 0267 0288 0289 …… 0287 0288 0289 0284 0288 02 多 0280 02BE 02Bf 
02C0 02C1 02C2 023 024 02(5 02C4 02C7 02C8 0209 ……… 0207 0208 0209 0208 0208 02DC 0200 02DE 02f 
02E0 02E1 02E2 02E? 02E4 02E5 02E6 02E7 02E8 02E9 …… 02F7 02F8 02F9 02fA 02FB 02F 02fD 02FE 07fF 
0300 0301 0302 030! 0304 0305 008 0307 0308 009 ……… 0317 0318 0319 0314 0318 031E 0310 03E 0f 
0320 0321 0322 0323 0324 023 0328 0327 0329 0329 ……… 0337 0338 0339 039 03B 033E 030 03E 0 
040 0341 0342 0343 0344 0345 0346 047 048 0949 …… 0357 0358 0359 0358 0358 035C 0350 035E 0 
00 0%1 0342 043 0364 03%5 0%6 0%7 038 09 …… の 077 0378 0379 076 0378 037 0370 037E 037f 
0380 0381 032 0383 0384 0385 0386 0387 0388 0389 ………… 0397 0398 0399 0394 0398 039[ 0390 037E 037f 
0380 041 0382 0343 0384 0365 0386 0347 03 人 8 039 …… 087 088 0389 0384 0388 03BC 03BD 0BE 03BF 


030 03C1 02 033 0 上 4 05 03C6 03C7 03C8 0309 …… 0307 008 0309 0308 0308 030E 000 0DE 03f 
3EA 03 e @ 0Yff 
@ @ @ 
@ @ 人 @ 
ー つの ee 1887 18B8 1889 188 18B8 
18CO0 18C1 18C2 18? 18C4 18C5 18E8 18E7 18C8 1809 …… ・ 1807 1808 1809 1804 1808 180DE 1800 180E 180F 
18E0 18E1 18E2 18E3 18E4 18E5 18E8 18E7 18E9 18E9 ……… ・ 18F7 18F8 18F9 18FA 18FB 18FC 18FD 18FE 18FF 
1900 1901 1902 1903 1994 1905 1908 1907 1908 1907 ……… ・ 1917 1918 1919 1918 1918 191E 1910 19IE 19F 
1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 … 1937 1939 1939 199 1938 193E 1930 193E 19 科 
1940 1941 1942 1943 1944 1945 1946 197 1949 1949 て 1957 1958 1959 195 1958 195E 1950 193E 19 洋 
1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1909 …memex 1977 1978 1979 1974 1978 197C 1970 197E 197f 
1980 1981 1982 198? 1984 1985 1985 1987 1988 1989 ……… 1997 1978 1999 1998 1978 197E 1970 177E 19 省 
190 1981 1982 1983 1984 19 交 1986 197 1988 19 交 1987 1988 1989 19B4 1988 19BE 198D 19BE 17BF 
19C0 19[1 19C2 193 19[4 19C5S 19C6 197 18 1969 ・ 1907 1908 1909 1906 1908 19DC 190D 19DE 19 人 f 
19E0 19E1 19E2 19E? 19E4 19E5 19E。 19E7 19E8 19E9 …… 19F7 19F8 19F9 17fA 19FB 19FC 19FD 19fE 17FF 


ライ ン 


実際 に 使用 する 場合 は ペー ジ に よっ て アド レス の 補正 を 行なう 必要 が あり ます . 


例 RAM32KB で ペー ジ 2 の と き 


実際 の アド レス =E000H+ 補正 値 
ペー ジ 2 三 E000H 
ペー ジ 3 三 C000H 
ペー ジ 4 =A000H 
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3-4 キヤ ラク タツ ・ ジ ェ エネ レー マタ 


キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ ROM は , ア ルフ ァ ニ ュー メリ ッ ク モ ー ド で は CG( キ ャ ラク ク ・ 
ジェ ネ レ ー タ ) と し て , グラ フィ ッ ク モ ー ド 時 で は , グラ フィ ッ ク パ ター ン ROM と し て 使 
用 され て いま す ., この CG ROM は OUT 命令 に よっ て ROM の バン ク を 切り 換え て 読み 出 
すこ と が 可能 で , CG ROM の 1 文字 あ た り 16 バ イト 分 ある 内 の 12 バ イト を 使用 し て 1 文字 を 
構成 し て いま す . た と えば "B? の 文字 は 次 の よう に な っ て いま す . 


RDR Y6S9321 ロ DB 


6q2gH gg 
6q21H ?C 
6d22H 22 
6q23H 22 
6q2qH 22 
6q25H 3C | izFy ト 
6q26H 22 
6d27H 22 
6428H 22 
6d29H ?C 
6q2RH g8 
6d2BH に 12 


OUk | 


8 ドッ ト 
これ を 出力 する プロ グラ ム は 下記 の と お り で す . 


らら 0UUT Si 3DRAD ニ 人 き 由 らら 
PRI! い 
3 FOR 』=RD TO 内 D+11: D ロ INT て エン 256) : GUSUB 2g8: PR 
INT 5 5 
(>| DRーIーTNTCI ン 256 う *256: GDSUB 2gg: PRINT HE も S: "日 


5g fPEEK て 1) : Dn=f: FOR 天 ? TO 9 STEP 1:TF > ニー2 へ 
THEN CULOR 2: 一 朋 一 wur 9 
に 12 PRINT ・ "iiCULDR 1:NEXT 了 :PRINT : : GUSUB 
289: PRINT HE$:NEXT 1 
?B OUT&H93, 5: END 
REN1 HEX$ 


21B HE$=* BB" : HE=INTCDR ン 16) : HF 三 HE : GBDSUB ご うけ - 
228 HE=DRーC16*HF) : GDSUB 238: HEーRIGHTCHE 字 > 2 う : RE 
TURN 


238 IF HE>9 THEN HE=HE+55: GUTU 258 
298 HE=HE+&H38 
2 HE も ーHE$+CHR ま CHE) : RETURN 


を な お, OUT&H93, 4 で CG ROM を 6000H 番地 か ら 読む こと が で き , OUT&H93, 5 で CG 
を OFF に し ます . 


キャ ラク ク ・ フ ォ ン ト を 出力 する プロ グラ ム を 紹介 し て お きま す . 
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19 DUT &H93, 4:FOR KB TO 255: RD=&H6898+16*K 
2 DR=INTCRD ン 256) : GUSUB 288: PRINT HE$: : DR=RD 一 IN 
TCRD ン 256) *256: GDSUB28g 夫 07 
3 PRINT HES: : DR ニ K: GDSUB 298:PRINT"h ":HE も :" "s 
48 IF K<32 THEN PRINT CHR も C&H19) z CHR 多 CK+&H3B) : 
"::GOUTO 68 
58 PRINT CHR も CKOD:"  ": 
69 FOR =RD TO RFD+5: DR=PEEK て 1 ) : GDSUB 288:PRINT 
HE も :" "ENEXTI PRINT 
7?8 FOR 1』=RD+6 TO RD+11: DR 一 PEEKC 1 ) : GDSUB 289: PRI 
NT TRBC12) : HE も :" "NEXT 
8 PRINT:NEXT K:DUT&H93, 5: END 
288 REM1 HEX 
219 HE も "98" : HE= ニ INTCDR ン 16) : HF=HE : GUSUB 238 
226 HE=DーC16*HF : GDSUB 239: HE*=RIGHTCHE。2 う : RE 
238 IF HE>9 THEN HE=HE+55: GOTO 258 
24B HE ニーHE+&H39 
259 HE も HE も お +CHR お CHE) : RETURN 


CG は 完全 に アデ コー ド る れ て いな いた め に , 7000-7FFFH まで は イメ ー ジ が 出力 され ます . 


3-5 ページ の 切り 換え 


出力 ポー ト の BOH の bit1, 2 が 画面 の 切り 換え の ポー ト に な っ て お り , この 値 を 変え る 
こと に よっ て ペー ジ を 切り 換え る こと が で きま 


| HAM32KB 


VRAM アド レス 


bt2 | bit 1 


| RAMI6KB 

| 時 の ペー ジ | 時 の ペー ジ 
0 。 cs 0 | CGC060E | 

0 に SO20000EEa 2 | 2 


図 3-8 ペー ジ の 切り 換え ボー ト 


出力 ポー ト に 出力 する だ け て で 画面 を 切り 換え られ ます の で , これ を うま く 使 えば 画面 の 擬 
似 重ね 合わ せ が で きま す . 


プロ グラ ム 例 


1 SCREE ト HI 9,2,2: CLS 

2 LINIECB, うーC256, 192) : LINEC256 B)ーCB。 192) う 
3 SCREEN 43, 3: CLS 

4 LINEC3 ヨ , 3B) う 一 C229。 16 ロ ) ぅ  B 

っ BUUT&HBB: ロ : HUT&HB ヨ 2: GUT05g 
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実行 例 この よう に 画面 の 重ね 合わ せ が 可 能 


ペー ジ 2 も 
ジン 1 


ペー ジ 2 と ペー ジ 3 を 50 行 で 切り 換え て いま す の で 少し チラ つき ます が , X と [し 」 が 重なっ て 
見 える は ず で す ( 注 : この プロ グラ ム を 実行 する に は ペー ジ の 指定 が 3 また は .4 に な っ て いな 


けれ ば な り ませ ん ). 

た だ し , この 重ね 合わ せ は , グラ フィ ッ ク ど うし , また は アル ファ ニュ ー メ リッ クモ ー ド 
どう し な ら ば 問題 は あり ませ ん が , グラ フィ ッ ク と アル ファ ニュ ー メ リッ ク の 組み 合わ せ で 
は , 画面 の 同期 が とれ ま せ ん . ( 逆 に これ を ゲー ム 等 に 利用 する と お も し ろ い と 思い ます が ). 
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3-6 表示 期間 


画面 に ノイ ズ を 出さ な いよ うに する た め に , 表示 期間 中 は DMA( ダ イレ クト ・ メ モリ ・ ア 
クセ ス ) を 行ない CPU を 停止 させ て お り , 帰 線 消去 の 間 の み , メモ リ の リー ド , ライ ト を 許 
可 し て いま す . この た め に , CPU に か な り の ロス タイ ム が 生じ て いま す . 


192 ラ イン 
2.03ms 
.9/S 上 
BS FS 
トーーーーー ーー 63.5Zs 一 ーーーーーーーー 


※ 舎 線 部 分 で CPU が 停止 する 


図 3-9 画面 表示 期間 
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| 


LOL UE 


ゃ 8 * 
か ODN こり" パオ 


第 4 章 キー 入力 

2 ラル リド の の の 所 

4-1-1 メモ リ の 格納 状態 

4-1-2 ROM 内 の 格納 状態 

4-1-3 KEY LIST 

4-1-4 内 容 の 定義 の 仕 万 

42025、 "キー ボイン の 0 ラフ ルク クン ニート ク と ビー の ん の 
グ の 使い 万 

オー ク ” キー お ん テー に ポン に 

4-2-1 INPUT 

4-2-2 INKEY$ 

4-2-3 STICK, STRIG 

4c2=4) エー 大 ツラ アラ 

の ニン 回 MS: 


第 4 章 キー 入力 


1 ッ ク グ ア ル ン ウ ョ シン エ ニ 


4-1-1 


ファ ンク ショ ン キ ー の 初期 設定 は 炊 の よう に 


メモ リ の 格納 状態 


な っ て いま す . 


これ ら の 内 容 は , ワー クエ リア 上 の FB3DH 番地 か ら FB8CH 番地 に 格納 され て いま す . 


FESD 
FB40 
FES0 
FB60 
FB7O 
FB8O 


4 
4F 
4F 
OD 
56 
9 


4F 
52 
2o 
oo 


4C 
20 
00o 
(909 


2 の 4 


4 コ 22 


20 


00 


oo oo 
oo oo 
oo oo 
oo oo 
FF FF 


43 
4 じ 
ロコ ュ 
SQ 
43 


4C 
49 
4< 
2 
4F 


4F 
53 
52 
49 
4E 


41 
っ 4 
45 
4E 
4 


44 
20 
45 
54 
oOD 


22 00 
QO 00 
4E 20 
20 00 
00 00 


00 47 4F 54 
0O 52 55 4E 
00 43 53 41 
0QO 50 4C 41 
00 FF FF 13 


この よう に 1 つの ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て 8 バイ ト 使 用 きれ て お り , 8 文字 に 満た な 
い 場 合 は エン ド マ ー ク と し て 「00」 が 書 ほ 込ま れ ま す . 


8 文字 で 完全 に 管理 され て いる た め に , PC-8001 の よう に 


キー 領域 を 使用 し , 
4-1-2 ROM 内 の 格納 状態 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は ROM 内 の 0167H 番地 か ら 017AH 番地 に 中 間 言 語 エ キャ ラフ 
FA33ーFA46H に 転送 され ま 


9 文字 以上 定義 する こと は で きま せん . 


タ (1 文字 ) の 2 バイ ト で 入っ 


2 


友 話 た 
た に 


om 


ち おり, 初期 設 定 の 


と きる に 


ーー で パー 


隣 の あい て いる ファ ンク ショ ン 


す . 


に 変換 し て ファ ンク ショ ン キ ー・ バ ッ フ ァ に 入れ ます . 
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F 1 B16? 93R 28 COULUR+sp 
F 2 169 R3 22  CLURD+ 

F 3 g16B 88 2g BUTOU+sp 

F 4 B16D 97?7 2 LIST+Sp 

F 5 Bg16F 89 gD RUNHTcr 

F 6 BB1?1 9F 2 SCREEN+Tsp 
F 7? BB173 Rd 22 CSRUE+“" 

F 8 g175 95 2 PRINT+sp 
F 9 9g17? R7 28 PLRY+sp 
F18 g179 96 gD CUNT+cr 


図 4-1 キー 内 容 の 格納 アド レス 


プロ グラ ム 中 で ファ ンク ショ ン キ ネー の イニ シャ ライ ズ を する と き は ,KEY コマ ンド より は 
機械 語 を 使 方 が 簡単 で すそ の 方 法 は 第 9 章 で 述べ ます . 


4-1-3 KEY LIST 


画面 に は は ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 表示 が 5 文字 で し か な され ませ ん . Nso-BASIC で は 
内 容 を すべ て 表示 する KEY LIST の 命令 が だ あり ませ ん の で , ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 
見 た な いと き は それ ぞ れ の キー を 押す し か 方 法 が あり ませ ん . 

BASIC で ネー の 内 容 を 表示 する プロ グラ ム を 下記 に 示し ます . 


1 コロ 1 ミニ ロ 
2B K ニ 1 : GDSUB 188 


は PRINT TRBC18) : : K ニ 1+5: GDSUB 188:PRINHT 
ロ 


I ニ 1I+1: IF 1 ニ 5 THEN END 
3 GUT0 2g 


188 FUR = TO 

Rn 三 PEEKC&HF B3D+C て 8B*K+ 耳 ) ) 
IF ーー THEN 148 

12B IF 昌 く 32 本 HENI RF32 


13B PRINT CHR も CRD) : :NEXT 了 
148 RETURN 


4-1-4 内 容 の 定義 の 仕方 


イィ ァ ンク ショ ン キ ー グ の 定義 は 以下 の よう に 行ない ます . 
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ファ ンク ショ ン キ ー 定 義 の 例 

keu1." 提 BCDE " 

Uk 

keu 2, "12395" 二 chr 中 C13) 

0Uk 

a 呈 三 " RFRRRH" :keu3 ぅ 8a 字 

0Uk 

keu 4,chr 宇 C28)+chr 呈 C2 つ 9) 十 chr 呈 (3B) 
に 

胃 


keu5, chr 呈 C39) 十 "UFU" 十 chr て づ 4 う 十 chL 
1 


1 還 ロ BCDE 較 1 つう りら 園 ロ HHPH 較 。。。 較 UFUT 


ショ ン キ ー に は コン トロ ー ル コー ド も 定義 で きま す が , 画面 の ウィ ンド ウ に は 表 


keu 1:chr 主 C18) う す chr 皇 C 18) 十 chr 呈 (18) 
2 


keu 2 つ ,chr も C3 ロ ) 十 chr 生 C 3 ロロ) うす ch F ま て 3 ロロ) 
3 


keu 3: chr 呈 CB)+chF 宇 C1) 二 chr 宇 C2) 二 ch 


に 中 。 "load" 十 chr 主 C13) 
な つら 。 "LiS て 。" 十 ch FC3 ロ ) 十 chr 呈 C3B) 


1 衝 。。。 較 。 較 較 っ 3d 関し ジェ 


PC-6001 の ファ ンク ショ ン キ ー 

1 較 。。 較 。 較 。 。 較 っ ad 関 | て .| 
PC-8001 の ファ ンク ショ ン キ ー 

コラ プレ ワー- 較 全 イ イ ト ー 還 一 ーーー 還 1 っ っ で - 較 1 エー トー 


4-1-5 キー ポイ ンタ と ファ ンク ショ ン キ ー フ ラグ の 使い 方 


ファ テウ ウ クコ 導 容 デフ ラグ を 使う と 。 フン 
ます . この 機能 を 使う と 。 いろ いろ と お も し ろ い 


2 


1 KEY 1,"LIST"+CHR も も C 13) 
29 PUKE &HF BB8D,&H3D: PUKE &HFBB8E,&HFB 
3 POKE &HFR32, 5 


1 KEY 1, "LIST"+CHR も (13) 
2 POKE &HFB8D,&H3D: PUKE &HF BBEz 


&HF B 
PUKE &HFR325 


キー ポイ ンタ は FB8DH と FB8EH で , キー フラ グ は FA32H で す . 

キー フラ グ に は , キー 内 容 の 文字 数 を 設定 し ます , 上 記 の プロ グラ ム で は , ファ ンク ショ 
ン キー の 内 容 が , LIST/+0DH の 5 文字 な の で 30 行 で POKE する 値 が 5 に な っ て いま す . 

これ か ら 分 か る よう に, キー フラ グ に 設定 で きる 文字 数 は 最大 255 文 字 に な り ま す . 

た だ し , 文字 列 の 中 に 00 が 入っ て いる と , そこ て 文字 列 の 終了 と 解釈 され ます . 
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4-2 キー 入力 ステ ー ト メン ト 


N。。-BASIC に は , キー 入力 ステ ー ト メン ト が INPUT と INKEY$ の 2 種類 し か あり ま 
せん こと の 2 つる を 山科 し て で て み まし ょ う 、 


INPUT A,INPUTA$ A$ーINKEY$ 
プロ シン ワウ トド ト (0 KM 


入力 指 が の ? 表示 


甘 数 , カク カナ 
ビン ガガガ:27 テ アン クション 
キー, グラ フィ ッ ク キ ー 


す だ の る 


カン マ は 変数 の 区 切り 


CHR $(13) 


全 モ ー ド 可 


BREAK 時 の BEEP 音 * で て * で 


CONT に よる プロ グラ ム 和 再開 


図 4-2 キー 入力 比較 


4-2-1 INPUT 


INPUT 命令 は テキ スト モー ド で し か 使用 で きま せん . た と えば ペー ジ 2 で モー ド 3 の と 
き に INPUT 命令 が ある と , ペー ジ 1, モー ド 1 で キー 入力 に な り ま す . 


例 :10 SCREEN 3, 2, 2 
20 INPUTAS 
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その た め モ ー ド 3 , 4 に お いて INPUT を 使う よう な プロ グラ ム は つく れ な いこ と に な り 
ます の で 思考 型 の ゲー ム 等 を つ 〈 る 場合 は 注意 が 必要 で す . 

これ を 解決 する 方 法 と し て は INKEY$ を 使っ て 複数 の 文字 を 入力 する よう に プロ グラ ム 
を 組め ば よい で し ょ う . 


4-2-2 INKEY$ 


INKEY$ コマ ンド を 使う と, キー 入力 を 待た な いで 次 の 処理 に 進め ます の で リア ル タ イ ム 
処理 向き と いえ ます , 
また , IF 文 で 判断 させ て , 文字 に 対応 し た 行 に 飛ば す の が 一 般 的 な 利用 方 法 で す . 


例 トラ ンプ ゲー ム の と き 


188 ヨ PRINT "トノ カー ト ~ ヾ ヲ スズ ステ マス カカ (1-5)“ 
181 ロ = ニ INKEY も も : IF HH ま "1" THEN 1188 
1829 IF F も ="2" THEN 1288 

1 ロ 3 ロ B IF RH ま ="3" THEN 138 

1 コロ IF R="qd" THEN 1988 

1 ロ 5B IF HH ま ="5" THEN 1588 

1 ヨ 6g GUTOU 1818 


INKEY$ を 使っ て モー ド 3。 4 て 文 守 列 を 入力 する 方 法 を 示し ます . 


INKEY$ に よる 文字 列 の 入力 
1 SCREEN 3, 2 2: CLS 
も 三 9 


3 ロ BB も = ニ INKEY: IF B も デー"" THEN 28 
d ロ BSCCB) : IF B ニ 13 THEN 1 
っ FRー ま +B 員 : PRINT B も : 
6g GOTOU 28 

END 


4-2-3 STICK, STRIG 


PC-8001 の リア ル タ イ ム ゲ ー ム の ほとん ど は , テン キー と スペ ー ス キー を 使っ て 遊ぶ よう 
に な っ て いま 6 PC-8001 の 場合 は , 1/0 ポー ト を INP 命令 で 調べ る こと に よっ て , 簡単 
に , 押さ きれ た キー を 知る こと が で きま す が , PC-6001 は キー ボー ド を サブ CPU が 管理 し て 
際 0 ん な で ロケ ー ム で ぶ と き 不 便 な の で STICK と STRIG 

の 命令 が あり ます . 

STICK は ジョ イス ティ ッ ク ( カ ー ソ ルキ ー) の 方 向 を 調べ る 命令 で , STRIG は 発射 ボタ ン 
(スペ ー ス キー) が 押さ きれ て いる か 調べ ます . ジョ イス テッ ク は 2 人 ま て 遊べ る よう に と , 2 
個 同 時 に つなが る よう に な っ て いま す . 
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STICK( n )、 


STICK 


STRIG お さ 
# 


図 4-3 ジョ イス ティ ッ ク の 方 向 と STICK・STRIG 


STRIG(n ) 
n 三 0 ニキ ー ボ ー ド 

1 テニ ジ ョ イス テ 
ー ジ ョ イス ティ ッ ク 2 


ィ ッ ク 1 


ッ ク が 中 立 の 時 = 0 
ッ ク が た お れ て いる 時 = 左 図 の 値 


れ て いる 時 = 1 
ぅ され て いな い 時 =0 


STICK, と STRIG を 機械 語 で 使用 する と きのみ 方法 を 説明 し ます . 


oO000 さ EQ0 STICE: LD  a,0 
Oo02 CD3922 CALL 2239H 
0005 CD4107 CALL 0741H 
oooB 7B LD ALE 
oo09 C9* RET 

0O000 さ EO00 STRIG: LD 8^,0 
0002 CD5922 CALL 2259H 
0005 CD4107 CALL 0741H 
0008 7B 3D2 (AzB 
Ooo9 C9 RET 


Acc( ア キュ ムレ ー ク タク) に ステ ィ ッ ク の 番号 (00 二 02H) を セッ ト し て , サ プルー チン を コー ル 
し ます . デ ー タ が FAC (浮動 小数 志 ア キュ ムレ ー ク タ ) に セッ ト さ れ て いま す の で , 0741H を コ 
ー ル し て FAC の 値 を DE レジ スタ ペア に セッ ト し , E の 値 を Acc に 移し ます . この 部 分 は 


第 9 章 で も 説明 し て あり ます . 


また , 実際 に ゲー ム な ど で 使 用 する 場合 は , ステ ィ ッ ク の 方 向 よ り , どの スイ ッ チ が 押さ 
れ て いる か が 分 か っ た ほう が 使い や すい で し ょ う . その 方 法 を 簡単 に 説明 し ます . 


@ ス ティ ッ ク 0 
CALL 1061H 
RET 


結果 が 決 の 図 の よう に Acc に 返っ て きま す . 
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スベ ペー ス STOP SHIFT 


各 キ ーー を 押し て いる と その 
ビッ ト が 1 に な る . 


@ ス テ チ ティック]1, 2 


LD ASTICKNO : ステ ィ ッ ク の 番号 1] また は 2 
CALL 1CA6H 
RET 


トリ ガー ボタ ン 
4-2-4 キー バッ ファ 


キー スキ ャ ン は サブ CPU が 担当 し て お り , キー 入力 が ある た びに 割り 込み を か け て メイ 

ン CPU に 送り ます . 受け 取っ た デー タ を 一 時 キー バッ ファ に 格納 し , INPUT 待ち に な っ 
た と き に キー バッ ファ より 取り 出し ます . その た め , メイ ン CPU が 他 の 処理 を し て いる 間 
に 湊 の 処理 を を 一 入力 する こと が で きま す . 


先行 キー 入力 の 実験 


1g CLERR 3: CLS 
28 FOUR 1I=1 TO 488: LUCRTEB, ヨコ: PRINT I:NEXT 1 
3 INPUT FR:PRINT RF 


上 の プロ グラ ム を 実行 する と 画面 の 左上 に 数 字 が 表示 され ます . この と き に 何 か キ ー を 押 
し て 下さ きい. 数 字 が 400 ま で カウ ント する と 30 行 の INPUT 命令 を 実行 し ます . この と き に 
先ほど キー 入力 し た 文字 が 画面 に 表示 され ます . この 先行 入力 機能 は 便利 な よう で す が , ゲー 
ム な ど で は 非常 に 使い プ ⑦ ら いも の と な り ま す . 

な ぜ な ら , ゲー ム 等 で キー 操作 を 行なっ て いる 場合 、 た いて い の 人 は し ば らく キー を 押し 
た まま に し ます の で , キー リピ ー ト の 機能 が 働 を ま , その キー の デー タ が , 連続 し て キー バッ 
ファ に 取り 込ま れ て し まう の で す . 

INKEY$ を 使っ て いる , ポー カー, マー ジャ ン な どの いく つか の ゲー ム の 中 に は , この 影 
響 を も ろ に 受け て , 同じ し カード や パイ を 連続 し て 捨て て し まう な どの 現象 を 起こ す も の が あ 
り ま す . 
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この 現象 を 防ぐ に は , 以下 の 方 法 (通称 キー バッ ファ 和 殺し) を 使う と よい で し ょ う . 
キー バッ ファ は , FBB9H より , 64 バ イト 分 あり , FB8F-FB94H が この バッ ファ の 管理 
を 行なっ て いま す . この 管理 部 分 の ポイ ンタ を クリ ア す れ ば 良い わけ で す . 


exec &h1 ロ 58 
次 の プロ グラ ム は , キー バッ ファ が クリ ア さ れる 例 で す . 


1 CLEPR 389: CLS 

28 FOR 1! ニ 1 TU 4g88: LUCRTEB,g: PRINT I:NEXT I 
25 EXEC&H1958 

3 INPUT PF:PRINT 昌和 


た 9 コン ドロ ー 放 半 2 


キャ ラク タコ ー ド の 00-1FH は コン トロ ー ル コー ド に な っ て お り , 画面 。 プ リン タ , RS 
-232C 等 に 出力 する と , 特別 の 動作 を 行ない ます . た と えば 0CH(10 進 で 12) は キャ フラ クタ ・ 
コー ド 表 で は “ 秒 ^ の 文字 に な っ て いま す が ?, PRINT CHRS (12) を 実行 する と , 画面 に 秒 の 文 
字 を 表示 せ ず に 画面 が クリ ア る れ ま す . 

PC-8001 は コン トロ ー ル コー ド の シン ポル を 表示 する こと が で きま す が , PC-6001 で は , 
その 部 分 が グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ に な っ て いる た め に 表示 する こと が で きま せん . 


PC-8001 の シン ボル キャ ラク タ 


EE 
呈 


3 OR の 
人 テニ 


呈 
に 和 人 上 
PC-6001 の グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 


ち 


月 大 ネネ 木 金 土日 年 叶 小 分 秒 右 千 
メ 大 中小 


エ . 二 -〒 上 ササ す ] 『ー ra と = 


PC-8001 と PC-6001 の コン トロ ー ル コー ド の 機能 は , PC-6001 で INS( イ ン サ ー ト ) の 機 
能 が 変わ っ た た め , 行 を 2 つ に 分 ける 填 | | の 用 法 が 変わ っ た 他 は , ほぼ 同じ に な っ 
て いま す . 

これ ら の コン トロ ー ル コー ド は , 前 述 の PRINT CHRS の 書式 で 使う 他 に , キー 
と , アル ファ ベッ ト の 組み 合わ せ で 入力 する こと が で きま す . 
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0 2 


06| 6 
07|7 
08| 8 


01| 1 1SH 


2 1SX| Start of Text(( テ チキ スト 開始 ) 
End of Text( テ キス ト 終 了 ) 


di 


5 IEQ 
AK 


BL| Bell( ベ ル , が 
BS| Back Space( 後退 ) 


シン ボル の 意味 


null 


Start of Heading( ヘ ッ デ ィング 開始 ) 


End of Transmission( 伝 送 終 了 ) 


Enquiry( 問 合 わせ ) 


Acknowledge( 表 定 応答 ) 


ベル , プ ザ 


脱 @ あ 3 キー| 機 能 
代 6WRA| 
の ーー ター ソル を 1 項目 ご ょ に だ 
上 間 2 詳 HH7G12292 
ーー ーー 交 98 こ = 
| 内 Ca 
呈 - トド を の td 1 項目 ご と に 人生 に 
- 四 1 が +G| 邊 蔵 の プ ザ ー を 0.5 徐 間 吟 ら 


の +H| 確 ry で 左 の 1 


†L | 


1 2 
13| 


9 
DI 13 


CR| Carriage Return( 復 帰 ) 


7 |D 1 
D 2 


D 3| Device Contro1l3( 装 置 制 御 3 ) 


D 4 
NK 
SN 
EB 


S B 


CNI 
IEMI 


Shift-out( シ フト アウ ト ) | 


Shift im( シ フト イン ) | 
Data Link Escape( 伝 送 制 御 拡張 ) | | 


Device Control1( 装 置 制 御 1 ) 


Device Control2( 装 軒 制 御 2) 


た する 

ーー Ss 
09| 9 IHT| Horizontal Tabulation( 水平 タプ ) 作 7 。 二 エ 8 克 手 こ と の 水 ザ グイ マイ 

0 A| 10 ILF| Line Feed( 改 行 ) | ゅ ー ォ | ニク ル テ の が 1 
08| HH Home(VTDVemieal Tabulaton( ア | ルー K | 人 放 ナン 
CL| Clear(FF)Form Feed( 改 頁 ) / 2 


ー ム ポジ ショ ン に 戻す . 


カー ソル を 次 の 行 の 先 弥 に 移 
す 。 


Device Control4( 装 置 制御 4 ) 

Negative Acknowledge( 否定 応答 ) 
Synchronous idle( 同 期 信号 ) 
End of Transmission Block( 伝 地 ア ロッ ク 攻 了 ) 
Cancel( 取 消し ) 
End of Medium (媒体 終端 ) 
字 資 換 ) 


Substitute( 
Escape( 拡 張 ) 
(FS)File Separator( フ ァイル 分 離 ) 
(GS )Group Separator( グル ー プ 分 離 ) | 
(RS )Record Separator( レ コー ド 分 離 ) | 


(US)Unit Separator( ユ ニッ ト 分 離 ) 


カー ソル を 1 つ 右 へ 移す . 
カー ソル を 1 つ 左 へ 移す . 


カー ソル を 上 の 行 へ 移す . 
ー ソ ル を 下 の 行 へ 移す . 


第 5 章 サウ ンド 機能 

5 ら ー 1 PLAY 命令 の 基 太 

5 ら -2 SOUND 命 令 

5-3 より 高度 な テクノ ニック 
5z3c1。 選 LAVODNW の クン 
5-3-2 PLAY に 変数 を 
5-3-3 PLAY と 音色 

5-3-4 サウ ンド 機能 と 機械 語 


いい 
_ WP 和 WAMemmーー ーー バーーー = 
補 = 和 ua 夫 選 も りこ w 


アナ 
つ 


Di 1 の ho で る 


5-1 PLAY 病 令 の 基礎 


サウ ンド 機能 は PC-6001 を 特徴 づけ る 機能 の 1 つ で す . この 章 で は この サウ ンド 機能 に つ 
いて 解説 し ます が , その 初め と し て PLAY 命令 に つい て 説明 し まし ょ う . 
N。。-BASIC の PLAY 命令 は 音楽 を 演奏 する た め の 命令 で , 大 変 分 か りや すい 音楽 用 言語 
SM : Music Macro Language) を 使っ て 音程 , 音量 , 音 長 等 の ゲー タ を 表記 し ます . 
高き は 2 種類 の 表記 方 法 が あり , 第 1 の 方 法 は 音階 名 (C, D, E, F, G, A, B) に On, 
6 La ンー ッ ト (一 ) を 併用 する 方 法 , も う 1 つ は Nn を 使う 方 法 で す . 
まず 音階 名 に よる 表記 と は , 出し た い 音 の 音階 名 を AーC の アル ファ ベッ ト で 列記 する 方 
法 で す . 図 5- 1 を 参考 に し な が ら 次 の 命令 を 実行 し て みて くだ さい . 


PLAY "CDEFGABC"" 


いか が で すか ? ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド と 演奏 し まし た ね . と ころ が 最後 の は 最初 の と 
同じ 高き の 音 が 出 て し まい まし た . これ は オク ター プ の 指定 を し な か っ た た め に 起き た こと 


05 mm | 
| = 
で as 
A= ニ BL 王 還 較 ピー ロビ 
GE= ニ Ab 
F =ーG5 
0 4 


上 
世 


LuMuMiUMMl 


| 


図 5-1 


で す . PLAY 命令 で は ,、 CB まで を 1 オク ター プ ブ と し て 区 切り , 計 8 オク ター プ ブ の 音域 を 
カバ ー し て いま す . そし て 01~-08 を MML 群 に 付け 加え る こと に よっ て , その オク ター 
を 指定 する ゐる こと が で きま す . オク ター プ の 指定 は 次 に 新た に オク ター プ ブ を 指定 する まで 保持 
され ます . それ で は 先ほど の も の に オク ター プ ブ の 指定 を 付け て み ま す . 


PLAY “04CDEFGABO5C" 


今度 は 正しく 1 オク ター プ 上 の ド が 出 ま し た . 

今度 は 半音 を 出し て み ま し ょ う . 半音 を 出す 場合 は , 半音 に し た い 音 階 名 の 後に シャ ー プ 
の 記号 (# か 二 ) や フラ ッ ト の 記号 (一 , マイ ナス 記号) を 付け れ ば よい の で す . 試し に 音 を 出し 
LSDy 拓 


PLAY "CC+D" 
ド と レ の 音 の 間 に ド # が 出 ま し た , これ は 次 の よう に 書い て も 同じ で す . 


PLAY "CCD" 
PLAY "CD 一 D" 


上 の 例 は PLAY 命令 中 で は 十 と # が 同じ 意味 を も つた めで す . 下 の 例 は ド # と レ b が 同じ ヒ 
音 だ か ら で す . 分 か ら な い 人 は 音楽 の 本 を 見 て て だ さい . で すか ら ミミ つ まり E 十 は ファ , つ 
まり F と 同じ 音 に な り ま すし , ド b つ まり C 一 は シ , つま り B と 同じ 音 に な り ま す . た だ し , 
この 場合 , 本 来 の 音 よ り 1 オク ター プ 上 の C 一 が 出 ます (この あたり は ある 程度 , 音楽 の 基礎 

知識 が 必要 で すか ら , 音楽 の 苦手 な 方 は 読み と ば し て も か まい ませ ん /. 

以上 の よう な 方 法 に よっ て 音階 表記 で , 8 オク ター プ の 音域 を カバ ー す る こと が で きる の 


0 2 の 


[< 呈 に 4 


3 
1 

つ 増 や し て , 最高 オク ター プ の B の 音 ま で , らら に 数 字 を か ジン っ 
で す 。 この 方 法 も 試し て み ま し ょ う . 


PLAY"N25N27N29N30N32N34N36N37" 


どう で すか 7? ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド と 演奏 し まし た ね . この 方 法 で は , オク ター プ や 半音 
の 指定 な ども 同様 に で きる の て, 場合 に よっ て は 便利 を な こと も あり ます が , 慣れ な いと 使い 
に くい か も し れ ま せん . 

これ で 音程 は 自由 に 設定 で きる よう に な り ま し た . 次 は 長 さ を 決め て み ま し ょ う . 

音 の 長き は 基本 的 に は 音程 を 示す コー ド (C な ど ) の 後に その 音 の 長 る を 示す 1 一 64 の 整数 
を 付け 加え る こと に よっ て 設定 で きま す . その 数 値 は た と えば 4 分 音符 な ら 4 , 32 音 符 な ら 
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32 と いう ふう に 長 さ の 逆数 表示 で すか ら , 従来 の 他 の MML に 比べ て 非常 に 使い や すく な っ 
て いま す 。, 次 の 例 を 試し て くだ さい . 


PLAY'"C4D8E16F32" 


音 の 長 る が 変わ っ た の が お 分 か り い た だ けた と 思い ます ., 

も し ここ で 音 の 長 る の 数 値 を つけ な いと , 自動 的 に デフ ォ ル ト 値 の 長 さ に 設定 され ます ., 
デフ ォ ル ト 値 は 電源 投入 時 に は 4 に 設定 され て いま すか ら , 普通 は 4 分 音符 に な り ま す . 
この デフ ォ ル ト 値 も 変更 する こと が で き , その MML は Ln と いう 形 を と り ま す . た と えば 
L8 を 指定 すれ ば , と < くに 長 る の 指定 の な い 音 符 は すべ て 8 分 音符 に な り ま す . また , この デフ 
ォ ル ト 値 も オク クー ブ 指 定 と 同様 に , 次 に 指定 する まで は , その 値 が 保持 され ます . 次 に 例 

2 し ます 


PLAY"L8CDE16F16GAL2B" 


音 を 休止 し た の 場合 に は 休 待 記号 で ある R を 入れ ます . 休 符 の 長き は 音 の 長 さ と 同じ よう 
SM の ーー で 2 分 休 符 と な り ま す . た だ し , 後 の 数 字 を 省略 し た 場合 は , 上 で 指 
了 2NKcSale2 すべ て 4 分 休 符 と な り ま す 。, 次 の 例 を 試し て くだ さい . 


PLAY"L2CR16CR8CR4CRC”" 


湊 に 符 点 音符 の 出し 方 を 説明 し ます . 符 点 音符 を 出す 場合 は 実に 簡単 で , 待 点 音符 に し た 

い 音 の コー ド の 後に “.” (ピリ オド ) を つけ る だ け で す .。 た と えば L8CDE . と すれ ば E の 音 
人 符 。C2 . と すれ ば C の 符 点 2 分 音符 が 出 ます . 

で 音 の 長 さ も 自由 に 設定 で きる わけ で す が , 音程 を Nn の 形 で 設定 し た 場合 , 音 の 高 
ーー 
く な る の で , 音程 の コー ド の 後に " : "(セミ コロ ン ) を 付け て それ に 続け て 音 の 長き の コー ド 
を 書き ます . た と えば N36 : 8 と いう 具合 で す . 

それ で は 次 に 曲 の テン ポ の 設定 を し まし ょ う . 実際 の 音楽 で は , 同じ 4 分 音符 で も 曲 の テ 
ン ポ に よっ て その 長 さ が 違い ます . N。。-BASIC の MML で は , テン ポ 2 人 に は Tn 
と いう 方 法 を 使い ます . た と えば TT90 と すれ ば 」 =90, つま り 1 分 間 に 4 分 音符 が 90 回 演奏 
で きる テン ポ に な り ま す . ちな み に 電 源 投 入 時 に は 120 SC > また テン ポ 
の 指定 も 一 度 指定 する と 新しく 指定 する まで は その 値 が 保持 され ます . 

以上 の 方 法 を 用 いて , 一 声 の 音楽 は 一 応 演奏 で きる よう に な り ま し た . それ で は 決 に 和 声 
を 出し て み ま す . 

PC-6001 は GI 社 の AY-3-8910 と いう サウ ンド 用 LSI を 用 いて 音 を 発生 きせ て いま す . 
この LSI の 特徴 の 1 つ に 同時 に 3 チャ ネル の 音 を 別個 に 設定 で きる と いう こと が 挙げ られ ま 
す . N。。-BASIC の MML も この 特徴 を 活か し て 簡単 に 3 つま で の 和 声 の プロ グラ ミン グ が 
可能 に な っ て いま す . 
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例 と し て C, つま り ド ミソ の 和音 を つく っ て み ま し ょ う . 


PLAY"04C の 04E'"04G" 


上 の 例 で も わか る よう に , 各 チ ャ ネル で 演奏 し た い 音 を 順に 並べ て 書い て , その 間 を , ( カ 
ンマ ) で 区 切る と , その 音 を 一 斉 に 演奏 し ます . これ は 別に 3 つ で な く て も 2 つ だ け 使 うこ と 
も で きま す . 


PLAY"CPG" 


また , テン ポ ( 征 ), オク ター プ (0), 長 さ (L) 等 の 指定 は 、 各 チ ャ ネル 別に 行なう こと が 
で きま す . 各自 試し て みて 〈 だ さい . 

これ で 3 和 声 の 音楽 は アロ グラ ム で きる よう に な っ た わけ で す が , これ だ け で は 大 変 味気 
な い 演 奏 に な っ て し まい ます , そこ で , 次 に , 音楽 に 変化 を 付け る 方 法 を 考え て み ま し ょ う . 
音楽 に 変化 を 付け る た め の 方 法 と し て は , 1) 音 色 を 変え る 2) 音 量 、 つ まり 音 の 大 き さ を 
次 える 。 等 が 考え られ ます 。 PC-6001 の 場合 音色 に 変化 を 付け る こと は , 基本 的 に は 不可 
能 で すか ら , ここ で は 音 の 大 き さ に 変化 を 与え る 方 法 を 説明 し ます . 

N。。-BASIC の MML に は 音量 の 変化 を 付け る 方 法 と し て 2 種類 の 方 法 が 準備 され て いま 
す .。 1 つ は Vn に よる 方 法 。 も う 1 つ は S1 と Mn に よる 方 法 で す . 

まず Vn に よる 方 法 と は 。 V の 後に 0 か ら 15 の 整数 を 付け る こと に よっ て , ボリ ュー ム 
すなわち 音量 を 変化 させ る 方 法 で す , VO を 指定 する と 無音 それ か ら V1, V2 と 数 字 を 大 
きく する に 応じ て 音 も 大 きく な り , V15 で 最大 に な り ま す . 次 の 例 を 試し て くだ さい . 


PLAY'"V1CV5EV9G" 


音 の 大 きき が 変化 し まし た . この V の 指定 も や L 等 と 同様 に , 1 度 指定 する と 次 に 指定 
する まで 交わ り ませ ん し , チャ ネル ご と に 別個 に 指定 する こと が 可能 で す . まだ 電源 投入 時 
に は V8 が 設定 され ます . ちな み に V の 数 字 と 音声 出力 電圧 の 関係 は 指数 的 に 変化 し ます . 
これ は 。 人 間 の 耳 の 刺激 に 対す る 反応 が 対数 的 に な っ て いる の を 補正 する だ め だ 寺 思わ が ま 

で は 次 に SI と Mn に よる , エン ベロ ー プ パタ ー ン の 変化 の させ 方 に つい て 説明 し ます . 
ェ エンベロープ パタ ー ン , つ まり 包絡 線形 状 と は , シン セ サ イ ザ に 興味 の ある 方 は 御存知 で し ょ 
う が , 簡単 に 言え を ば , 音 の 大 き さ の 時 間 に 応 し た 変化 の 様子 の こと を 言い ます . 

た と えば ギク ー や ピア ノ は , 音 を 発し た 瞬間 は 強い 音 が し て , それ か ら 時 間 を 経る と 音 カ 
弱 〈 く な っ て いき ます . また ファ ゴット な ど で は 弱い 音 か ら ふ わっ と 立ち 上 が る 感じ の 音 が し 
まず : 
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図 5-2 エン ベロ ー プ パタ ー ン 
この 場合 の エン ベロ ー プ パク ー ン を 分 か りや すく 略し て 書い た も の が 図 5 - 2 で す . も ちろ ん 
実際 は こん な に 単純 で は あり ませ ん . 

PC-600] に 使わ れ て いる サウ ンド 用 LSI は , この エン ベロ ー プ を ある 程度 自由 に 設定 で 


きま す . この エン ベロ ー プ 設定 の た め の MML が S と MI な の で す . S は エン ベロ ー プ の 形状 
を , M は その 周期 を 指定 する も の で す . 


エン ペロー プ パ ター ン 


0,1,2,3,9 


4.5,6,7,15 


S5 


具体 的 に は , エ ン ベ ロ ー プ の 形状 は 図 5 - 3 に 示さ れる 8 種類 の 中 か ら 選 ぶよ うに な っ て お り , 
表 に 示さ れ た 数 字 を S の 後に 付記 し て 使い ます . 数 字 は 0 -15 の 整数 で な く て は な り ま せん . 
周期 は 任意 に 設定 可能 で 表 5 - 3 中 の {t の 長 さ か ら 公 式 で 決定 され ます . その 公式 は 


wt 1996750xXt 5 
頂 己 56 | {t : 周期 ( 秒 ) 


と いう 式 で す . 
た と えば 周期 を 2 秒 に 設定 し た けれ ば , 


_ 1996750x2 


M= 256 テ 15600 


で すか ら M15600 を 指定 すれ ば 良い わけ で す . この 数 字 は 1 か ら 65535 ま で の 自然 数 で な く て 
は な り ま せん . 

エン ベロ ー プ を 設定 する と き , 気 を 付け な く て は な ら な いこ と が 2 つ あ り ま す . 第 1 に, 
2 つ 以 上 の 異な っ た エン ベロ ー プ を 指定 で き な い と いう こと で す . つま り 和 声 を 出し た と き 
に チャ ネル ご と に S ま た は AM の 値 を 人 違え る こと は で き な い の で す . 同じ し エンベロープ を 指定 
する か , 他 の チャ ネル は エン ベロ ー プ を 指定 せ ず に V で 音量 を 指定 する か し な けれ ば な り ま 
せん . も う 1 つ 気 を 付け る べき こと は , 同一 チャ ネル に エン ベロ ー プ の 指定 , つま り S と , 
音量 の 指定 , つ まり V は 同時 に で き な い と いう こと で す . た と えば , 


PLAY'SOM1000V8…… り 


と いう 指定 を する と , 後 か ら 指 定 し た V の 指定 が 有効 に な り ま す . 
以上 で PLAY 命令 の 基礎 の 説明 を 終わ り ま す . これ で 一 応 の 音楽 演奏 プロ グラ ム は 作成 
可能 に な り ま し た . 例 と し て 簡単 な 音楽 アロ グラ ム を 紹介 し て お きま 


dB コ uE 間 エエ ミミ エキ て すす すす すす すす た すす ミミ ミミ ミキ ミミ ミミ ミー ニテ を キミ ミミ スコ] 
REM* La ftlle aux cheveux de lin 


REh1* Composed bu C.Debussu KCJan. 191) 


Hrranged & Encoded 
REI1* bu Yellou。 Panther 


ます を を せ 半 


REI1* To mu deareSt “Butch“ 

4 コ uE 北 北 え エキ も た キミ キキ た ミミ ミキ キミ ミキ ミキ トミ キキ ミミ セミ キミ キキ キミ ミネ ミ ミミ] 

PLRY"T6gL 165gM 1888805" 』 " 和 TBL 16U1gh1 1888803" ュ デ 

T6gL 16U180311188g ロ “" 

2 PLFY"D-9. 0B- ロ ーEー8 ロ ーBー05D 二 80Bー ロ ーー8 ロ ーBー ロ ー8B ロ ー ヒ 
ー" "PR1R9.B"」TR1R9. ロー“" 

3 ロロ 上 30GGESY4GBBOHLZ JNNMMBOOEzB 本 B 水 こ 038 コ ダー 


9 ロコ PLRY" 9. 0D5D-80B-8 ロ ーBー ロ 二 8BD5D80B--905" ,“" UF 2 ロー 
gF2" 。“Dー2Eー8D-. D9“ 

5 PLRY"Eー20B-9. BBD5D--9. DBー ロ ーEー8 ロ ーBー" 。“" ヨー2Bー9. B 
80D 一 2Eー9" 。 "ビー2 


GO の oOQQ ゆ ロ よ い ID は QG 
と "| 
Il 
さ 
せ 
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69 
アロ 
89 


99 
1g8 


1 19 
12g 


13 ロ 
198 


158 
169 
17 ロ 
189 
199 
4212 
21 ロ 
っ 2 
2 っ 39 
ど 42 】 <| 
259 
っ 6 


2? ロ 
28 


29 ロ 
に 1212」 


PLRY "USD 一 BUBー ロ ーEー8 ロ ーBー ロ ー8 ロ ーー" 。" D-9Eー94D 一 803B 

8" ょ “03B-ー90C903B-8ー8" 

PLHY "ロー8FEーD- 1R80U3" ,“" Bー2. B-2" , "ロー40D--dD-03BB 

ー ロ ー ロ ー8BF EーDー4D--02B" 

PLRY " Bー リ ロリ DーEー8 ロ ー は 1 ロー9L16" 」" RBUD 一 2. B 一 

"ュー ロー ロリ 3B2. 0 ロー 

PLRY "FE ヒーDー④U5Dー Sg0BB- ロー" ュ "Bーd" ェ "ロー9 ロ 3" 

PLRY "ロー 一 B ユ FEー ロ ー ロ ーDー03BUF " , "EーB. FE-8. DD3B8" 

ぅ "BB. DD 一 03BB. B- 有 8“ 

PLHY“"Eー03B 一 朋 一 0D 一 03C 一 8. DFー ロ ーBOU5DーF 一 月 一 " 。" BB 一 

け ロー ジ 。 rr リー ローF この: 

PLRY・BBB-R-G-2B-Ba-GーEーq. DDB",*05E-2. DG-403 

B2" ょ "0UB1F2" 

PLRY” Bー8B ロ ー ロ ーEー4. EーC" 。" BdBー2" 。 "ロー9402B-ーBR8B-9" 

PERYCU2D-9HC20GGBSlDBSDGBE2GS0NMUES2U30GdSITS 

B2F“ 

PLHY" Eー 803B 一 0CEー-F GBD5CBE 一 C" "2B8. 03CEーF G ロ B 

ーU0CBEーC" "ロロ 20F9“" 

PL EEー 80B-05CE-FGーB-D6Eーd. ぅ > "Gi8BU3B-ーUCEーF ローB 

ーB9.“" "09B-ー205B9. 

PLRY"L29DEーDー 05B--8 ロ ーBL 16 り 5 ロー58 ロ ーFEーL24" 」" 05 

ロー8 ロ ー8B9. 0" 」"FBEー2 ロ 0“ 

PLRY"EーBD-EーDー L 160BB ロ ー9 ロ ー 有 ロー" 。" BBH 一 B ロ ーB ロ ー403 

ローUF " ュ "ロー8BF BE-8C9B8" 

PLRY"LBB 一 . ロー 16Eー ロ ーBー0 ロ 5" 。" LBEー. D-1603B 一 DD 一 ビー“ 

ぅ >"LB0U3B 一 - ロー16Eー ロ ーBー ロ " 

FLHY" Dー0Bー ロ ーー ロー9Bー. “" 。 "ロー ビーDー03Bー9B40Eー- 

Dー ロ 3 ヨー ローE ビ ー9 ロ ー9B 一 . 

PLRY” ロー16B-ーD5D 一 ビー ローBー セ セー" ," D 15Eー ロ ーBーD5D 一 ビーDー 

" ぅ ロー15B 一 DDー ビ ー ロ ーー ロー“ 

PLRY" DBー 引 DR206D9U9D--4. SBL16" ," 03C-9 ロ 0 ロー 
1 ロー" ュ "03 ロー9F 90Eー1Eー“ 

PLRY* US5Bー ロ ーEー8 ロ ーBーD6D 一 B05Bー ロ ーE ビ ーB ロ ーBー ロ ー ヨ ローEー“" 
ぅ >" ロー ロー1" 。 "ビー ビー1 " 

PLRY"LGーFEーDー UL8BBBー 介 一 L 16" , "ヨー2. D-2.L16" 。 "ロー 
1.L1603" 

PLRY" ロー ローBーF Eー 和 ロー ローDー ロ 3BDF " , "ビー8. FEー8. D-0n3B8“" 
ぅ > B8. DD 一 03BB. B-nB" 

gt ビーロ 3B- 有 0DEー ロ 3BーB0" HBー 有 Bs BB " ロー 

PLRY“" DーEー03Bー ロ 一 0" , "BBB ロー " , “ロー8 ロ ーFー“ 

PLRY“ D-Eー ロ BBDG-R-BD5DEー ロ ーー" ぅ "ローBUEーBDーEー 

ロー ローBU5D 一 ビー" 。“"FB ロ ーー" 

PLRY*"L12BD6D 一 Eー. " ,"L12 ロ ー 人 一 BB" 。 "Rd 一 2* 

FLY SBI468BB80Bー-1."・" SB06R16D1. "SBD5R32B 一 
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5-2 SOUND 六 


これ まで PLAY 命 令 を 使っ た 簡単 な アロ グラ ミン グ テ ク ニッ ク を 紹介 し て きま し た . し か 
し PLAY 命令 で は 音 の 高 さ の 変化 を な め ら か に し た り , ノイ ズ を 発生 し た りす る こと は で 
きま せん . この よう な 効果 音 を 発生 する た め に は サウ ンド 用 LSI を 直接 コン トロ ー ル する ゐる 必 
要 が あり ます .、 サウンド 用 LSI を BASIC で 直接 コン トロ ー ル する た め の 命 令 が 、 これ か 
ら 説明 する SOUND 命令 で す . 

SOUND 命令 は 次 の よう な 形 に な り ま す . 


SOUND [レジ スタ 番号 ] [データ] 


レジ スタ と は , 一 種 の メモ リ の よう な も の で , それ ぞ れ に 音 の 高き さと か 大 き さ と いっ た デー 
タ を 入れ ます 。 それ で は この レジ スタ に つい て 少し 詳し く 説 明 し ます . 

PC-6001 の サウ ンド 用 LSI の レジ スタ は 付録 -10 の よう に な っ て いま す . 

まず 「[R0, R1], [R2, R3],[R4, R5] の 3 つの レジ スタ ベ ペア は , それ ぞ れ A, B,C 各 チャ 
ネル の 音 の 周波 数 を 決定 し ます . R0, R2, R4 が それ ぞ れ の 微 調整 。R1, R3,.R5 が 主 調整 で , 
前 者 は 0 ~-255 の 整数 , 後者 は 0 -15 の 整数 が デー タ と し て 有効 に な り ま す . そし て 出力 し た 
い 周 波数 か ら 公 式 を 使っ て ,。 この デー タ を 求め る こと が で きま す . その 公式 は 次 の と お り で 
す . 


1996750 
16X 全 


TP=CTX256 十 FT 


TP= 


f, : 出力 する 周波 数 (Hz) 
CT : 主 調整 レジ スタ の 値 (R1, 3, 5) 
FT : 微 調整 レジ スタ の 値 (RO, 2, 4) 


た と えば A の 音 , 440Hz の 音 を 出す と き に は , 


_ 1996750 
TP テーー36x440 


284=1X256 二 28 


284 


で すか ら CT= 1,FT= ニ 28 と な り ま す . し た が っ て , RO0 に は 28, R1 に は 1 を 設定 すれ ば よい 
わけ で す . 

次 に R6 は , ノ イズ の 周波 数 を 設定 し ます . この LSI は ノイ ズ 発 生 器 を 1 つ 内 蔵 し て お り , 
その 周波 数 を 設定 で きる の で す . この レジ スタ は 0 一 31 が 有効 で , 次 の 公式 に よっ て その 値 
を 決定 し ます . 
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1996750 


NP ニ 16Xf、 


fi: ノイ ズ 周 波数 (Hz) 
NP : [R6] の 値 


次 に R7 で す ,。 この レジ スク は , ミク サー の 役割 り を し ます , この レジ スタ の 各 ビ ッ ト が , 
それ ぞ れ の チャ ネル の トー ン と ノイ ズ ,。 そし て この LSI を 汎用 【 プ 0 ポー ト と し て 使う 場合 
の 入出 力 の 設定 を 意味 し ます . た だ し これ は 負 論 理 で す . も っ と も , この 説明 で は 何 の こ と 
や ら 分 か ら な い 人 ちい る で し ょ うか ら , そう いう 人 の た め に , この チャ ネル に 設定 する デー 
ク と ,。 各 チャ ネル の トー ン , ノイ ズ ク の 出力 の 様子 を 表 に し た も の を 示し ます ( 図 5-4 ) の で , 
参考 に し て 下さ る さい. 

表 中 必 H… と 書か れ た も の が 16 進 表示 の R7 の デー ク , その 右 が 出力 され る トー ン と ノイ 
ズ ,。 お よび その チャ ネル で す ,。 た と えば R7 に F1H を 設定 する と A チ ャ ネル は ノイ ズ の み , 
B, C と チャ ネル は トー ン の み が か が 出力 と それ ます . 

R8, R9, R10 は それ ぞ れ チャ ネル A, B,C の の 音 量 設 定 , PLAY 命令 の V に あたる も の で 
す . この レジ スク は 0 一 15 を 設定 する と ,。 そ れ に 応じ た 音量 に な り ま す が , 16 を 設定 する と , 
その チャ ネル の 音量 は エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ に よっ て 支配 され ます . つま り , その チャ 
ネル は エン ベロ ー プ の か か っ た 音 に を る わけ で す . 

R11, R12 は , エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー ク タク の 周期 を 決定 する レジ スタ ペア で , この 値 は PLAY 
命令 の M に あたる も の で す . 各 レジ スク と も 0255 が 有効 で , 周期 か ら デ ー タ を 算出 し ます . 
その 値 は PLAY の MM の 式 で 求め た 値 か ら , 


EP=CTX256 十 FT 

EP : M の 値 

CT : 主 調整 レジ スタ の 値 [R12] 
FT : 微 調 整 レ ジス タ の 値 [R11 ] 


と いう 式 を 使っ て 求め ます . 

R13 は エン ベロ ー プ の 形状 を 決定 する レジ スタ で , PLAY 命令 の S に 相当 する も の で , こ 
の レジ スタ に 値 を 与え た 瞬間 か ら エ ン ベ ロ ー プ の 発生 が 始ま り ま す . 

で すか ら , R13 以 外 の レジ スタ の 値 を くず さき な けれ ば , 後 は SOUND13, [デー タク] を 実行 
すれ ば 何 度 で も 同じ 音 が 出る わけ で す . 

また , この デー タ を 8 や 10, 11, 12, 13, 14 に する と , 後 は 何 も し な く て も 勝手 に 音 が 連 
続 し て 発生 され ます . その 間 CPU は 自由 に 仕事 が で きま すか ら , これ を 上 手 に 利用 すれ ば , 
ゲー ム の バッ ク グ ラウ ンド に 音 を 出す な ど と いう こと は 大 変 簡単 に で きる わけ で す . 

R14, R15 は 1 プ O ポ ー ト の デー タ の レジ スタ で すか ら , 音 の 発生 に は 直接 関係 あり ませ ん . 

以上 の 方 法 で 。 各 レ ジス タ の デー タ が 決定 し た ら , これ ら を 実際 に レジ スタ に セッ ト す れ 


S9 


ば 音 が 出る わけ で す . 
た と えば チャ ネル A の 音量 を 最大 に し た けれ ば , 


SOUND 8,15 


また , チャ ネル B に エン ベロ ー プ を 付け た けれ ば , 


SOUND 9,16 


C ノ イズ の み 
C ノ イズ A ト ー ン 


A ノ イズ の み | 
A ノ イズ A ト ー ン | AC ノ イズ A ト ー ン 
B ト ー ン | | B ト ー ン 
AB トー ン AB トー ン 
C ト ー ン C ト ー ン 
AC ト ー ン AC ト ー ン 
BC トー ン | | BC トー ン 
ABC ト ー ン | ABC ト ー ン 
B ノ イズ の み | BC ノイ ズ の み 
B ノ イズ A ト ー ン BC ノイ ィ イズ A ト ー ン 
B ト ー ン | B ト ー ン 
AB トー ン | AB トー ン 
C ト ー ン (の に ーッ ン 
AC ト ー ン AC ト ー ン 
BC トー ン | BC トー ン 
ABC ト ー ン A BC トーン 
AB ノイ ズ の み ABC ノ イズ の み 
AB ノイ ズ A ト ー ン | ABC ノ イズ A ト ー ン 
B ト ー ン B ト ー ン 
AB トー ン | AB トー ン 
CT シ | C ト ー ン 
AC ト ー ン | | AC ト ー ン 
BC トー ン | BC トー ン 
ABC ト ー ン | | ABC ト ー ン 


を 入力 し ます . 

SOUND 命令 に つい て 理解 され た で し ょ うか ? な ん だ か , ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ン セ サイ ザ 
みた いで すわ ね, 参考 の た め に この サウ ンド 用 LSI の プロ ッ ク ダ イア グラ ム を 図 5- 5 に 示し 
ます 。 


R0, 1 
TONE 
GENERATOR 

A 


Ch-A OUT 


3-CH 


TONE 
GENERATOR 
B 


MIXER 


TONE 
GENERATOR 
C 


NOISE 
GENERATOR 


AF AMP 
/PC575-C2 


ENVELOPE 
GENERATOR 


SOUND IC 
図 5-5 AY-3-8910 プロ ッ ク ダ イア グラ ム 


それ で は 次 に , サ ウン ド 命 令 を 使っ た いろ いろ な 効果 音 の 例 を 示し て お きま す . 自作 の ゲー 
ム 等 に 応用 し て くだ さい . 


ロケ ッ ト 発 射 昔 の よう な 音 


18 SUUND1 ロコ: SDUND3, : SDUND12, 255: SDUND1 1 255: SO 
UND6 31 : SDUND?P, 244 

15 SOUND8B。 15: SUUND9 

2 I デ 28BTU14BSTEP-. 2: SDUNDB 1 : NEXT : SDUND9。 

25 FURI ニ 19BTUD4BSTEP-. 2: SUUNDB 1 : SGDUND2, エ +6g: ト NE 
ペ T : SUUND8B。 16: SUUND9。 16 

38 SUUND13, ロ =FUR 1= ニ 4BTU18STEP-g. 2: SDUNDB: 1 : SUUN 
D2。 1+6: SUUND6 エー9:NEXT 
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へ リコ プター の よう か な 音 


19 
29 
39 


SUUNDB, 28: SDUND 1 , 8: SDUND2 39: SDUND3, 8: SUUND9 
ぅ 9: SUUNDS, 9: SUUND6 9 

SDUND?, 48: SDUNDB, 16: SDUND9, 94: SDUND18, 6: SUUND 
11, 1 ロ g 

SUUND12,2: SUUND13。 12 


SUUND6 31 
SUUND7 296 
SUUNDB 255: SDUND1 15 
SUUND8, 16 
SUUND1 1 255 
SUND137 9 
N U 
FUR 本 =1T025 ロ :NEXT : SUUND13, 


SUUND6 5 
SUUND7 2? 
SUUND8 16 
SUUND11.8 
SUUND12 2 
SUUND13, 9 


タイ プラ イタ ー の よう な 音 


1 ロ SUUNDg: 29 
2B SUUND1. ロ 
3 SOUUND2, 2 
dB SOUND3, 2 
っ SUUND4, 18 
5g SOUUND5 g 
7 SOUND6, 8 
8 SUUND?, 224 
3g SUUND8 16 
18B SOUUND9 16 
11 コ SUUND1, 16 
12g SOUND11.8 
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3 
REM コノ アト SUUND 13, ラ ミッ コウ ズレ ソノ タビ ドニ オト か ~ 
テバ マズ 。 


5-3 より 高度 な テ フ ニ ッ ク 


5-3-1 PLAY の バッ ファ 


今 まで PLAY 命令 を 使っ て き て , 観察 力 の ある 方 は 気付 か れ た と 思い ます が , PLAY 命 
令 を 実行 する と , 音 が 全部 演奏 る れる 前 に , すでに PC-6001 は Ok を 表示 し て , カー ツル 
が 点滅 し , 入力 待ち 状態 に な っ て いま す ( 気 付い て いな か っ た 人 は 今 す で 試し て くだ さい ). 
これ は どう いう こと か と いい ます と ,PC-6001 は 内 部 に PLAY 命令 専用 の バッ ファ を も っ 

て おぉ おり, PLAY 命令 が 与え られ る と , すべ て の デー タ を バッ ファ に 取り 込み ,。 あと は タイ マ 
割り 込み で 取り 込ん だ デー ク を 演奏 する し くみ に な っ て いる の で す . 

つま り , すべ て の デー ク を バッ ファ に 取り 込ん だ 時 点 で , PLAY 命令 の 実行 は 終了 し た と 
判断 し , 次 に 命令 が あれ ば , バッ ファ 内 の デー タク を 演奏 し な が ら , その 命令 の 実行 移る の 
で す . で すか ら PLAY 命令 を 1 つ 与 える と , 音 を 演奏 し て いる 途中 で すでに 次 の 命令 の 待 
ち 受け 状態 に な っ て いる わけ で す . 

この こと は 上 手 に 使え ば クイ マ 割 り 込 み を 使っ た 音 の 出力 と , 他 の 仕事 の 同時 進行 カ 
BASIC の み で 可能 に な り ま す . 

次 の プロ グラ ム は PC-6001 用 マー ジェン ゲ ー ム の キ 一 入力 ルー チン の 例 で , "ピッ ポッ パ 
と いう 音 を 連続 出力 し な が ら 捨 て ハイ の 入力 を INKEY$ で 受け ます . 


661 FUR ! ニ 1 TOU 68 8 
52 RINKEY も : IF =" "THEN NEXT 1I:PLRY “116v8o3g 
ーr8- eーr8. “" : BUTU 618 


ころ で , 逆 に これ が 非常 に し ゃ ま に な る こと も 当然 あり ます . 

た と えば 音楽 の 演奏 の 終了 と 同時 に 画面 を 書き 換え た い 等 と いう 要求 が あっ た 場合 .PLAY 
命令 の 後に 続け て 画面 書き 換え の 命令 を 書く と 演奏 が 終了 し な いう ち に 画面 が 書き 換え られ 
て し まい ます . で すか ら 何 ら か の 方 法 で 演奏 終了 まで 画面 操作 を 待っ て や ら な けれ ば な り ま 
せん . 

まず 考え られ る の は FOR-NEXT 等 を 使っ て 時 間 待ち を する 方 法 で す . 

し か し この 方 法 で は 待ち 時 間 の 調整 が 大 変 微 妙 で , 音楽 演奏 の 終了 と 同時 に 次 の 命令 の 実 
行 に 移ら せる の は むず か し いで し ょ う . 

で ば どり: すれ ば よ VMeel よう が 5 

実は , N。。-BASIC の ワー クエ リア に は , PLAY 命令 中 で の 演奏 中 の チャネル 数 . つま り 
残り の チャ ネル 数 を 示し て いる 部 分 が あっ て , FD1BH 番地 の 下位 か ら の 3 ビット が それ ぞ 
れ の チャ ネル に 対応 し て , 正論 理 で 演奏 中 か 否 か を 表わし て いま す . 演奏 が 完全 に 終了 すれ 
ば , この アド レス の デー タ は 0 に な り ま すか ら こ れ を 利用 すれ ば 演奏 終了 と 同時 に 次 の 仕事 
に 移 る こと が で きる の で す . 

次 の プロ グラ ム 例 を 見 て くだ さい . 音楽 が 終了 する と 同時 に "END" と 画面 に 表示 し ます . 


(Y 
誰 
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1 CLS 

28 PLRY "L2CP "TL2E" ュ "上 L2G ロ " 

3 IF PEEKC&HFD1B) く > THEN 3 
4g PRINT “END" 


5-3-2 PLAY に 変数 を 


次 に PLAY 命令 中 に 変数 を 使う 方 法 を 説明 し まし ょ う . 
PLAY に 変数 を 使う と いえ ば , まず 頭 に 浮か ぶ の は 文字 数 に PLAY の デー タ を 代入 し て 
使 め 方 志 3Q ク うだ と (が 


1 ロ ロー"CDE" : B ま ニ "FGRF 
2 PLRY FR 中 +B 


と いっ た 具合 で す . 

し か し , ここ で いう 変数 は 文字 変数 で は あり ませ ん . ご く 普 通 の 数 値 変 数 で す . PLAY 命 
令 中 で 使用 する 数 値 と 言え ば 0 や V, L,N な ど に 与え る 数 値 で す が , これ に 変数 を 使う わ 
で "9 

PLAY 命令 中 に 変数 を 使う 場合 は 次 の 方 法 で 行ない ます . 


PLAY " [MML]= ニ [変数 名 ] j" 
具体 的 に は , 


18 FUR NUMERIC=1 TO 96 
2 PLRY "トビ NUMER1I Ci 32R32" 
3B NEXT NUMERIC 


と な り ま す . ここ で は NUMERIC と いう の が 変数 名 で , この 変数 を FOR 一 NEXT ルー 
プ を 使っ て 1 か ら 96 ま で 変え て 、 こ れ を MML の 中 の "N” に 付け て 演奏 し ます . も う 1 つ 
の 例 を 志 し まし ょ う . 


1 ロコ UCTHUE= ニ INTC8B*RNDC 1) う +1 
28 PLRY "0=0CiC"」"0=0CiE"。 "ロー0Ci G" 
3g giOUTOD 18 
この 例 で は ド ミソ の 和音 の 高き を 乱数 で 決定 し て いま す . 10 行 の OCTAVE が , オク ター 
プ を 代入 する 変数 で す . 20 行 で は OC と いう 変数 名 に な っ て いま す が , 変数 は 最初 2 文字 の 
み 有 効 で すか ら こ れ で よい の で す . 
それ か ら こ れ は 余談 で す が , V や L,O, は , その 後 の 数 値 を 省略 し て も か まい ませ ん . 
た だ し , 省略 し た 場合 は , 自動 的 に デフ ォ ル ト 値 , つま り 電 源 投 入 時 の 値 に 設定 され ます . 
すなわち , 
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PLAY "TLVOCEG" と , 


PLAY "T120L4V804CEG" 


は , 移 く 同じ 働き な の で す . で すか ら メ モリ 節約 の た め に も , この 省略 は 上 手 に 応用 し まし ょ 


う が 


5-3-3 PLAY と 音色 


PC-6001 に 使わ れ て いる サウ ンド 用 LSI の トー ン 出 力 は , すべ て 方 形 波 で す . つま り , 
1 つの 音色 し か 出せ ませ ん . これ で は どう し て も 単調 な 感じ に な っ て し まい ます , それ を 少 
し で も 解決 する 方 法 を 考え て み ま し ょ 2. 

ます > シマー カッ ショ ジン の 春 を PEAY 作用 し で の まし よう 

まず ,。 ハイ ハッ が w これ は 高め の の ノイ ズ に エン ベロ ー プ を 付け れ ば よさ そう です. 
し か し , PLAY 命令 で は ノイ ズ を 出す こと は で きま せん . そこ で PLAY と SOUND を 組 
み 合 わせ て み ま し ょ う . 


198 SOUND 6,8 
2 SUUND ?,&HF 1 
3 PLRY “SBM388C“ 


上 の プロ グラ ム を 試し て 下さ い . を なんとなく それ らし い 音 が 出 ま し た ., 10 行 は ノイ ズ の 音 
の 高き の 設定 , 20 行 は A の チャ ネル に ノイ ズ だ け を , B, C の チャ ネル に トー ン だ け を 出力 す 
る よう に 設定 し て いま す . あと は PLAY 命令 で 。 好き な よ うに ノイ ズ が 演奏 で きる わけ で 
す . 30 行 の 最後 の C と は , 別に に じ で な く て も AG で あれ ば 何で も 52: 

決 に , ノイ ズ の 音 を 少し 変え て , 低い トー ン を 混ぜ て ,、 スネ アド ラム の よう な 音 を 出し て 
み ま し ょ う ( そ う 聞 こえ る か どう か は あな た の 感性 に お まかせ し ます が …). 

19 SUUND 6, 1 


2 SOUND ?,&HFg 
3 PLRY “Sgh13888L 1603EBEEEEE8" 


9 


今度 は チャ ネル A は トー ン も 出力 され て いま すか ら 30 行 の E を 変え る と 当然 音 が 変化 し 
す . それ か ら 上 の 2 つの 例 で は 20 行 を 変え れ ば ノイ ズ の 出る チャ ネル が 変わ る の が お 分 か ! 
いた だ だ ける と 思い ます . た と えば , ハイ ハッ ト の 例 で , 


1 


20 SOUND 7,.&HD8 


と すれ ば , 30 行 は PLAY [A], [B], “SO0M3000……” と な っ て 。 A,B の 部 分 で メロ ディ ー 
を 演奏 し て , チャ ネル C は ハイ ハッ ト , と な る わけ で す . 
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で は , 次 は ノイ ズ を 全く 使わ ず に つく る パー カッ ショ ン の 音 で す ., 次 の プロ グラ ム を 試し 
て くだ さい 、. 


1 PLRY" SBM118803T 15gL 16C8BC+C+DBD+D+EBFFF+BGGG+ 
GiGF+BFFE+TBEED+BDD" 
2 BUTU 18 


いか が で すか ? まだ まだ で きそう で すね . 

2 カッ ンション は で れれ で よい と し て 。 メロディー の 邦人 分 は どう し た ら よ い の で し ょ うか , 
PLAY 命令 で 音色 に 変化 を も た せる 簡単 な 方 法 は , 複数 の チャ ネル を 使っ て 1 つの メロ ディ ー 
を 演奏 させ る こと で す . た と えば , 


PLAY "S13M100TLOCEG" 


PLAY "S13M100TLOCEG" "S13M100TLO5CEG" 


と で は 大 変 臣 っ た 感じ の 音 に な り ま す . 

チャ ネル B に チャ ネル A の 2 倍 の 高き ,。 つま り 1 オクターブ 上 の 音 を 重ね て みた の で す . 
この 方 法 は , チャ ネル 数 を 1 チャ ネル 多く 使う と いう 欠点 は あり ます が , 大 変 簡単 で あり , 
また チャ ネル ご と に 音量 を 変え た り , 混ぜ る 音 の 高 さ の 比 を 変え た た りす る こと に よっ て 豊富 
な 変化 が 得 ら れ , 効果 的 な 方 法 で す . 各自 試し て , 自分 の 耳 で 確か め て くだ さい . 

さて , この 場合 に 限ら ちず, エン ベロ ー プ を 使う チャ ネル と , 使わ な い チ ャ ネル と で , 和 声 
を 発生 する 場合 気 を 付け ね ば な ら な いこ と が あり ます . これ は PLAY 命令 の BUG の 1 
つ で す が , 状況 に と よって, エン ベロ ー プ の 周期 が くず れ て し まう の で す . くず れる と いう の 
は 具体 的 に 言え 々 ば 周期 が 勝手 に 書き 換え られ て し まう の で す . 

の 記 馬 で み ま し しょう 。 


1 ロ PLRY ~ TO5SgN1388B8BL8RR16G16FRG406C9" ょ "TULF DEG“ 
2 PLRY “05EF16E16DDCE16G1606C94" ,“"EGBEBC9 


いか が で すか ? SOM3000 に し て は 極 に エン ベロ ー プ の 周期 が 短 か い で すね . PLAY 命 
令 を ちょ っ と いじ っ た こと の ある 方 な ら こ の よう な 症状 に 出合 っ た こと が ある で し ょ う . こ 
れ を 正常 に する に は , 決 の よう に エン ベロ ー プ に 関係 の な い チ ャ ネル に も エン ベロ ー プ 周期 


(M) の 指定 を し ます . 


1 が “Tn5S8T13888L8RR16G16FHG4D6C9" 。 "TUFH138BBL 
2g PLRY “US5EF16E16DDCE16 ロ 1606C9" ,“"EGBE8BC す “ 
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今度 は まとも な 音 が 出 ま し た ね . 覚え て お く と 便利 で し ょ う . 
5-3-4 サウ ンド 機能 と 機械 語 


PC-6001 の サウ ンド 機能 は 当然 機械 語 で 制御 で きま す . その 方 法 に つい て 説明 し まし ょ う . 
サウ ンド 用 LSI と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の た め の 1/0 ポー ト は , A0-A3H で す . ( 付 
録 - 1 参照 ) 

この うち AOH が サウ ンド レジ スク の アド レス ラッ チ で す . ここ に サウ ンド レジ スタ の 数 
値 を 出力 する こと に より , その レジ スク と の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 可能 に な り ま す ., 

A1H に デー ク を 出力 する と , その デー ク が A0H に より 指定 し た レジ スタ に 入力 され , ま 
た A2H に は , AO0H に よっ て 指定 し た レジ スク に 入っ て いる デー タ が 現われ ます . 

試し に BASIC の OUT, INP 命令 で 直接 1 プ 0 ポー ト を アク セス し て , SOUND 命令 と 
て あま しょ すう 、" 二 売 


PLAY "a" 
を 実行 し て 下さ い . その 後 で , 
SOUND 8,8 


を 実行 する と , a の 音 が 連続 し て 出 ま すね . 


SOUND 8,0 


を 実行 すれ ば 音 が 止ま り ま す . 決 に 続け て I プ 0 ポー ト に 直接 OUT 命令 で 出力 し て み ま し ょ 
2 


OUT&HA0,8 : OUT&HA1,8 
これ は SOUND 8,8 と 同じ で す . 
OUT&HAO0,8 : OUT&HA1,0 


これ は SOUND 8, 0 と 同じ で す . 
今度 は レジ スタ の デー タ を 読ん で み ま し ょ う . 


OUT&HA0,0 : ? INP(&HA2) 
28 
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サウ ンド レジ スタ の 0 番 に は , 28 と いう デー タ が 入っ て いる こと が 分 か り ま し た . 

これ ら は も ちろ ん 機械 語 で も 実行 で きま す . 

以上 の よ うに 直接 I プ 0 ポ ー ト を アク セス すれ ば , サウ ンド レジ スタ に デー タ が 書け る こ 
と が 分 か り ま し た . し か し これ は あま り ス マー ト な 方 法 で は あり ませ ん ., そこ で , 次 に N。。 
-BASIC の 内 部 ルー チン を 使っ て , サウ ンド レジ スタ を 制御 し て み ま し ょ う . 

N。。-BASIC の サウ ンド レジ スタ コン トロ ー ル 用 の 内 部 ルー チン は 1BC5HHI か ら 始 まっ て 
いま す .A レ ジス タ に レジ ス ダ タ 番号, レジ スタ に デー タ を セッ ト し て , この ルー チン を CALL 
する と SOUND 命令 と 同じ 効果 が 得 ら れ ま す . 

た と えば SOUND 7, 層 HFO0 で し た ら , 


0000 3E07 SHUND: LD  ^,7 


QQ0Q2 1EFQ LD  E。,OQFQH 
0004 CDCS1E CALL 1BCSH 
0QQ7 C9 RET 


で よい わけ で す ., 

ゲー ム の 効果 音 等 , 変化 の 激しい 音 は BASIC で は 難し い の で す が , この よう な 方 法 を 使っ 
て 機械 語 で 出せ ば 大 変 簡単 で す . 

さて , ゲー ム 等 , 機械 語 で つく っ た プロ グラ ム 中 で 困る の は 音楽 の 演奏 で す . 効果 音 と 六 っ 
て , 音楽 は 音 の 長き 等 を 正確 に 設定 し て や ら ね ば な り ま せん . そこ で , 音楽 を 機械 語 で 演奏 
する と き は PLAY 命令 の 内 部 ルー チン を 使う の が よい で し ょ う . 

PLAY 命令 の 内 部 ルー チン の CALL 番地 は 1EB3H で す . HL レジ スタ に , 演奏 し た い 
音楽 を ,. MML で 表記 し た デー タ (BASIC の PLAY 命令 の と き と 同 じ 形 式 ) が 格納 され て いる 

モリ の 先頭 アド レス を 入れ て , この ルー チン を CALL すれ ば PLAY 命令 と 同じ 効果 が 得 
られ ます . 

汰 に 簡単 な 例 を 示し ます . 


RG 0ODQOQQH 
DO00 2109DO PLAY: LD HL,DRTA 
DOQS 7E LD 8,(HL) 
DOO4 BE7 OR 8 
DQQ5 CDHX1E CALL 1EE3H 
DO0 ヨ 8 C9 RET 


DO0D 2245222C 


DOQ9 2 の ウト DATA: DE 2 39 9 EL 0 
| 
DO11 22472200 | 


注 ) デー タ の 終り を 示す エン ド マ ー ク 
の 00 を 忘れ な いよ うに する こと 
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前 に も 述べ まし た と お り , 機械 語 を 使っ て サウ ンド 用 LSI を コン トロ ー ル する と , 非常 に 
変化 の 速い 複雑 な 波形 を も っ た 音 も , 簡単 に 出す こと が 可能 で す . 

極端 な 例 と し て は , 任意 の 波形 を 持っ た 音 ( た と えば 人 間 の 音声 ) を つく り 出 すこ と も 可能 
の 

PC-6001 に 使わ れ て いる サウ ンド 用 LSI は , 周波 数 の レジ スタ (た と えば レジ スタ 0 と 
レジ スク 1 ) に 0 を 入れ る と, 出力 に は 音量 レジ スタ (レジ スタ 8 ~10) で 指定 し た 直流 電圧 が 
発生 し ます (この LSI の マニ ュ ア ル に は そう 発表 きれ て は いな いら し い の で す が , 実際 は , 

こう 考え て 問題 あり ませ ん ). で すか ら , 周波 数 レジ スタ に 0 を 入れ て お き , 音量 レジ スタ の 
値 を すばやく < 変化 8 させ て や れ ば , 任意 の 波形 が 出力 され る わけ で す . 

最も これ は BASIC で は 当然 速度 が 不足 し ます の で , 機械 語 で な く て は まとも な 音 は 出 ま 
せん . また 音量 レジ スク ク の 値 と 実際 に 出力 それ る 電圧 は 指数 関係 に ある の で , 注意 し て くだ 
さい . 

それ で は 最後 に サウ ンド 開発 の ツー ル と な る プロ グラ ム を 公開 し ます . 

SOUND 命令 で 音 を 上 手 に つく る た の の ヒ ケ ツ は , や は り 習 う よ り 慣れ ろ , 理論 より も ま 
すず 実践 で す . 自分 で PC-6001 を 使い な が ら 体 得する ほか あり ませ ん ., その 場合 に 役に立つ の 
が と の ブロ ゲラ ム で す 

すべ て BASIC で 書か れ て いて , RUN る せる と 画面 右側 に , reg. NO. ? と 聞い て きま 
す の で コン トロ ー ル し た い レ ジス ク の 番号 を 入力 し て くだ さい . 

する と さら に , data? と 聞い て きま す の で その レジ スタ に 入れ た い デ ー タ を 入力 し て < 
だ さい . 画面 の 左側 に は その 時 点 で の 全 サ ウン ドレ ジス クタ の 内 容 が 表示 され ます . 

な お , レジ スク タク 番号, デー ク は すべ て 10 進 数 で す . 入力 時 に 16 進 数 を 使い た いと き に は 改 
HXX と いう 形式 で 入力 し て くだ さい . 

F・1 の キー に 色 H が 入っ て いま す . 


還 胃 に コリ ロビ モモ キモ すす た た す た た キキ キミ すす すす た すす すす た すす すっ 
2 RENM* 。 Sound Creating Tool * 
う 3 REI1* FoF PC ビー688B1  * 
d REN+* Copuright CC) 1981 * 
つ REI1* Yellou PantheF 


< 全 に コロ E キ キモ た た もそ そそ そ そそ も た も も た も も も も も も も も: 
18 SCREEN 1,1。1: CUNSULE 8 16., 1: CULUR 8 1: CL 
Si KEY 1 “る 日" 
15 FOUR トロ TU 13: GBDSUB 288:NEXT 
2 LUCRTE ロロ : PRINIT "Reg.- 一 一 Data“":PRINT “ 
3 LOUCRTE 18. 1 ロコ: PRINT “ "iLUCRTE 18。 
18: INPUT "reg. No. “jsN 
q コ IF N>13 0UR N< THEN 38 
っ 5 LUCRTE 18。 1 ロコ: PRINT “ "iLUCRTE 18。 
1 ピロ: INPUT “ da て 83" ぉ sD 
5 IF D>255UR N く < THEN 58 
P ロ SUUND NI,D 
18 ロ GUSUB 2 
12 ロ GUTOU 3 
2 ヨロ LUCRTE ヨ ,N+2: 0UUT &HRBN: 2 デ INPC&HR2) 
21 ロ PRINIT TRBC1+CN>9) う Ng TRBCB+CR2> 9) 耳 て 明 つ >99) ) 骨 の s 
2 RETURN 
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人 
II 村 !h 


人 5 0 ゃ を 


に な こと 

No 0 1) 
rs W ' 

NN23 六 醒 塊 名 箇 居 所 も 
0 た 9 和光 や 


Re < - の も 
2 テス 
La 

NM で テ 


9 フ 


も 店 信二 we o 車 生井 


は 3 條 つら 
1 * よ 上 マ ゴゴ ェ で 


第 6 章 カセ ッ ト 

cn クー た 

6 ンジ に の に 

6-2 テ 21 回 の 20602556/ ル し 

アルン 6 

6-3 PO-8001 の デー タ を PC-6001 で 使用 する 

6ー イ PFPG=6000 の ブロ グラ る デー クジ を の 36001@ 
LOAD す る 

6G-5 BASIC と 機械 語 を 一 度 に SAVE・LOAD す る 

らら デ デー タラ アイ ル お あの で 0 の 串 更 


りな 9 栗 … で 竹 区 本 の ロコ 2 
eo こう あー 多 仙一 ら 


AU 選 が 
NZ. し 
1 1- 事 


0 か で か の ない 
Me も 0 に 
『 


第 6 章 カセ ツ ト 


02 nl ジ シー 内 


PC-6001 で は , カセ ッ ト の ポー レー ト を 600 ま た は 1200 ボ ー に 切り 換え る こと が で き 店 府 ず 
電源 ON 時 で は 1200 ポ ボー に セッ ト る れ て いま す . 

FA1FH 番地 が ポー レー ト の 切り 換え の フラ グ に な っ て お り , 電源 ON の と き の FAI1FH 
番地 を 調べ て み ま し ょ う . 
Hou」 ト hianu Pages?2 2 
N6 ロ ーBRS iC 


Bu FicroSo 和 f+ Cc) う 1981 
AN ButeS frLee 


0 
?peekC&hfa1f) う 
っ 55 

0k 


FA1FH 番地 の 値 が 0 の 時 に 600 ポ ボー, 0 以外 の と き は 1200 ポ ボー に な り ま す . 

初期 に 出荷 され た 製品 の 取り 扱い 説明 書 で は , この 部 分 が 間違っ て 書か れ て いま す の で 年 
意 が 必要 で す . 

ハー ド 的 に は , PC-8001, お よび PC-8801 の カセ ッ ト を PC-6001 で 読み 取る こと が 可能 
で す . 
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6-2 フォ オー マッ ト 
6-2-1 プロ グラ ム フ ァ イル 


PC-6001 で は , BASIC の プロ グラ ム フ ァ イル が , 実際 どの よう な 型式 で SAVE され る か 
調べ て み ま し ょ う . 


188 PUKE&HFFE6:: PUKE &HFFEP,&HE 


2 

11 ヨ コ FUR IT=&HFFE8B TU &HFFFB: RERD 
も : PUKE TURLC“&h" 二 ロ 生 う : NEXT 

12 ロ PUKE &HFRBB:&HE8: PUKE &HFRB9 


ぅ &HFF 
28g DRTR _F5: CD 78: BE 32, 1D FR E5 
NMEAEGSE42324222BG0ERa EARG3x 


CSavye "て eS て “" 


記 の プロ グラ ム を 実行 し て ,、 カセ ッ ト に SAVE し ます . その 後 , テー プ を 巻き 戻し て , 
今 , SAVE し た プロ グラ ム を LOAD し ます . 


cload 
Found:i て eS て 
Uk 


LOAD 終了 後 7] キー を 押し て ペー ジ 2 に 切り 換え ます . 


モモ モモ モモ モモ モモ て eS て + 大 〇 d え &HFFE6。 日 = 
&HFFE ア ,&HE2 KOn @ IX&HFFEB テ &HF 
FFB: を P も : そ を ! ぅ め CT&h TnR 生 もう: 更 kOx そ を 
&HF BB:&HEB: そ &HFRB9,&HFF ュ o ネ を 
F5, CD, 7?8, BE 32。1D,F 朋 , E5, 2 E6FF 
ぅ アア つう 22 E6FF  E1。 C3③。 6 BF 


ペー ジ 2 に 表示 され て いる 内 容 が , テー プ に 記録 さき れ て いた 内 容 に な り ま す . 


ヘッ グ ファ イル 名 
1 
| 


E200 iD3 D3 D3 D ぅ りう り 、 DS 7 さ 

E210|1D 846240094 2648464645362C3O3 さ Aa 94 
E22o |26 48 46 46 45 37 2C 26 48 45 32 00 4B 84 6E OO 
E220 81 20 49 D2 26 48 46 46 45 38 20 CS 20 26 48 46 


ェ ク 
手 上 2 


E240 

250 
E260 
E270 
E280 
E270 
E2AO 
E2BO 
E2CO 


プ ブログ ラム 


ON 一 ーー デー 0.05 秒 WAIT OFF 


3o シ バン 5 ペ 


(FA5F, 60) 一 (FF56,57 )-1 


こ ーッ eK ジミ ノ 2 の ・ マ ー ク 
リ グ 部 ミッ グマ ク 最後 の 3 バイ ト は 0 0 エン ト 


図 6-1 プロ グラ ム フ ァ イル の フォ ー マ ッ ト 


図 6- 1 を 見 て くだ さい . まず モー ター を ON に し て 3.4 秒間 テー プ を か ら 送 り し ます . 
(これ は モー ター の 回 転 を 安定 る させ る た め に 必要 で す ) 

次 に 同じ く 3.4 秒間 、 マー ク (2400Hz 4 サイ クル ) を 出力 し ます . そし て ヘッ ダ タダ ・ マ ー ク で 
ある D3H を 10 個 書き 込み ます . LOAD する と き に D3H を 見 て , プロ グラ ム ・ フ ァイル で 
ある と 判断 され ます . 

次 に ファ イル 名 を 6 バイ ト 書 くわ け で す が , も し ファ イル 名 が 6 文字 に 満た を いと き は , 
後に 00 を 書き 込み ます . 

続い て 0.05 秒 間 テ ー プ を 進め ます . これ は この と き に , LOAD 時 の ファ イル 名 チェ ッ ク や , 
Found: … , Skip 表示 を どの 処理 を 行なわ せる た めで す . 

この 後 よ り プ ログ ラム に な り ま す . (FASF, 60H) で 指 さ きれ る プロ グラ ム の 先頭 番地 か ら (FF56, 
57H の 変数 開始 番地 )- 1 まで を カセ ッ ト に 出力 し ます . これ は メモ リ に 入っ て いる 内 容 が そ 
の まま 送ら れ ま す . 

最後 に エン ド マ ー ク の 00 を 9 一 書き込み ます . プロ グラ ム の 最後 に 00 を 3 つ 送 っ て いま す 
の で 00 は 合計 12 個 書き 込ま れる こと に な り ま す . 

LOAD の と き に 00 が 10 個 連続 し て いれ ば ファ イル エン ド と みな され ます . 

デー タ を すべ て 転送 し た 後 は モー ター を OFF に し て SAVE を 終わ り ま す . 


0=2-2 データ ・ フ ァイル 


デー タ ・ フ ァイル の 構造 は 次 の よう に な っ て いま す . 
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ON OFF 


か 2 デー タ 部 
図 6-2 デー タ ・ フ ァイル の フォ ー マ ッ ト 


6.8 秒 の 待ち 時 間 の 後 9CH を 6 個 ヘ ッ ダ に 書き 込み ます . デー タ の 型式 は 文字 列 は その ま 
ま 書 き 込 まれ , 数 値 は ASCII コ ー ド に 変換 され て 書き 込ま れ ま す ,. デー タ エ ン ド と し て 0D 
H (CR) を 書き 込ん で デー タ 終 了 に な り ま す . 


6-3 PC-8001 の デー タ を PC-6001 で 使用 する 


PC-6001 と PC-8001 と で は , デー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト が 同じ で す の で ボー レー ト さ え 合 わ 
せれ ば PC-8001 の テー プ を PC-6001 で 読む こと が で きま す . 本 当 に 読め る か どう か テス ト 
PKG まじ よう 

PC-8001 を お 持ち の 方 は 次 の プロ グラ ム を 実行 し て みて 下さ きい . 


100 CLEAR 1000:DIM Da(10) ,Da$(10) 
110 FOR 1=1 TO 10:READ DA(I):NEXT I 

120 FUR 1=1 TU 10:READ DA$(I) :NEXT 1 

140 FOR 1I=1 TO 10:FRINT #-1。DA(I) 。DA$(I) :NEXT 1 
200 DaTA 1,2, さ 。4.5,5. さ 。6.4。7.7。B.9。10 

210 DATA BR。BC。CD。DE。EF。FG,BH。HI , 1J。JK 


※ 注 これ は PC-8001 の プロ グラ ム で す 。 
この プロ グラ ム で つく られ た デー タ ・ テ ー プ を PC-6001 で 読み 取っ て み ま す . 


19g CLERR 1988: DIFh1 DRC 18) , DRF 生 C 19 


り 
119 POKE &HFR1F,8 ボー レー ト を 600 ボ ー に 
148 FUR 1 ニニ 1 TU 19:INPUT ヨ ー1,DRCI まま 

う , DR 多 C1) :NEXT 1 5 

158 FDR I=1 TO 19:PRINT DRC1I),DR 

を 1 う :NEXT 】 
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とり 
5 


AI 
NE こさ の | 
| 「T 
信 本 


ma) 


に LHD FU 


PC-6001 で 上 記 の プロ グラ ム を 実行 する と, PC-8001 で SAVE され た デー タ ・ フ ァイル 
が 正確 に 読み 取ら れ て いま す . 
同様 に PC-8801 の アーク ・ テ ー プ も 読み 取る こと が で きま す . 


100 CLEAR 1000:DIN DA(10) DA も (10) 

110 FOR I=1 TU 10:READ DA(I):NEXT I 

120 FDR 1=1 TO 10:READ Da$(1) :NEXT 1 

1 さく 0 UPEN "CAS1:data" FDR UUTPUT AS #1 

140 FOR 1=1 TU 10:PRINT #1,Da(I) 。DA$(1) :NEXT 1 
200 DATA 1。2。 さ 。4.5,5. さ , 6. 4。7.7。8。9。 10 

210 DaTA AB,BC,CD。DE,EF。FB, BH,。H1 , 1J。JK 


※PC-8801 の プロ グラ ム 


1988 CLERR 1888: DIh1 DRC18) , DR も C 18) 

11 コ PUKE &HFR1F 1 1200 ポ ー に セッ ト 
194B FOUR ! ニ =1 TO 18: INPUT 時 一 1 DRC1) う DR も ま CT) :NEXT 1 
159 FOUR != ニ 1 TOU 1:PRINT DRCI) DRC て 1 エ ) う :NEXT I 
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6-4 PC-8001 の プロ プラ ム テ ー プ を PC-6001 で LOAD する 


PC-8001 の デー タ ・ テ ー プ を PC-6001 で 読む こと が で きる な ら ば , プロ グラ ム テ ー プ も 
ハー ド 的 に は 読む こと が で きる は ず で す . 
先ほど の プロ グラ ム を SAVE し て PC-6001 で LOAD し て み ま し ょ う . 


10Q CLEAR 1000:DIM DA(10) 。DA も (10) 

110 FUR 1=1 TU 10:READ DA(I):NEXT I 

120 FR 1=1 TU 10:READ DA$(I):NEXT I 

140 FOUR 1=1 TU 10:FRINT #-1.DA(T) 。DQ$ ま (1) :NEXT 1 

200 DRTA 1 2 くさ 。4.5,5. さ 。6.4』7.7。B,7 10 

210 DaTa AB,BC。CD、DE、EF,FB,GH,HT 。 1 りり ド 
※PC-8001 の プロ グラ ム 


LIST 


18B LPRINT RSC:RERD DRC 
0 


118 NEXT ITIIHE USR 
:LET DRCI う DR 
THR I 


12B NEXT ITINME USR 
:LET DR ま C!) う :D 
RTH 1I 


1 ヨコ NEXT ITINHE USR 


:DN は 47iB DR 
CT) DR も SCI):DRTR 1 
二 8 14 1 つ , 3, 9、 5 5 3 6. 9 7。 アッ 
218 INPUT RB, BC,CD, DE, EF , FG ロ : ロ H 日 
YK 


※PC-6001 で LOAD し , LIST し た と き の プ ログ ラム , 
PC-6001 の ボー レー ト は 600 ポ ボー に する こと 


PC-8001 と PC-6001 で は , 中 間 言 語 や 数 値 型 の 格納 の 仕方 の 違い か ら LIST を 取っ て も 
正常 な を プログラム に な っ て いま せん . 

プロ グラ ム を 中 間 言 語 レ ベル で は な く , 文字 列 の 型 で SAVE を 行 な を ば , 少な く と も PC 
-6001 で 命令 が 変わ る こと は あり ませ ん . 

プロ グラ ム を 文字 列 で SAVE する 一 番 簡 単 な 方 法 は , プロ グラ ム の 先頭 に " を つけ れ ば 
よい の で す . 

こう する と 中 間 言 語 婦 換 の と き に ,` が ある た め に 文字 列 と 解釈 され て 中 間 言 語 に 変換 され 


ませ ん . 
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100 
110 
120 
140 
200 
210 


199 
5) 
1 19 


ペ T 1 
1 ご け 


EXT 
199 


"CLEAR 1000:DIM DA(10) 、Da$ も (10) 

"FDR 【=1 TU 10:READ DA(I) :NEXT 1 

"FUR I=1 TU 10:READ DA$(I):NEXT I 

"FDR I=1 TU 10:PRINT #-1。DA(I) 。Da も (I) :NEXT 1 

nDATA 1。2。3。4.5。5. さ 。6.4。7。7。 日 .9。10 

"DATA AB。BC。CD。DE,EF。FB。BH。H1 , 1J,JK 
各 ス テー トメ ント の 先頭 に "を つけ て , PC-8001 で SAVE 
し ます , そし て PC-6001 で LOAD し ます 

*CLERR 1888: DIN DRC18) , DR も て 1 

*FDR 1』 ニ 1 TO 1g: RERD DRCIO):NE 

YFOR 1』 ニ 1 TU 18: RERD DR も CIO):N 


"FUR ! 三 1 TU 15:PRINT 持 一 1,DRC 


1 うぅ DC て 1 う ENEXT 


42J2) 
8. 9 
21 ロ 


』 
"DRTHT 1 2 3, 9. 5 5. 3 6. 9 7。 アッ 


ぅ 1 


"DRTR HB, BC, CD, DE EF > F ロ 日) 日 


1 1 了 ゴ 了 。 本 K 


I "を 取り 除き ます 


CLERR 19888: DIFh1 DRC 18) , DR て C 19) 

FUR =1 TO 18: REHD DRCI):NEXT 1 

FUR 1! 三 1 TU 1g: RERD _ DRCT) う NEXT 』 

FOUR ! ニ 1 TO 18: PRINT 一 1, DRCI), DR も て 1):NEXT 1 
DRTR 1, 2 つ , 3 9. 5, 5. 3 56. す 9, アア 8. 9 19 

DRTR RB, BC, CD, DE, EF , F ロ : HI エナ) JK 


この 程度 の プロ グラ ム で し た ら PC-6001 で も 実行 で を ます が , PC-6001 に な い 命 令 を 使 
用 し て いた 場合 は プロ グラ ムク の 修正 が 必要 に な り ま す . 
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mm 


6-5 BASIC と 機械 語 を 一 度 に SAVE・LOAD する 


SAVE の と き に , FA5F, 60H で 指 さ れ る 番地 か ら , FF56, 57H で 指 さ れ る メモ リ の アド 
レス - 1 まで テー プ に 書き 込ま れ ま す . そし て LOAD する と き は 00 が 10 個 で て くる まで 読み 
ます . この こと は SAVE する と き に FF56, 57H の 番地 の 値 を 変更 すれ ば BASIC と その 後 
に 続く 機械 語 の アプ ログラム を SAVE で きる こと に な り ま す . 


FA5F, 60H ご 


この 間 が 

SAVE さ れる 
00 が 10 個 以上 | 
続か な いこ と 


| 還 還 Sawys ass ーー ュ | 

ーー| FF56, 57H 
変数 エリ ア 
END マ ー ク の た め に 
00 を 1 個 以 上 入れ る 
フリ ー エ リア 


図 6- 3 


これ を 行なう 方 法 は 次 の と お り で す . 
1. BASIC の プロ グラ ム を 入力 する . 
2.FF56,57H の 値 を 書き 換え て 機械 語 の 入る エリ ア を 確保 する . 
3. 機械 語 の プロ グラ ム を 入力 する . (機械 語 の プロ グラ ム の 最後 に は 必ず 00 が 1 個 以上 あ 
る こと ) 
4.CSAVE を 行なう . 
た だ し , 注意 する こと が 3 つ あ り ま す . 
1.FF56, 57H の ポイ ンタ を 書 ほ 換え た あと は BASIC の プロ グラ ム を 修正 し て は いけ ま 
せん . も し 修正 を 行なう と , プロ グラ ム が 増減 し た 分 だ け 機 械 語 の 位置 が ずれ ます . 
2. 機械 語 の アプ ログ ラム の 途中 に 00 が 10 個 以上 あっ て は いけ ませ ん . 
3. 機械 語 の プロ グラ ム を リロ ケー タブ ル に つく っ て いな い 限 り ,SAVE し た と き の RAM 容 
量 と 同じ で な いと LOAD し た と き に 正常 に 動 ほ ませ ん . 
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市 販 の ソフ ト に は , この よう に BASIC+ 機 械 語 の 形 で SAVE され て いる プロ グラ ム を 多 
数 みか け ま す . 


6-6 デー タフ ァイル に お ける , と : と の 違い 


複数 の デー タク を 1 度 に カセ ッ ト に SAVE し よう と する と き , PC-8001 で は , PRINT#- 1 
A, B, C,D の よう に 行なえ を ば よかっ た の で す が , PC-6001 で は , PRINT#- 1 AB 
CD の よう に し ませ ん と INPUT#- 1 で 読み 込ん だ と き に FD エラ ー に な り ま す . PC-8001 
の 場合 は デー ク の 区 切り と し て ", "を 自動 的 に 送り 出す の に 対し て , PC-6001 は 送り 出さ な い 
た め に 変色 A と B と が つなが っ て 文字 列 と みな され る た め に FD Error(File Data Error) と 
な る の で す ., 

その た め PC-6001 は セパ レー ク と し て プロ グラ ム で ,", "を 書く 必要 が あり ます . 

と ころ で PC-6001 で は PRINT た 1。A 5 B と まる より も PRIN だ JUANMcB 
と する 方 が , デー タク の SAVE の 時 間 が 短く て すみ ます . これ は な ぜ で し ょ うか ? 

まず , “,” を 使っ た 場合 を 調べ て み ま し ょ う , 


19 FUR 1= ニ 1 TO 5: RERD T も : ローURLC"&H" 二 昌 生 う 
29 PRINT 持 一 1 昌和 も ょ " ュ "5 日 
3B NEXT 
dB PRINT "テー フ ? ラ ヲ マキ モト ヾ シテ クタ サイ“ 
59 PRINT "DK ナラ RETURN KEY ヲ ラ オシ テ クタ サイ" 
659 INHNPUT RF も 
8 RESTURE 258 
199 PUKE&HFFE6, ロ : PUKE&HFFEP, &HE2 3 
119 FUR 1=&HFFEB TU &HFFFB: RERD 所 :POKE 1:URLC" 多 
h "日 凶 う : NEXT 
129B PUKE _&HFRBB,&HEB: PUKE &HFRB9,&HFF 
15B FUR ニニ 1 TO 5: INPUT 持 一 1 日 : PRINT FR 皇 : RsNEXT 
299 DRTR _F5, CD, ?8, BE, 32, 1D, FR E5, 2 E6>FF : アア ッ 23。 
22, E6FF ,E1, C3, 6 ロ F 


テー プ を 録音 状態 に し て プロ グラ ム を 実行 し ます . リレー が カッ チ , カッ チ と いう 音 を た 
て て アー ク が SAVE され て w き ます. そし て し ば らく する と ) "テー プラ マキ モ ド シ アル 
サイ ? の メッ セー ジ が 表示 され ます の で テー プ を 巻き 戻し , 再生 状態 に し て [RETURN| ネー 
を 押し ます . そう し ます と テー プ が 回 り だ し デー タ を 読み 込み ます . 


RUN 
テー フ ? ヲ マキ モト シテ フタ ヾ サイ 
0 ナラ RETURN KEY ラ オシ テ クダ “サイ 


F5 つら 5 
CD 295 
8 129 
BE 1 
うつ つり 
0k 
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ここ で [.】 キ ー を 押し て ペー ジ 2 に 切り 換え る と 今 の ナー プ フ ォ ー マ ッ ト が 表示 され ます . 


し LULLLF ッ 
2q5 吾 し し LULLCD 
295 右 し し し ULL78 
ら 12g 吾 し し 
し LL し gE 
19 右 し し し し し し 32 : 
5 


ペー ジ 2 の 表示 


" 史 の た め に スペ ー ス が 14 個 出力 され て いる 


E200 9C 9C 9C 9C 9C 9C 46 35120 5 
E210 20 20 20 20 20 20| 2C 20 20 20 20 20 20 20 20 20 
E220 20 20 20 20 20 20 32 34 35 0OD 9C 9C 9C 9C 9C 9C 
E2SO 4 さく 44 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 
E240 2C 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 
E250_ 32 30 5 0OD 9C 9C 9C 9C 9C 9C 37 SB 20 20 20 20 
E260 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 2C 20 20 20 20 20 
E270 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 さ 1 32 さ QO QD 9C 9C 
E280 9C 9C 9C 9C 30 45 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 
E290 20 20 20 20 2C 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 

20 20 20 20 20 さ 1 34 0OD 9 9C 9C 9C 9C 9C SS 32 20 
EZ2RO 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 2C 20 20 
E2CO 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 35 さ O 0D 


次 に 20 行 を 
20 PRINT#-1.AS "アル AA 
に 変更 し て 同じ よう に 実行 し て み ま す . 


RUN 
テー ブフ ブ ”。 ヲ マキ モト ヾ シテ の ヾ サイ 
K ナラ RETURN KEY ヲ オシ テ フ ダ “サイ 
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LULLLULLF5, 245 吾 LULLLULULCD, 285 到 し し し し 
し LL ア 8。 12 ロ 吾 LLUULULBE。 19 天 し し し し し し 32。 


っ ロ 碧 


E200 
E210 
E220 
E230 
E240 


ペー ジ 2 の 表示 


9 じ 9E じ - 9C 9 じ 。9029 じ 76 HGJ2G 20 JC 27 8.0D 2026 
9C 9C 9C 9C 43 44 2C 20 32 30 35 0D 9C 9E 7C 7 
7 じ 9C 37-GH 2C 20 3 る 1 2 90 00 9 の 2260757 じ 
320 4 26 20 3 39 90 9P096 9000076 7 JNN 2 と 


20 85 30 0D 20 20 20 20 


実行 結果 か ら 分 か る よう に カン マ ( , ) を 使う より も セミ コロ ン (: ) の 方 が デー タ の 長 さ が 
短く な り ま す . カン マ を 使用 し た 場合 は 2 バイ ト の 文字 列 デ ー タ だ っ た の が スペ ー ス が 付加 
され て 16 バ イト に な っ て いま す . 

と ころ で , 前 述 の PRINT#- 1 文中 の " : "は 省略 可能 で す . 先ほど の プロ グラ ム の 20 行 を , 
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PRINT#-1、 AS 7A 


と 変更 し て 実行 し て みて くだ さい . “" : "を 入れ た と き と 同 じ 結 果 に な る で し ょ う . 
PRINT#-1 を 使う と ほ に 問題 に な る の は 長い デー ク は SAVE で き な い と いう こと で す . 


CLERR 3 

も ー" 1 つ 3q56789" : DR お ー 和 馬 本 月 馬 十 朋 お 十 月 馬 丁 月 字 本 月 凶 十 日 定 帳 十 
昌 丁 自 : H も 三 D も DR 

PRINT 盾 一 1, 

PRTINIT "テー フ ? ラ マキ モト ゞ シテ フタ サイ! 

PRINT "UK ナラ re て urn keu ヲ オシ テク が ~ サイ 

INIPUT RS 

RESTDRE 2 

PDKE &HFFE6, ロ : PUKE &HFFEP, &HE2 9 
FOUR 1=&HFFEB TO &HFFFB: RERD も : PDUKE TI,URLC"& 
h " 十 各 も う : NIEXT 

POKE &HFRB8, &HEB: PUKE&IHFRB9, SHFF 

INPUT 盾 一 1, も : PRINT RS も 

DRTR F5, CD, ?8, BE 32, 1D, FR,E5 2 E6,FF , アア 23 
22, E6,FF, EE1, C う 3 6 BF 


実験 的 に 200 バ イト の 文字 列 を SAVE し て , その 後に これ を LOAD し て み ま す . 


RUN 


あー ント 


ヲ マキ モト テラ シテ フタ "ジイ! 


9 ナラ re て urLn keu ヲ オシ テク フ ダ が ~ サイ 


123456?8981234567898123456?8981 
2 っ 239456789381239456?78981234567898123 
SS 
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LULULLLB1239d567898123456783812345 
67898123456?78981234567898123456 ァ 
89812345S678991 


ペー ジ 2 の 画面 


これ で 分 か る よう に 1 つの デー タプ ロッ ク は 最大 71 文 字 し か 使え を ませ ん . これ は バッ ファ 
が 72 文 字 分 し か な いた め に 起こ り ま す . も し 長い 文字 列 を SAVE する 場合 は 文字 列 を 分 解 し 
て SAVE する な どの 工夫 が いり ます . 


第 / 章 プリ ンタ 出力 

フー1 PO-6021 

アー ジグ の クタ 

フー3 画面 コピ ー の 方 法 

7-8-1 PC-6021 に よる 画面 コピ ー 

7-3-2 他 の プリ ンダ に よる 画面 コピ ー 
7-3-3 キヤ ラク タ の み 画 面 コ ビー する 記法 
フー4 PC-8023 に よる ひら が お 出力 
ノー5 PO-8023 に よる プラ フィ ッ ク 出 力 


羽衣 Co い Pw 


EGO こ / 
『596 
記 ぶ で 6 
2 ま 。 
で を 党員 
ku こ CR 


ロ 
1 = 
9 かこ し TIMML 


2 を - テ 


し 。 


第 / 章 プリ ンタ 出力 


/-1 PC-6021 


PC-6021 は 感 共 式 の プリ ンク で , PR-1001(PC-8022) と 比べ て ,。 ビデ オ コ ピ ー の 機能 を 取 
り 除 いて いる 他 は , 機能 的 に 変わ る と ころ は あり ませ ん (も し PC-8022 を お 持ち の 方 は PC-6001 
で 使用 で きま す ). 

この プリ ンク は 6 つの コマ ンド を 備え て いま す . 


コー ド (!6 進 ) 


CHR$(12)+CHRS(n / 
ヵ 三 紙 送 り の 行 数 


紙 送り ( 0 一 255 行 ) 


和 つめ 印字 本 議 ・ | CHRS(18) 


自 黒 反 転 ※ 文字 の 白星 反転 は 
5 | REVERSE 
(グラ フィ ッ ク モ ー ド 時 ) BASIC で は で き な い 


CHR $(29)+CHRS(L) 
| CHR $( デ ー タ ク )… 
グラ フィ ッ ク プ ブリ ント NUM 22 


し = グラ フィ ッ ク 印 字 を する 
ライ ン 数 


モー ド の 9) セッ ゥ トト | CHRS(30) 
拡大 印字 1 | | CHR S(31) 


注 ・14H の み CHRS 命 令 で 送る こと が で きま せん , 白 里 反転 を 行う 場合 は 機械 語 を 使用 し ます . 
例 LD A. 14H 
CALL 1A16H: プリ ンタ 1 文字 出力 
RET 


図 7-1 プリ ンタ ・ コ マン ド 一 覧 表 


117 


7-2 キヤ ラフ ツ 


PC-6021 が 印字 で きる キャ フク タ は , 英 記号 , 英文 字 カナ に 限ら ちら れ て お り , PC-6001 内 
部 で 持っ て いる グラ フィ ッ ク , 漢字 等 は プリ ンタ に 出力 する こと が で きま せん . 


PC-6021 キャ ラク タ 表 
ま 


1 ! 昔 2 証 0 証 * OO 主 の ミー 
9 夫 机 NH SE 7 9 7 て か デ = ? 
SBEBSIESEeE 二 BI (UK NH 
B 寺 IESS II UM 昌 Ms 衣 に コ 才 わ 
0 モロ Gi 二 ml 記 ら NOEE 太 i に 司馬 奈 U 認 時 
> に に iC の MD OEUAIDG に 証人 8 計 | NM 

こ リ ケア SN arc9 Dio に 枯 に 仁 軸 ) 

時 PTSEDS ti コ 9 っ か る 有り 
計 生 CT 販 ド SodEt 須 K 主 1 昌 に 妥当 泊 目 記 
に Okie コ 1 ヨー ター ルー ルー セー ロー ロー ミー テー" 


た だ し , ひら が な だ け は カタ カナ に 変換 し て 出力 され ます . 
例 LPRINT ` あ いう え ぇ お? 
アイ ウエ オ 

PC-6001 に は , (N。。-BASIC が 特殊 記号 を 出力 し な いよ うに 制限 し て いる た め に ,) セ ント 
ロニ クス 仕様 の アリ ンタ で あれ ば どの 機種 で も 接続 する こと が で きま す . し か し , 画面 COPY の 
コン トロ ー ル (LCOPY) が PC-6021 の 機能 仕様 に な っ て いる た め , PC-6001 専 用 と な っ て い 
る プリ ンタ 以外 は , 基本 的 に は LCOPY 命令 は 使え を ませ ん . 

N。。-BASIC が プリ ント アウ ト す る こと の で きる キャ ラク タ を 下記 に 示し ます . 


キャ ラク タ 表 示 プ ログ ラム 


1 ヨコ FUR  !=32 TO 255 STEP 9:FUR J 三 BTU 3 

2 LPRINT TRBC8* 耳 ) : 1+ 丁 " 三 " 5 CHR も て 34) : CHR も CT エ オ うじ 
HRC 34): 

3 NEXT JiLPRINT:iNEXT Ii 


6 が ーー 1 5 2 半 ー い 0 1 AA 
チー バー リク 1 ウー の 6 ーー ? 6 
に 5 3 員 細 2 に Ss に ーーP 一 02FK 
すす オニ" 。 1 6 ーー ーー [1 一 1 
叶 ロ ニ "『 ーー トー の 
必 三 の リ ーー 0 の 6 ーー 
パー た を) コ 11 コル ッ ター tt コー 員 6 
ニ リ デ 1 ーー クルー 8 リーdiz 
1 に テー る MP らら 三間 国 らら = "BB『 ea 
ロニ "FE『 ローE 民 なーU トー ETM 
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Ts 1 
員 
工 


1 
則 
- ロ 


LTE TFT 
昌 


ュ ト 1 


TE TI 
Ci LT 
昌 
上 晶 日 日 


5 
4 
ら 
は 


*・ ト ュ ト コー トト ー KEI 記 


-Ek TU Im トト 1 


LT LT トト よ す は | 


FTe LT FT 


NUMS E| 


TRW 


い 
どう 


IT 
し LN 凍り 


の 


Fi FL (IT LCT JR EETITm トト PT FL ICE FT 上 上 
I 


ト HiFiFHaFL ト IF トト rh トト トト UTLF トコ トコ トー ヒト トー に トー ュー トー トー トー に エニ トー に エト ーー に ヒー ヨー トー トー ヒー ーー トー トー トー トー トー トー に よー ュ 


LT た て コト リト ュ トコ トト トー 


1 LUIE 一.】 一 | 
Il 
「ー- 


1 
昌 
一 ] 


月 
2 
TI 
【 


オロ オー ロコ" ロロ 


1 ココ トー コト 


VTR 


HH 6 
1= リ 反 
556 三 ) 
癌 ラー 記 4 
と 拍 ー ス 0 
ーー 
2 
1 うら 
1 92 
11? 
1 
1 
1 ・ 
の ーー LU 1 
2 二 ー 1 1 
137= リ g リ 
1 す 41 = リュ リ 
145= リ アリ 
1 49= リ オリ 
1 5 拓 三 Me! 
157= リ スリ 
1851="a リ " 
ドー Ll1 
169 ニ "っ! 
が うこ ザコ 
ac 
6 
ロー LU 
2 
1 コラ =" チ リド 
1.9 ア ニチ 9 
65 二 M It 
品 呈 =" 間 L 
299 ニ = リリ 
213=" ュ " 
217= リ MT 
221= リ "っ" 
225=" チ " 
OO の ュ コ ニキ 6 


つて ママ プー 


1 
Oi 
I 


CH CH 


トト トト トト に レト トト トート トト トー トト ー ト トー トス に に に て に よ に し に よ FN CS に に トー トト に と に トト よ に よい 中 ・ 


FE ー」 


1 T 


LE AI に 


ゃ こ 
こう 


tn Fn CO ド M TI Fm 下 . 


上 1 ト さ トコ トト トト トト ST T 
昌 


山 


TELT AT て 日 
や 、 SU CT 上 1 Ci 


Tt Ft 


リー ーー』 


| 
> H 


上 昌 
すす 上 」 すけ 


ーー す i 
ーー リコ 
2 


H 


1 は SS は っ 


<。 
ュ ヽ 
は は 
に て 1 
人 


ト Fa ト a ト トコ 


LT し 


1 トッ ュ ト ッ ト ッ トッ ュ ト ュ ト ルト トコ トコ トコ トト トト トト に トト トト トト トー トト トト トト に トト は に トト ュー ト トト よー て 上 トト トト トー トト ト ュ トー トト ロロ 


Tn 4 す に す に オド トコ ルド トル トト トー に ュ 
LT トト こよ です! ULT トー ーー に よい AEU LT TFT ーー 
則 


」 


IINIIWIIGIENIECE に 貞男 | 


ME UH トト ーJ IKEU LT トト ーー に 』 1 
昌 
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7-3 画面 コビー の 万 法 


PC-8001 の 場合 は , 画面 コピ ー を と る に は 市 販 の 画面 コピ ー 用 の ROM を 購入 し な けれ ば 
な り ま せん で し た が , PC-6001 で は LCOPY 命令 で 簡単 に 行 な た えま す . 


7-3-1 PC-6021 に よる 面 画 コ ピー 


ご 画面 コピ ー の 例 
ーー H バー 
だ れつ 垢 け CcD7 EE | 
【 こく で ー ム で さ 9 ] 
5S』 や あお なあ ・・・ し て いし た に き 「 いま 
$ で に は よこ と あり に あお あ | 
9 に @| こる 
@ な 


LUL を まひ ょ うい て) 呈 ー ロ 

_s る M に お る は あい mr 5 = 上 。 
ーー 衝 に 司 了 ゆっ し し コ 軸 上 才 ・・。 全 

3 入 た と き ・・・・・・・・ っ r Tnr 
7 才 n に りょう し 『 ロ うま AYUEU ロロ ce ET 
こし で いき ・・・. ロニ F ョ ・ 
ん だ し りん せい ーー ん か ん ・・・ ュ ュ mem mm 

に ほ ・・ 4 し うし 9 ゅ 1。 に .LIIi 1 
了 ( 生 本 たい ・・ ごい ち 、 才 ん ・・・ ジ 世 ーー 

キー き お さい * ォ E ! トロ ンー し 3 LLHuI Fr EF 


り , ね つめ 


央 央 」 ss 岡 同 同 固 岡 固 財 凛 


"、 基 目 病 還 圏 凍 劇 較 賠 
rs 回 昌 ” 軸 以 国 還 四 目 
し xx 司 回 団 随 較 罰 全 


痢 開 介 用 央 間 用 
FUSH 円 目 EE 
0 品 卓 田 田 固 還 団 上 争 開 回 本 同 


モー) ド 383 ュー 


Qoo 


画面 コピ ー は 256 メ 192 の ドッ ト で 印字 され て お り , この ドッ ト 数 は ちょ うど , 画面 の ドッ 
ト 数 と 同じ に な っ て いま す . その た め 画 面 コ ピー され た も の は , カラ ー を 浪 淡 で 表現 する こ 
と が で きま せん . 

一 見 , モー ド 3 は 濃淡 で 表 わ れ て いる よう に 見 えま す が , プロ グラ ム 的 に は , カラ ー 対 応 
に な っ て いま せん . VDG の グラ フィ ッ ク モ ー ド を 考え れ ば , この 理由 が 簡単 に 分 か る は ず で 
あ 

LCOPY の プロ グラ ム で , 画面 モー ド 3 , 4 で は 単に ビッ トイ メー ジ の デー タ と し て VRAM 
の 内 容 を プリ ンタ に 転送 し て いる の で , 128 メ 192 モ ー ド で は 2 ドッ ト で 1 つの 点 の 色 を 表 わ 
し て いま し た か ら , その 色 に よっ て ドッ ト の デー タ が 変わ る た め に 沖 湾 と し て 見 える だ け な 


の で す , 
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VRAM の 内 容 
19l9lolililo]ili | 


1 バイ ト 


プリ ント アウ ト 


濃淡 に 見 える 


図 7-2 VRAM と ドッ ト デ ー タ 


7-3-2 他 の プリ ンタ に よる 画面 コピ ー 
ビッ トイ メー ジグ の 機能 を 持つ プリ ンク な ら ば , 画面 コピ ー の プロ グラ ム を つく る こと に よ 
り コ ピー が 可能 に な り ま ず す , 
N。。-BASIC で は , 他 の プリ ンク で て 画面 コピ ー が で きる よう 人 
LCOPY 命令 が ある と , まず FFD2H 番地 を コー ル す る よう に な っ て いま す . そこ で この 
番地 を 画面 コピ ー の プ ブロク ビン 00 
分 の プリ ンク に あっ た LCOPY が 可能 と な り ま す . 
例 と し て PC-8023 で て 画面 コピ ー を 行なう プロ グラ ム を 示し ます . 
画面 コピ ー の 例 
くく < くく ゴ フ ザット ダーム >>> 


[ エピ ュー ター と あな た の "の う ] 
1. お お な み - ・・ し て いし た たま ヾ ひょう (の) の 


ゃ た て あら よこ と * な り に ある みあ に 
る の @| 2. こ な み ・・・・ し て いし た どぶ ひょう CO) の 玉 上 
ゃ な な めこ ある 3* あ い アデ 
8 し 
car る far 
oe| < だ に の ょ いて O う を YU た り FC 
= NM 
の へ ん せ し ek 
くう ーー・1y し "っ うし * 人 1 所 1 
1 いし * aA・・・2。 くく が ん A・・・ う 
= ゃ ゃ ゃ よさ イ の か キー ま お し て くだ よさ い エエ ] PFY R KPZUTO PFNTHER 
モー ド 1 モー ド 2 


TU 


jJ ア イ の せつ めい 


ぇ &s 男 圏 圏 固 固 較 朋 回 居 
“ぐず 回 古 同 田園 較 較 圏 遇 
の ん " 園 較 較 国 固 圏 固 還 還 
ぃ a 國 圏 國 園 較 較 還 


PUSH FNY KEY 
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PC-8023 に よる 画 醒 コ ピー の プロ グラ ム 


19 
189 


1 19 
1989 
1919 
1 ロコ 28 
1938 
1g49 
1859 
1968 
197B 
1 ロ 8889 
1g99 
1 198 
111 ピ 
1128 
1 13 
1 199 
1 159 


7-3-3 


CLERR 38: &HDF ロー 1 

FUR 1!=&HDFB ヨ TU &HDFFF: RERD も : PUKEI ,UHLC "&H 
" キ 昌 まう : NEXT 1 

RD=&HFFD2: PUKE RFHD,&HC3: PDUKE RD+1,%&H25: PUKE 
D+2。 &HDF 

DRTR 1b,53 3 31 39 32 1b , 5, 3 3 ロ d, 1b 59 , 
31 36 ロ d 

DRTR Ba,1b,91.ga,3e, ロ 6,11, ロ gd 千 邊 5, 1a, 人 千 , cd 
16, 1a,13 

DRTHR 千 1, 3d , 2 季 5 c9,e5, 34。 91。 和 fd c6 ログ 5P の es 
1 す , cd 8a 

DRTRH 13, da 7 アロ, d 千 , ロ 6, 29, e 号 , cd 19。d 人 千 。 3e ぅ C ロ 和 † ロ 
Pe CH 16 

DRTR 1a,11,2, BB, 19 千 1,3d, 2 寺 3, 3e , Bb , 1 1, B6, 
d 生 cd 19 

DRTR d 千 >e=1 2b 18,e 1, 3e 日 3 11。,11,d 千 , cd 19。df 
3e: ロ a: 96 

DRTR B6, cd, 1c」18。 1 ピロ fb,e1.d1。 c9. ロ ロロ ロロ ヨロ 
8 9 8 

DRTR 6 2 ロ e5, cd 1 d 和 †。 3e 1 ロロ 生 5 e5 ぅ つら つら 5 Pe 
e6, 9 ヨロ, eb 

DRTR e1,e5, c5, ge: ロ ヨ , cc ad,d 千 ,cC す 9, c9。 df。c1。.e1 
1 1, つ ロ : ロロ 

DRTHR 19, 千 1。3d, つ ロ , e3, 3e ロ b 11。. ロ 6 d 和 †, cd 19』d+† ぅ 
e1.2b 1 ピロ 

DRTH d1.c3③。 55』d 千 )e5。 Pe :d cd ag 19.eb 6 ロロ 
9 3e : B4 

DRTR _d393.d1. 1a. ロ ロロ, Pe ,3B,。1,2f, cd,15, 1a,e1, 
Bc 9。 和 fe 

DRTR ロ c 2 けり, e 1 , 3e : 5 d3。 93, af c9。 e つ 5: Cc5: ア 9 ぅ ロロ 
Bf†, =6 ロロ 3 

DRFHTR の] c6 ロロ 9, 7e gd 28 ロロ 千晶 18, 千 9。.e ら 6> 
3 9 和 fB6 

DRTR 9 21 9 和 †, つ 3 ロロ 9 7?e cd 16,1a。:c1.e1. ロ c アア 9 ぅ 
fe ロ c ぅ 2B 

DRTH dd c9 ロ B, 8 ヨロ ロロ ロロ ロ り B ロロ ヨロ B ロロ 
9 9 BB 


キャ ラク タ の み 画 面 コ ビー する 方 法 


キャ ラク クコ ピー だ け で よけれ ば , BASIC で 簡単 に つく る こと が で きま す . 


キャ ラク タ ・ コ ピー プロ グラ ム 


1 ロ BB8 コ 9 P= ニ PEEKC&HF D9g)+ 1 : = ニ ロ : E ニ 15 


18919 


IF P 三 1 THEN RD ニ PEEKC&HF 5) : RHD 三 CRD 一 2) * つ 256: GU 
TU 18838 


19 ロ 2 HD 一 和 &HE つ BB: ロ Dー ロ D+(CC2ーP) *&H2PBB) 
18 ロ 3B FUR 1= ニ 5 TU E:FUR J=B TO 31 


19g48 


D ロ =ーPEEKCHD+ す 32* エ + 了 ) : LPRINT CHR も も CDRD う g :NEXT 了 L 
PRINT :NEXT 1』 


1885g RETURN 
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実行 例 
LIST 


10000 P=PEEK(&HFD90) +1 :G=0:E=15 
10010 IF P=1 THEN AD=PEEK(%HFA60 
) : 人 D=(AD-2) %256:GUTU 10030 
10020_ AD=%&HE200: AD=AD+( (2ーP ) *HS 
000 ) 

10030 FOR TI=S TO E:FHR J=O TO 31 


10040 Da=FEEK(AD+32#T+ ィ J ) :LPRINT 
CHR も (DA) 』 gzNEXT JiLPRINT :NEXT I 
1005O RETURN 

0k 

qOsub 10000 


1 COULUR CLOAD GOTU LIST RUN 


この プロ グラ ム は サ プ ル ー チ ン 形 式 に を っ て いま す 。 P に コピ ー し た い ペ ー ジ 。 S に プリ 
ント 開始 行 , E に 最終 行 を 入れ て GOSUB 10010 で コー ル す れ ば , その ペー ジ の S と E で 


指定 し た 範囲 の コピ ー を 行ない ます . 


/-4 PC-8023 に よる ひら が な お 出力 


PC-8023 に は , "ひらがな? を 印 示 する 機能 が あり ます の で , これ を 使っ て ひら が な を 出力 


させ て み ま し ょ う . 


ひら が な 出力 プロ グラ ム 


1 REN ド 1 PC 一 BB23 ヒラ が ドナ 
2 CLERR 3 &HDF コロ ヨー1 


189 FUR 1=&HDFBB TU &HDFPg: RERD RF 馬 : PUKET URLC"&h 


" 十 昌 生 う = NE※XT 


I 
1 1 OKESHEED1y る DE 


C 
129 POUKE&HFFE94。 ロ 


1 ロロ DRT R † ら 5 3a : 58 ぅ fa 和 fe ぅ ロ 1。 28. ロ 2』 千 1 c9 千 1 う 33 33 ぅ 


千 。 fe : ロロ 9 


1818 DRTR 2 ge, 3e , 2 cd c ア , 26 3a 5 fa > e65 ぅ ロア ュ つ りゃ 


中 ぅ 千 1.c9 


182g DRTR 千 1。 了 5, d6 ロ d, 8 6 38 B? 3a 。 5 す a ュ 3c > づ ど > 


5 す a ョ 寺 1 


_ 123 


1 ロ 3B DRTR †5, c5, Te:86 38,22, fe ag 38. ロ 9 和 fe:e ロ , 38 


1a, ee つけ 
1 ヨコ 48 DRTR f5, 3a:e4: 寺 千 。 bB 3 づ e) 1b > cd 16, 1a,3e 


26, cd: 16 
1 ヨロ 5g DRTR 1a,32,e9 ぅ 陸 和 イ ぅ 千 1,c う 3。 29。 13 5 3a ee 寺 和 す 。b ア 。 


28, ロ e : 3e 
1 ヨロ 6P DFHTR 1b, cd,16, 1a.3e 29.cd 165, 13 3 , う 3 つ ょ =, 千 生 。 


ff1,c3, 29 
1g7g DRTR 1a 


19 REN あれ ) ラ ウ え お 
29 RENM 才 き くけ こ 
39 REN さ し す せ る 
49 RENM に た ちっ < と 
59 REN fi に w80 
る 9 REN は ci へ ほ 


この ブログ ラム は DF00 一 DF70H まで を 使っ て いま す . ペー ジ 数 の 指定 に よっ て は リロ 
ケー ト の 必要 が あり ます . 


7-5 PC-8023 に よる グラ フィ ッ フ 出力 


つぎ に , PC-8023 に グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ を , 出力 させ て み ま し ょ う . 

PC-6001 の グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン は PC-8023 に は な いも の が 多い た め , プリ ンタ に 出力 
し よう と する と , どう し て も ビ ピット イメージ で 出力 する し か 方 法 が あり ませ ん . まだ , キャ 
ラク タ に よっ て は , コン トロ ー ル コー ド と 重なる 部 分 が ある の で , これ ら の 処理 が 必要 と な 
り ま す 。 プロ グラ ム 自 体 は 簡単 な の で す が , ビッ トイ メー ジ の デー タ で か な リ り リ メ モ リ を 専有 


際 ま 9 
グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン は 8 X12 ド ッ ト に し な けれ ば な ら な い の で す が , プロ グラ ム の 人 簡素 


化 の た め に 8X 8 ドッ ト で 行なっ て いま す の で , すこ し 見 づら く な り ま す . 
な お この プロ グラ フラム に は , ひら が な 出力 プ デ ロ グラ ム も 入れ て お きま す . 


1 CLERR 3B8,&HDDFF 
2 FOUR 1=&&HDEBB TU &HDFCF : RERD RR 和 も: POUKE 1 URLC"& 
ト "本則 生 う : NEXXT 
3B Ao &HDE: PUKE &HFFDB,&HB: PUKE &HFFCF 
1 ロロ peTg 2 58 fa 千 e 1.28, ロ 2 千 1, cC9, 千 1 33 ぅ 。 33。 
5 T 己 ぅ 
1g19 DRTH ca:eg,26d6 gd, ca fa,26 da fa つら 6 3a ぅ ロア 。 
っ 3c 』 3 うつ 
1g29 DFTH 5? ぅ 了 a: 季 1.e=5, c5, cd Bb 1B, da, dc 1a. ロ 5 28, 
33。 子 = 86 
1 ロ 3 ロ 9 fe:a ロ 38. ロ 4, 千 e eg 38 ぅ 。 1b,c③: CB d 生 > 
己 ぅ ぅ > ヒ 
13g DFTRR 16:1a,3e:26。 cd 15, 1a。 千 1.cd,16, 1a,.3e: 1b 
cd 1 ら 。 1a 
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1859 DRTR 3e,2q,c3, 29。 1a, fe BB, da, 29, 1a, fe B6, d2, 
196g 5aTA 68。e5。d5, 26, 8, 6f, 29。 29。 29。 11, 96, dez 19。 
1879 DaTR 886。1a。cd, 16, 1a, 13。 1B, 9, 96, 9B, Pe cd。 
189 DRT 18,f9,d1,e1。c1。 和 1. c9。 1b。53, 38。 38, 39, 38。 
1985 DRTR 98,,08。98, 8, 9B, BB, 89, 8, 89, ?f, 29。 29, 
1999 5aTa 8B。 62, 1f,28, 6, 88, BB, 94 24。 1c。 fBo。 
1199 月 2978 お CE と > と: ロ H BB お つ y 918 
1119 DPTR 4。48,dq, ア f, qq, 9, dB。 8, B。 ?f, 9。 49, 9 
1129 DQT 24。33。 2c, 了 e。2c, 22, 2B, BB, ff。 99。 99, 8f, 89 
1136 DRTa 3e。2a。3e, 68, aaz 了 イイ 。 2a。 28, 98 cc 3a> 99。 Ba 。 
119 DPT 有 2>e,29。 1c。 BB。 アイ 。 28。 19。 9。 a9。 &dz ab a9。 
1156 DaTR 119。 14。 ez 11。 16。 16。 99。 29, 19, 9d。 9b 89。 
1169 DaTR 9g。2。3e, 2, 7e, 2。 62。 98。 18, 18。 18。 1f> 1f。 
1179 Da 18。18。18。 fB, fB 18。 18。 18。 18, 1B> 18。 イイ > > 
1189 DRTR BB。9, 98。 ff イイ 。18。 18, 1B。 18。 18, 18。 ff: 
1199 DRT BB。98, 98。 イイ, ff, 8。98, 98, 18。 18。 18 18。 18。 
129 DaTa 8g。9B。 8。 BB。 18。 18, 1。 18。 18, 1B。 fB。 fB。 
1219 DRTR 8B。99。8Bz 1f。 1 18。 18。 18 18。 18z 1B。 1 1f。 
1229 DRTR BB。92。24。 18。 18。 2。 92。 9。 8d。 94。 29。 1 2 
123 ロ DRTR 9c,Ba, az イロ a。 ar Dc, 2, 18, 98 ff。 9B。 
1249 DRTR 3B。9c,de。ff,de,9c,3Bz ロ BBe, ヨ f。 ア = ッ チ Cz ア e。 
1258 DRITR tcu985 dE2 > き ウ > コピ 8298: ユ ご "ウラ ご 8 て 72 ら 
1268 PTR 3c。.d2。81.B1。81.812 42。3cz 3C> て =。 = 
127B DRTA そこ 5fe。 ミ 0。 ロ 2。 ee。 25。 52 63> 3d> dE..98'.B ピ 6 
8, 9, 9g 
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Ms 3 の Eva と: あす 有朋 

も 。 ゅ w も い 
3 を 4 義 あ っ ら < て 5 LO 

hk も る も es tat 

も と 。 全 まき 

ば TIE ' 
"  W 4 て ば 1 人 

WWe・Re ron に に ま 4 TTY 

| 

ロ の P な * すま > むと yr ウ お 。 け は 3 n 4 や 
人 ます s いで 
YR RE * 当 笠 お と の 内 丁 有 有 各 
お 月 っ 

sr 、 1 ) す *。" 1 す 日 = 料 お < ね ち "4 


ー e ば 1 | を 
Mt 粒 剛 Or oo と と 
5 OH 193+ お おぶ > 
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F 
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ま 和 れ 「 す お お り 

* 日 


1! 
PR 仙 す が 


73089. 1 L 
か 2 4e・ し we 


第 8 章 
8 一 1 
8-2 
8-2-1 
8-2-2 
8-2-3 
8-2-4 
8-3 
8-4 


Ns-BASIC の 命令 分 析 

Ns- BASIC と N- BASIC の 命令 比較 
いろ いろ な 命令 

LINE 

PSET, PRESET 

COLOR 

(9 

色 の つけ 方 

Nsp- BASIC に な い 命令 を ある 命令 で 
代用 する 


『 
TO 
GL lg 天 


する 


11 『 
=* 由 
1 | ま ど お 
1 ます 
ーー ま 
ィ の て 
の ズ ャ < | 
ゃ 


| DISA 湯 we な か - と 
> みせ 例 


第 8 章 Na-BASIC の 命令 分 析 


8-1 Nso-BASIC と N-BASIC の 命令 比較 

N。。-BASIC お よび N-BASIC は 同じ マイ クロ ソフ ト 社 製 の BASIC で す の で , 基本 的 な 
命令 は 同じ に な っ て いま す が , ハー ド や , 使用 目的 の 違い か ら , 画面 処理 や サウ ンド 機能 で 
大 ほな 差 異 が 見 られ ます . 


( 1 ) N。。-BASIC, N-BASIC と も 同一 機能 


ABS AND ASC CHR$ 
CLEAR CLOAD CLOAD2 CONT 
COS CSAVE CSRLIN DATA 
DEFFN DIM END EXP 
FOR FRE GOSUB GOTO 
IF INKEYS INP INPUT 
INPUT# INT KEY LEFTS 
LEN LET LIST LLIST 
LOG LPOS LPRINT MIDS 
NEXT NEW NOT ON GOSUB 
ON GOTO OR OUT PEEK 
POKE PRINT PRINT# READ 
REM RESTORE RETURN RIGHTS 
RND RUN SGN SIN 
SPC SQR STEP STOP 
STRS TAB TAN THEN 
VAL 

(2 ) Ne。。-BASIC と N-BASIC で は パラ メー タ が 異な る も の 

COLOR CONSOLE LINE LOCATE 
POINT PRESET PSET USR 
TIME 
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( 3 ) N。。-BASIC で は けず られ た も の 


ATN AUTO BEEP CDBL 
CINT CSNG DEFDBL DEFINT 
DEFSNG DEFSTR DEFUSR DELETE 
ELSE EQV ERASE ERL 
ERR ERROR FIX GET@ 
HEXS$ IMP INPUT$ INSTR 
KEYLIST LINEINPUT LPRINTUSING MOD 
MON MOTOR OCTS ON ERROR GOTO 
PRINT USING PUT@ RENUM SPACE$ 
SWAP TERM TIME$ TROFF 
TRON VARPTR WAIT WIDTH 
XOR 

(4 ) N。。-BASIC に し か な いも の 
(@⑳ EXEC LCOPY PAINT 
PLAY SCREEN STICK STRIG 
SOUND 


( 1 ) に 属す る 部 分 は BASIC の 基本 的 な 命令 で 使い 方 に 他 機 種 と の 差異 は あり ませ ん . 

( 2 ) の 部 分 は お も に ハー ドウ ェ ア の 違い に よる も の で , PC-8001 の グラ フィ ッ ク は 160 メ 100 
ドッ ト , カラ ー 8 色 が 使え まし た が , CRT コン トロ ー ラ の LSI の 違い か ら , PC-6001 で は 
グラ フィ ッ ク モ ー ド が 3 種類 選べ , お の お の モー ド で 使用 で ほる 色 の 数 が 異な り ま す の で , 
プロ グラ ム を 移植 する と き に 注意 が 要り ます . 

N-BASIC で は 整数 単 精度 , 倍 精度 の 3 種類 あり , 変数 名 を 型 指定 で きま し た が N。。- BASIC 
で は 数 値 型 が 1 種類 し か な いた め に , 数 値 型 宣言 の 命令 で ある DEFSNG, DEFINT 等 の 命 
令 や 数 値 型 の 相互 変換 の 命令 で ある CINT 等 の 命令 も 6 も ありません. 

ェ ラ ーー 処理 の た め の 命令 る ね すべ て カッ ト さ れ て いま す . この 部 分 は , プロ グラ ム で エラ ー 
さえ ぇ 出さ な けれ ば 必要 あり ませ ん の で , 別に な く て も 困り ませ ん . 

TRON, RENUM, AUTO 等 の コマ ンド も な く な っ て いま す が , これ ら は プロ グラ ム の エ 
ディ ッ ト 時 お よび デバ ッ グ 中 に し か 使い ませ ん の で , 特に な く て も 困り ませ ん . 

けず られ た 命令 で 1 番 困 る の は , ゲー ム 等 で 多用 する GET@, PUT@ で , これ ら が な い 
た め に , 絵 を 高速 で 動か す 場 合 は どう し て も 機械 語 を 使用 する こと に な り ま す . 

最後 に N-BASIC の プロ グラ ム を N。。-BASIC に 変換 する プロ グラ ム に つい て 考え て み 
5E ブフ 

PC-8001 の 上 位 コ ン パ チ プ ブル に 設計 し て ある PC-8801 で は , PC-8001 か ら PC-8801 へ の 
テキ スト コン バー タ (プロ グラ ム の 自動 変換 プロ グラ ム ) は 簡単 に つく る こと は で きま す が , 
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ハー ド 的 に まっ た く 異 な る PC-6001 と PC-8001 で は , 実用 に な る テキ スト コン バー タ を つ 
《 る こと は 不可 能 に 近い も の に な り ま す . た と えば BASIC の 基本 命令 だ け で 書か れ た ブロ 
グラ ム ( ホ ー ム コン ピュ ー タ プロ グラ ム 集 ・ シ ステ ム ソ フ ト , BASIC COMPUTER GAMES・ 
アス キー 等 ) な ら ば コン バー ト 可能 で す . し か し , も し も と に な る プロ グラ ム が 80 文 字 X25 行 
に 合わ せ て 画面 表示 する よう に し て ある と すれ ば , 32 文 字 メ 16 行 し か 表示 で き な い PC-6001 
で は 画面 の 表示 が お か し く な り ま す . 結局 この よう な プロ グラ ム は , 人 手 に よる 手直し か 必 
要 で す . 


6-2 いろ いろ お 命令 


基 本 的 な 命令 の 説明 は 入門 書 等 に 譲 る と し て , ここ で は N-BASIC と と 〈 に 使い 方 が 異な 
る 命令 に つい て 説明 し ます 。 

N-BASIC と 比較 し て 大 幅 に 異な る の が , 画面 まわ り の 命令 で , 画面 出力 の 命令 と し て は , 
文字 出力 関係 の PRINT, LOCATE, TAB, SPC 等 が あり , また , グラ フィ ッ ク 関 係 と し て 
は , LINE, PSET, PRESET, PAINT 等 が あり ます . 文字 出力 の 命令 は 32 文 字 メ 16 行 に 変 
更に な っ た 以外 は , 変わ る 所 が あり ませ ん の で と くに 説明 は し ませ ん . 

ここ で は 各 章 で 説明 を し な か っ た 命令 に つい て 説明 し ます . 


8-2-1 LINE 


N-BASIC で は 画面 が 40 文 字 と 80 文 字 と で は XX 軸 の 座標 の パラ メー タ は 0 一 79 か ら 0 159 
へ 変化 し まし た が , N。。-BASIC に お いて は , グラ フィ ッ ク の ドッ ト に 関係 な く 0 255(X 軸 ), 
0 一 191(Y 軸 ) の 固定 と な っ て いま す . その た め に , モー ド 1, 2, 3 で 使用 する 場合 は 補正 す 
る 必要 が あり ます . た と えば セミ グラ フィ ッ ク 
標 (20, 10) か ら (40, 20) に 直線 を 書か せる 場合 


LINE(20*256 プ 64, 10*192/48) 一 (40* 256 プ 64, 20 * 192/48) 
X 軸 の 補正 Y 軸 の 補正 


に な り ま す . また , N-BASIC に お いて は PSET, PRESET の どちら か を 指定 で きま し た 
が , N。。-BASIC で は 指定 で きま せん の で , 点 を 消し た い 場 合 は バッ ク と 同じ 色 を 指定 する こ 
と に よっ て 行ない ます . 

また N-BASIC で は キャ ラク タ を 使っ て 線 を か いた り , 箱 を か く こ と が 可能 で し た が N。。 
-BASIC で は , その 機能 は オミ ッ ト さ る され て いま す . 


LINE(0, 0) 一 (10, 0), " 彰 " N-BASIC の 場合 
FOR 1 三 0 TO 10 : LOCATE 1 0 : PRINT "替り":: NEXTI N。。-BASIC の 場合 


上 記 の よう に FOR-NEXT で 代用 し な けれ ば な り ま せん . また , LINE を 使用 し て の ブ 
リン ク 機 能 ち な く な っ て いま す . 
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8-2-2 PSET, PRESET 


座標 が 0 -255, 0 一 191 で 扱わ れ ま す の で , LINE 命令 と 同じ よう に 補正 し な けれ ば いけ 
ませ ん . た と えば , モー ド 2 に お いて PSET( 0 , 0 ) -PSET( 3 , 3 ) ま で は 同じ 位置 に 点 を 
表示 し ます . な お , PSET の カラ ー の 指定 が N-BASIC と 異な っ て いま す . 
PSET(X,。Y, C)……N-BASIC 


PSET(X, Y), C……N。。-BASIC 


座標 の 補正 値 を 下 に 直し て お きま す . 


図 8-1 モー ド と 座標 の 補正 値 


使い 方 
モー ド 2 (セミ グラ フィ ッ ク ) に お いて (20, 10) の 位置 に 点 を 表示 する と き 


PSET(20*4, 10*4) 


8-2-3 COLOR 


N-BASIC で は 0 一 7 まで の 8 色 を 指定 で きま す が , N。。-BASIC に お いて は モー ド に よっ 
て 指定 で きる 色 の 種類 が 異な り ま す . 

また , COLOR の 第 2 パラメータ と 第 3 パラ メー タ の 意味 が 変わ っ て いま す . 

N-BASIC の 第 2, 第 3 パラメータ に 当たる 部 分 が , N。。-BASIC に は あり ませ ん . COLOR 
に 関し て は CRTC( 画 面 コ ント ロー ラ の LSI) の 違い に より , N-BASIC と N。。-BASIC で は 
完全 に 対応 すけ る こと が で き を な く 《 な っ て いま す の で , プロ グラ ム の 移植 に は , 最も 注意 を 必要 
ど 民 寺 ず 。 


N。。-BASIC で は モー ド に よっ て 色 の 指定 が 変わ り ま す . 


COLOR F, B, C 
F=FORE GROUND COLOR (文字 , 点 の 色 ) 
B= ニ BACK GROUND COLOR (背景 の 色 ) 
C=COLOR SET ( 色 の 組み 合せ ) 
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モー ド 1 (テキ スト モー ド ) 


還 2 パ ラメ ー タ 


X 


の 反転 
ン 軸 愉 ショ ンス 


オレ ンジ の 反転 
オレ ンジ 
オレ ンジ の 反転 
緒 
| 弥 の 反転 


thSItOItOINO1 デ | デビ リピ ロリ ロビ 


オレ ンジ の 2 人 色 で 第 3 パラ メー ク に よっ て 入れ 換わる だ け で す 


3 


IoOIt ト DI 忌 | の OOIQOIIO の | の | 1OIOI ビ 
lolISISIQSI ロ ロロ | ロロ ロロ | ロロ | ロロ グロ 


ズ 
レ < 
レ < 
< 
ズ 
シ 
4 
レ し < 
ズ 
※ 


CoI コ | の | の 
xx|x|x 
IN こ 有 上 こ 月 自選 月 明 ぶ 】 


図 8-1-2 
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ー ド 3 (128X192 カラ ー グ ラフ ィ ッ ク ) 


Lo mg フー テ ト 2 ニタ トー ョ ーー 


COLOR て 指定 の 後 , 最初 の CLS 命 令 で 画面 全体 が 第 2 パラ メー タ の 人 色 に な る 
図 8-1-3 


モー ド 4 (256X192 グ ラフ ィ ッ ク ) 


we トッ ーー 


黒地 に の 
ント ン 2 ん イ ツ ク 
地 に 里 の 
ンタ ン ブン 人 提 / 
時 地 に 白 の 
グラ フィ ッ ク 
白地 に 黒 の 
グラ フィ ッ ク 


図 8-1-4 


これ ら COLOR の 下 と B の パラ メー タ は 規定 の 範囲 を 起 え て 指定 し た 場合 は 最大 値 。 ま 
た は , 最小 値 に セッ ト さ れ ま す . と ころ が モー ド 2 の と き , この 処理 に BUG が あり 最大 値 が 
うま く セ ッ ト さ れ ま せん . 


モー ド 2 の BUG 
SCREEN 2, 1, 1 : COLOR 9 : CLS 
8-2-4 CLS 


N。。-BASIC の CLS は , N-BASIC の PRINT CHRS(12) と 同じ 命令 (Na。-BASIC で も 
PRINT CHRS(12) で 画面 クリ ア 可能 ) で す が , N。。-BASIC で は CONSOLE て 指定 し た 範 


囲 で し か 画面 が クリ ア さ れ ま せん . 


1 ロコ CLS: CUNSDLE 5 5 1 
28 FUR 1=g TOU 14:LUCRTE BB:I:PRINT 1I:NEXT Ii:CLS 
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14 
RU 


実行 結果 で 分 か る よう に CONSOLE で 指定 し た 範囲 し か クリ ア さ れ て いま せん . この 方 
が 便利 な 場合 が 多い の で て 別に 困り ませ ん が 。 も し 画面 全体 を クリ ア し た いり 場合 は 一 時 的 に 
CONSOLE を 元 に 戻す こと で 可能 で す . 

N。。- BASIC で 一 番 困 る こと は 。 グラ フィ ッ ク モ ー ド の と き に 画面 に OR で ドッ ト を 等 か 
せま す の で 一 度 書 か れ た 上 に 重ね 書き る れ , 画面 が 見 苦し く な り ま す . 


1 SCREENI 3,2,2: CLS 
ご LUCRTE ロ ,8: PRINIT " てすと“ 
3B LUCRTE 8, 8: PRINT "あい う “ 


EUCHTEIN 


る に は , ドッ ト と バッ ク の 色 を 同じ に し て 塗れ ば よく , これ に は LINE の BF 


提 P6E 人 人 人 Po 
25 CULOR 1, 1 1: LINECB, 96 う ーC5g, 1g?) , 1, BF : CDLOR 2 
3 LUCRTE 9,8: PRINT "あい う * 
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8-3 色 の つけ 方 


画面 に 色 を 付け る に は V-RAM お よび アト リ ビ ュ ー ト に デー タ を 書く こと に よっ て 行ない 
ます が , モー ド に よっ て その 方 法 が 異な り ま す の で , その 使い 方 に つい て 説明 し ます . 
今 」E200H 番地 の 値 が 61H と する と , モー ド に よっ て どの よう に 表示 され る で し ょ うか . 


VRAM の 内 容 
7 6543210 
61H|0|1|110|10|010|1| 


図 8-2 モー ド と 表示 の 差 
※COLOR は すべ て 初期 値 と する 


この よう に 同じ アー タ で も モー ド に よっ て 大 きく 人 違う こと が 分 か り ま す . 
ei モー ド T 


文字 と バック の 色 を 変え る 信号 は アト リ ビ ピュー ト の bit 1 (CSS) と bit 0 (INV) で 行ない ま 
す 


CSS 信号 が 文字 の 色 を , INV が バッ ク の 色 を 決定 し ます . 
CSS…0 三 緑 
つっ 1 ニ オレ ンジ 
INVー0= 黒 
ー っ 1= 縁 また は オレ ンジ (CSS で きま る ) 


湊 の プロ グラ ム を 実行 すれ ば CSS, INV 信号 と 色 の 関係 が よく 分 か る は ず で す . 
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19 SCREEH 1,2,2: CLS 
2 り PUKE &HE288,&H61: LOUCRTE 5,8:PRINT “CSS IN り 


3 FUR != ニ g TO 3: ロニ PEEKC&HEB88) RND&HFC: PUKE &HEB 
8, UR I 


dg IF 1 FNHD 2 THEN LOCRTE 6:9:PRINT "1":BUTU 68 
59 LOUCRTE 6,9:PRINT "BB" 


69 IF 1I PHD 1THEN LOCRTE 12.9:PRINT "1":BUTOU 89 
?7g LOUCRTE 12.9:PRINT"B" 

8 FUR J ゴ =g TOU 3g98:NEXT JiNEXT 1 

99 GUTU 38 


に 関 に LDP 較 に LDHD 較 5 ロ UTU 較 L1 ニ | 園 FU 


(2 の セー スッ に る 
この セミ グラ フィ ッ ク は 1 キャラ クタ ご と に し みか 色 を 定義 で きま せん . これ は PC-8001 の 
場合 と よく 似 て いま す . 


図 8-3 セミ グラ フィ ッ ク の カラ ー 設 定 
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19 SCREENI 2,2,2:CLS 3 

2g LOCRTE 9,:PRINT"DB ? 6 5 43 2 1 CSS 

3B FDR CS=9 TO 1: PEEKC&HEB9g) DR CS*2: PDKE&.HEB 
gg R: LODCRTE 29,9:PRINTCS 

4B FOR !=B TO 255 

5 C=I:FOR J=? TO g STEP 一 1 ルト 

8 IF C>=2 へ 了 THEN LUCRTE 21- 了 *2。9:PRINT "1":C ニ C 
ー2 へ 本: GOTD 8g 

?9 LOCRTE 21-2*~, 9: PRINT*B" 

88 NEXT = PDKE &HE28, 1:FDR ゴー=9 TD 1:NEXT 了 :NEXT 

1 :NEXT CS:GOTO 38 


この プロ グラ ム で デー タ と 表示 を 見 る こと が で きま す . 

(69UMNKEKSNRS3 

CSS と デー タ に よっ て 色 を 変え ます が , CSS が , 1 バイ ト ご と で し か 定義 で きま せん の 
キャ ラク タ 内 で は 4 色 し か 使え ませ ん . 


7 6 543210 
ーー\ー ジ ーーーー ハ ーー ヘーー ハ ーー ンー ン 


E。 Es Ez 
この 2 ドット の 組み 合わ せ で 色 を きめ る 


図 8-4 モー ド 3 の カラ ー 設 定 


カラ ー を 調べ る プロ グラ ム 


19 SCREEN 3,2,2: CLS: CDLUR 2 
28 LOUCRTE B8:PRINT"? ア 65 9432 1 B":LUCRTEB: 18 


39 FURCS=B TU 1: ローPEEKC&HEBBgB) UR CS*2: PUKE&HEB 
9: Hz CULUR 111 

35 LINEC2 132 う 一 CB 193) 。 1.BF: LUCRTE 1,11:CULUR 
2: PRINT CS 

4 FUR 1 TO 255 

っ 5g C 三 I:FUR J= ニ ? TU ロロ STEP 一 1 

ら 5 り IF C> ニ 2^ 了 THENLOUCRTE 19-ー 了 *2 つ 9: PRINT "1" : ヒー ビー ご 


人 Ji GUTOU 8 

7 LUCRTE 19ー2* 了 本 。9: PRINT" 8" 

8g NEXT 了 :POUKE _S&HE2g9, 】 : FOR J ゴ = ニ B TU 188:NEXT 

398 LOCHTE 8,9: CDLUR1,1, 1:LINECB, 188) 一 て 255, 1 19) , 
1,BF: CULUR 2 

199 NEXT TI:NEXT CS:GOTD 38 


CSS と デー ク ・ ビ ピット に 対応 し た 部 分 の 色 が 変わ り ま す . この モー ド は プロ グラ ム 的 に は 
一 番 使い や すい と いえ ます , 


デー タ の 各 ピ ビッ ト | 色 


図 8-5 モー ド 4 と カラ ー 設 


色 を 調べ る プロ グラ ム 


18 SCREENI 4,2,2: CLS: CULODR 1 

2 LUCRTE 9.8zPRINT"DB ? ア 655 4321 ピ 8 ロ CSS* 

3 FUR CS ニ 1 TU 2: CDULUR, , CS 

4 FUR 1 ニーロ TO 255 

45 CULUR 8 ロロ, CS LINECB, 188) う 一 C248, 1 19) , , BF : CDLO 
R1:LOUCRTE294,9: PRINITCSー1 

っ C 三 I:FOUR = ニ ? TOU ロロ STEP 1 

5P IF C> ニ 2 へ 本 THEN LOUCRTE 21 一 了 *2 つ 9: PRINT" 1" : C 三 Cー 
2^J 了 z GUTOU 8 

7 LUCRTE 2 つ 21 一 2* 丁 , 9: PRINT" ロ “" 

8B NEXT 本 iPUKE &HE2B8, 1 :FUR 二 =ーB TO 188:NEXT 了 N 
EXT 1:NEXT CS GOUTOU 38 


この よう な VRAM の 操作 は 機械 語 レ ベル て で 行なう と , BASIC と 比較 し て きめ 細か な 操 
作 が で きま す . 
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8-4 Nsn-BASIC に な い 命 令 を ある 命令 で 代用 する 


N。。-BASIC で は 削ら れ た 命令 の 内 , 一 部 は , 他 の 命令 を 組み 合わ せ て 代用 する こと が で 


ます . N-BASIC の プロ グラ ム を 移植 する と き の 参 考 に し て 下さ い . 


N-BASIC N。。-BASIC 

AUTO 二 

EE 記 | EXEC と USR 参照 

BEEP ー・ PRINT CHR$(7) ま た は EXEC &H1BCD 

BEEPO ー… EXEC &H1B60 

BEEP1 ーー SOUND 0, 85 : SOUND 1, 0 : SOUND 7, 62 : SOUND 8, 7 
MOTOR 0 ー・ EXEC &H1B49 

MOTOR 1 ー・ EXEC &H1B4B 

X MOD Y 一 X-INT( ノ Y) *Y 

MON ー・ 付録 参照 
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第 9 章 EXEC と USR 

ら 9ー 仙 所 演 久 

9ー ク 2 EXEC と USR 

9-2-1 EXEC 

9-2-2 EXEC の 応用 

9-2-3 USR 

9-3 9 数 

9-3-1 数 値 弄 

9-3-2 文字 型 

9-4 BASIC を 機械 語 で 
9-4-1 ファ ンク ショ ン キ ー・ イ ニシ ャ ヤラ イズ 
9-4-2 KEY LIST 

9-4-3 日 本 語 エ ラー メッ セー ジ 


本 


夫 和 に HY 才 


に 2 み M 表 


第 9 草 EXEC とり USR 


093 世 三 ダ 


PC-6001 に は モニ ク が あり ませ ん の で , 機械 語 を 使用 し に たい とき は PEEK, POKE の 命 
今 を 用 いて , ノ モ リ 内 容 を 操作 し な く て は な り ま せん . これ で は , 機械 語 プ ログ ラム を つく 
る と き に 非常 に 不便 で す . 

巻末 に , タイ ニー・ モ ニク プロ グラ ム を 載せ まし た が , 本 格 的 に 機械 語 を 使っ た り , BASIC 
の 内 部 を 知り た いと き に は , や は り , モニ ク ・ROM か 必要 で て しょう. 

友 走 する た びに , LOAD し て いた の で は プロ グラ ミン グ ど ころ で は あり ませ ん し , 他 の BASIC 
プロ グラ ム を 実行 する こと が で き な い か ら で す . 

各社 か ら , PC-6001 用 の モニ ク , アセ ンプ ブラ が 発売 され て いま す の で , 基 非 , 利用 され る 
と よい で し ょ う .(PAPA-MONITOR・ シ ステ ム ソ フ ト ,SEAM60- ア セン プラ ・ ア スキ ー コ 
ンジ シュー マー プロ グ ク ツ 等 ) 


機械 語 を 打ち こむ 簡単 な プロ グラ ム は 下記 の と お り で す ., 


1988 INPUT "DR" iD 

11B DURLC"&h " す D も う : IF D く <B THEN Dー65536+D 2 

12B FUR ! ニ D TO 65535: INPUT FE: PUKE TL,URLC"&h" 二 提 字 
う Js:NHEXT 1 
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9-2 EXEC と USR 


2 に お いて は 機械 語 の プロ グラ ム を コー ル し た めい 場合 は , EXEC また は USR 
を 使い ま 

EXEC 0 USR の 違い は , EXEC が 機械 語 プ ログ ラム を コー ル す る だ け な の に 対し て , 
USR は 機械 語 プ ログ ラム に デー タ を 受渡 すこ と が で き , また , 機械 語 プ ログ ラム か ら BASIC 
へ デー タ の 受渡 し も で きま す . 

さて , EXEC と USR の 使い 方 を 実例 を 交 えて 説明 する こと に し まし ょ う . 


9-2-1 EXEC 


EXEC は 直接 , 機械 語 プ ログ ラム に 対し て 直接 デー タ の 受渡 し は で きま せん . 

使い 方 は EXEC の 後に 実行 する 機 要 語 の アド レス を 与え ます . この アド レス は 10 進 , 16 
進 , 変数 、 式 の いずれ も 使用 可能 で す . 

機械 語 の プロ グラ ム に RET 命令 が ある と BASIC へ 戻り ます . この と き レ ジス タ の 値 は 
どの よう な 値 で も か まい ませ ん . すなわち , EXEC や USR で は BASIC か ら 飛 ん で くる 前 
に レジ スタ の 退避 が 済ん で いま す の で , 機械 語 プ ログ ラム で レジ スタ を 保存 する 必要 は あり 
ませ ん . 


1 ロコ EXEC &H1DFB 


上 の プロ グラ ム を RUN し て 下さ い . 画面 が クリ の 0 放す 
これ は 1DFBH 番地 が 画面 クリ ア (CLS 命令 ) の 処理 ルー チン で , ここ を コー ル す れ ば 当然 
と な が ら 画 面 が クリ ア さ れる わけ で す . 

陸 。 うに EXEC は 機械 語 プ ログ ラム を コー ル す る だ け で , 機械 語 プ ログ ラム と の デー タ 
の 受渡 し は で き な い よう に な っ て いま す が , 使い 方 に よっ て は , デー タ を 受渡 すこ と が 可能 
7979 

それ は デー タ を POKE 文 で メモ リ に 書き 込ん で お き , 機械 語 プ ログ ラム に 飛ば し た 後 , そ 
の メモ リ の 内 容 を 機械 語 ル ー チ ン て 処理 し ます . その 後 , 結果 を メモ リ に スト ア し , BASIC 
に 戻り , PEEK 文 で 取り 出す こと に よっ て BASIC の デー タ と し て 使用 する 方 法 で す 。 

例 と し て STICK の 命令 を EXEC で 処理 し た プロ グラ ム を 挙げ ます . な を お, ペー ジ 指 定 
は 32KB, 16KB と も 2 を 指定 し て お いて 下さ い . 
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1 ロコ CLERR 188,&HDDFF 

2 FUR 1!= ニ &HDEBB TU &HDEBD 

3 RERD DR も : PUKE 1 り URLC"&h "+D も もう 

4 ロロ NEXT I 

5 ロー ロロ : PUKE &HDE 1 

5g EXEC &HDEBg 

アロ B デ PEEKC&HDE 18) 

89 PRXIHT B 

9g GOUTOU 58 

1 so 3a 1 ヨロ, de cd 39 フク 2 cd 1。 ロア PD 』 32 ぁ 1 ロ , de 
C 


0 
A ニ 0 : キー ポー ド 
ルシア 
A 三 2 ジョ イス ティ ッ ク 2 
ジョ イス ティ ッ ク を お 持ち で な い 方 は , 必ず A= 0 に し て お いて 下さ い . 


SA10DE STICK: LD Aa,(ODE10H) ジョ イス ティ ッ ク の No. を Acc に 入れ る 


CD3922 CALL 2239H ジョ イス ティ ッ ク の 方 向 を 調べ る 
CD4107 CALL 0741H FAC-1 の 値 を 整数 に 直す 

7B LD AL,E 

3210DE LD  (ODE10H) ,』 Acc の 値 を DE10H 番 地 に 格納 する 
C9 RET 


PEEK, POKE で の デー タ 受 渡し で は デー タグ の 数 が 増え る ほど , BASIC で の 処理 に 時 間 
が か か り 過 ぎ ま す . これ で は 機械 語 を 使う 意義 が あり ませ ん し , テク ニッ ク 的 に も 幼稚 過ぎ 
ます . し か し , 工夫 し だ いて 簡単 に デー タ を 受渡 せる こと が 分 か る で し ょ う . 


9-2-2 EXEC の 応用 


N。。-BASIC 内 部 で EXEC が どの よう に 処理 され て いる か 説明 し ます . 

EXEC 命令 が ある と , まず 機械 語 の 飛び 先 の アド レス を 調べ て DE レジ スタ に 入れ ます . 
次 に BASIC テキ スト の ポイ ンタ で ぁ ある HL レジ スタ を スタ ッ ク に 入れ ます . そし て 機械 語 
プロ グラ ム か ら の 戻り 先 に を る 39B8H 番地 を スタ ッ ク に 入れ , DE と HL の 値 を 変換 し , 
HL で 指 さ れ る 番地 に ジャ ンプ し ます . 


例 
18 EXEC&HDEB: END 


CU こさ 。 
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10 EXEC &  H 
人 5 
8400 00 OF 84 0A 00 45 26 48 
D 二 SB 0 0 END 
| | | | | | 
8408 44 45 30 30 3A 80 00 00 
① "&HDE00" を 紫 数 に 直し て DE に 入れ る 50OH 
② HL の 値 (840CH 番 地 を さして いる ) を スタ ッ ク に 入れ る 39B8H 
③⑬③ スタ ッ ク に 39B8H を 入れ る (機械 語 か ら の 戻り 先 ) 6 
④ DE と HL 交換 (EX DE、 HL) 
⑮⑤ HL 番地 へ ジャ ンプ する (JP (HL ) ) 
図 9-1 
と な り ま す . 


し た が っ て , 機械 語 ル ー チ ナン 内 で , スタ ッ ク 中 の HL の 値 を 操作 し て , EXEC 文 で 直接 
パラ メー タ を 渡す こと が で きま す . 

実際 の パラ メー タ の 与え 方 と し て は , EXECI ア ドレ ス |, し * ラ メー タ | の 型 に な り ま す . この 
よう な 型 で EXEC を 実行 する と 、 ス タッ ク に 入っ た HL の 値 は カン マ の ある アド レス に な っ 
て いま すか ら , 機械 語 プ ログ ラム で , この HL の 値 を 取り 出し て , 後 の パ ラメ ー タ を 取り 込 


ee より ブー ク を も ら う こと が で きま す . 
例 と し て 行 番号 を 自動 的 に 発生 する AUTO の コマ ンド を 作っ て み ま し た . 


1 
2 


1 
1 18 
12 ロ 
13 ロ 
19 ロ 
158 
16g 
17 ロ 
18 
19 ロ 
4<1 と | 
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CLERR 3:&HDF3F 

FUR ! 三 &HDF9 ヨ B TU &HDFFF: RERD も : PUKE1I , り RLC" 称 日 
" 十 昌 も う : NEXT 1I 

DRTR E1,21。 ロ RB。 22。F9。 DF , 22,F6, DF ,E1 2H。 DP。 
28 26 ぅ FE 

DRTR 2C,C2 ER 3 D?。 FE, 2C, 2 9 CD, 5F , ?, ED。 
53 ぅ F, DF 

DRTH 28。 13。 CF 2C, 28, BF 。 CD, 5F , 7 ED 3。F6。 DF > 
C つ E 和 : 3 

ECU0G つっ. の 23E CK コリ うつ 33・ 上 に コ < 35 っ エル ィ 
DRTH 22.94。FF 21。TC』 DF , 22, 9D,FF , CD 58。 1 CD。 
1 2 ア 。 CD 

DRTR 2D,2 ア 。2 明 。F。 DF , E5。 CD, 1。 3 ロ , 3E, 2 CD。 C ア ェ 
26 CD。F9 

DRHTH 28,38。2F 。 DP。 CD。 1E, ロ 5, 4?。D1,C う 3, 78 ロロ F 1 
CD DE 。 DF 

hi が 262RPIEGo BEPo ユラ ェ コ 8 っ よう > ユユキ ッ Fr まい 
DRTP 22。F9。DF 18,CD。F1,3E,BD, CD, C ア 。 26 3E > Bs 
CD: C7 つら 6 

DRTH 18,DE,E1.3E, C9。 32。93。FF , 32,9C』FF ,C う 5? ェ 
9 23 ぅ EB 


DHTH 652。 ら 6 ? ア E ヒ つう 。 B6 CB つ ③。 つう ③。 つ 3。 ロ F , BE , つう ③ ぅ 。 つ ロ 
FC EB。 ツラ 


2 っ 1 DRTHR 2 18, EC, 9 9 8 9 B ヨ , 9 8 9B。 B。 
に 」 に 」 


使い 方 
EXEC&HDF40, 行 番号 , 増分 


行 番号 に 始ま り , 増分 ずつ 加算 され た 行 番 号 を 発生 し ます . この コマ ンド は STOP を 押す 
こと に より 解除 る きれ ます 。, 


例 EXEC&HDF40, 100, 10 100 番 か ら 10 番 お き に 行 番号 を 発生 . 


9-2-3 USR 


USR は 引数 を 持っ て 機 徹 語 プ ログ ラム を コー ル し ます . この USR は N-BASIC と 比較 
し て 2 つ ほ ど 機 能 が 低下 し て いま す . 

ひと つ は , 機械 語 プ ログ ラム の アド レス を セッ ト す る と き , N-BASIC で は DEFUSR で セッ 
ト で きた の に 対し て , N。。-BASIC で は POKE 文 を 使い , FAEBH 番地 , FAECH 番地 に セ 
ッ ト し な けれ ば な ら な いこ と で す . また , N-BASIC で は 10 種 類 定義 で きた の に 対し て , ひ 
と つ し か 定義 で を きま せん. 

し か し , この あたり の 機能 を 科 な うた め に EXEC の 命令 が あり ます . 大 体 に お いて 機械 語 
を 単に サブルーチン と し て 使う 例 が 多く , 引数 を 受渡 す よ うな 使い 方 は 極め て 少な いと 言え 
ます . それ な ら ば 定義 する 必要 の な い EXEC の 方 が USR より 使い や すい こと に な り ま す . 

さき て, も う ひ と つ は 受渡 す 引数 の 型 が 数 値 型 し か で き な い こと で す . N-BASIC で は , 数 
値 型 (整数 , 単 精度 実数 , 倍 精度 実数 ) と 文字 型 が 使用 可能 で し た . Nss-BASIC で は 文字 型 は 
TM Error に な り , 使う こと が で きま せん . 


18 CLERR 38:&HDDFF 
2 PUKE&HDEB &HC9 
3B PUKE&HF REB, ロ 

dB _ PUKE&HF REC:&HDE 
5 ヨコ INPUT ※% 

6 ローUSRC※X う 

7 PRINT GUTO 58 


この プロ グラ ム は , 機械 語 プ ログ ラム で は な に も し な いで BASIC に 戻っ て きま す . これ 
は A= 駐 と 同じ 処理 に な り ま す . 

RUN させ て 又 に いろ いろ な 値 (実数 , 整数 ) を 入れ る と , A の 値 が X の 値 と 等 し いこ と が 分 
か り ま す . それ で は 50 一 70 行 を 決 の よう に , 変更 し て RUN し て 下さ い . 
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っ 8 INPUT も 
6g FUSRCX も う 
7B PRINT RF: GUTUD 5g 


?TM Error in 60 が 表示 され て し まい ます . N-BASIC で は これ は エラ ー に な り ま せ 
ん . N。。-BASIC で は 機械 語 か ら 戻 っ て きた と き に 数 値 型 で も ある か チェ ッ ク し て お り , 文字 弄 
は TM Error に な る よう に 処理 され て いま す . それ ゆえ に 文字 型 は 使用 で き ない か ら で す . 
し か し , これ も ワ ー ク エリ ア を 操作 すれ ば , 簡単 に , 文字 型 も 扱え る よう に な り ま す ., 


9-3 数 
9-3-1 数 値 型 


引数 は , FAC( 浮 動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ ) を 通し て 受渡 され ます . この FAC の アド レス 
は FF65-FF6AH で す . 

N-BASIC に お いて は , 整数 型 , 単 精度 型 , 倍 精 度 型 の 明確 な 区 別 が あり まし た が , N。。-BASIC 
に お いて は 実数 型 し か な 〈, 整数 型 は , 実数 型 に 変換 され て FAC に 入り ます . その た め , 整 
数 型 を 引数 と し た 場合 は 実数 型 か ら 整 数 型 へ の 変換 を し な けれ ば な り ま せん . その 変換 ルー 
チン に 当たる の は , N。。-BASIC 活用 表 に 例 と し て の っ て いる , 0741H 番地 で す . 

逆 に 機械 語 よ り BASIC に 受渡 す と き は , 整数 か ら 実 数 型 へ 変換 し な けれ ば な り ま せん . 
それ が , OD16H 番地 (A,B レ ジス タ に 値 を セッ ト す る こと ) に な り ま す . 

整数 型 の 例 と し て ,。 エ ラー コー ド を 引数 と し , その エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 する プロ グラ 
ム を 示し ます . N。。-BASIC で は エラ ー コ ー ド は 0 40 ま で の 偶数 だ け で す の で 奇数 は 入れ な 
いで 下さ い . 


18 CLERR 3,S&HDF ロ BB ロー1 に 
29 FOUR I=&HDFBB TU &HDF1F: RERD も ま :PUKE T エ URLC" 和 & 
h "+ 昌 負う : NEXT 1 
3g PUKE &HFREB, 8 
H ロ PUKE &HFREC,&HDF 
っ 5 INPUT 
8 販 NFComo se 
1 DRTR cd,91,g7, つ 1 9b 3, 19。,3e 3 コ す > Cd CPP アッ ブ ロッ アッ 
cd c ア つら 6 
1 1 DFHTHR つ 3③, Pe 』 cd c ア 252 つ 1. 8 ロ 3 cd c 征 > うけ a 千 うつ の ぅ 
つら 5 千 季 。 c9 
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実数 型 の 引数 は その まま FAC に 入る の で FAC の 内 容 を その まま 取り 出す だ け で 使え ま 
す . 2 ァ グ XX の 計算 を させ る プロ グラ ム を 載せ ます . 


19 CLERR 38,&HDFBgー1 ご 

2 FOR 1I= ニ &HDFBB TU &HDFBF : RERD も :POKE 1,URLC" 
h "本 月 生ま う : NEXT 】 

3 PUKE &HFREB, 8 

49 PUKE &&HFREC,&HDF 

5g INPUT % 

659 ローUSR CX う 

アロ PRI ト IT GOTOD 58 

19 ロ DFRTR cd すす 41.39.21.=5』 3d』 11,656 テ 生生: cd 1a,39 cd 
6 38。 c9 


9-3-2 文字 型 


文字 型 は エラ ー に な る こと は 前 に 述べ まし た . これ は 機械 語 か ら の 戻り 先 が 0BD8H 番地 
に な っ て お りこ こ ぞ て 数 値 型 の チェ ッ ク を し て いる か ら で , この 0BD8H 番地 へ , 戻る の を 機 
械 語 の 部 分 で 変更 すれ ば 文字 型 を 使え を る よう に な り ま す . 


19 中 ー" BCDEFG" 
2 CS 三 USR て C 昌 も う 


上 の プロ グラ ム を 実行 する と , FF39H に 文字 列 の 長 る , FF3BH, FF3CH に 先頭 アド レ 
ス が セッ ト さ れ ま す . 次 は , 文字 列 を 引数 と し て 渡し , その 文字 列 を 逆 に CRT に 出力 する 
ジロ ンジ クン: 


1 ヨコ CLERR 3.&HDFB ロ ー 1 

2 FOUR 1I=&HDF8Bg TU &HDF18: RERD も :PUKE 1:URLC" 多 
h “本 各 和 も う : NEXT I 

3 POUKE &HFREB, ロ 

4 ヨロ POUKE &HFREC,&HDF 

5 INPUT も 

8 NR 

18 ロ DRTR 3a, 39, 千 千 , 2a, 3b , 千 千 。 6 9 4 9。 2b 4 の 。 6 > 
cd ic つら 6 

11 ロ DRTRR 2b,1 ロ 9,e1.cd: 千 aa e 1。 c9 
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文字 型 の 引数 を BASIC に 戻す 例 と し て , ひら が な ー カ ナ 変 換 の プロ グラ ム を 挙げ ます . 


9-4-1 


CLERR 388,&HDF ロ ロー 1 

FUR I=&HDFgg TO &HDF14: RERD も : PUKE 1 URLC" 多 
h " 二 昌 お ) :NEXT 1 

PUKE &HFREB: け ロ 

PUKE &HFREC,&HDF 

INPUT 

RUSR CX も う 

PRINIT も :GBOUTOU 58 

DRTFR 3a 39。 和 †f, 2a,3b』 千 和 イ , 47。 7e cd 9 邊 。 13 アア つづ 』 
19, 和 Be1 

DRTR cd, 和 fa, ロ aje1,c9 


BASIC を 機械 語 で 


ファ ンク ショ ン キ ー・ イ ニシ ャ ライ ズ 


ファ ンク ショ ン キ ー の イニ シャ ライ ズ ( 初 期 設 定 ) を する 場合 、N-BASIC で は , 3A81H 番 
地 よ り 160 バ イト 分 ブロック 転 送 す る だ け の 簡単 な 処理 で すみ まし た が , N。。-BASIC で は キー 
入力 の 章 で 説明 し た よう に メモ リ の 節約 の た め に , 初期 設定 の 内 容 が 中 間 言 語 二 1 文字 の 2 
バイ ト に な っ て いま す . 

この 2 バイ ト を ファ ンク ショ ン キ ー の バッ ファ に 入れ る の は , BASIC を 使う より 機械 語 の 


方 が 簡単 に で きま す . 
1 ヨコ CLERR 3gg,&HDF ロ ロー1 
2 ヨロ FOUR 1I=&HDFBg TU &HDF2F: RERD PP も も: PUKE 【I ぅ ULC "名 
H"+ ロ も う :NEXT I 
1 ロロ DRTR 6, ロ a,21,3d 和 fb 11. 5 アロ 1。 c5。 =5, 1a.d5。 cd 
55. ロ 6 e6 
1 1 GE 1a。 13,23,。 fa 8 38 邊 5,d1。13。 1 コ 84 ュ アア ェ 
ロ s 
12g DRTR 7?7,e 1. ロ 1 ロ 8 9 c 1。 1 。d 千 , cd b5。 1 つ ょ Cc9> 
gd 9 
使い 方 


EXEC & HDF00 
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9-4-2 KEY LIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 見 る プロ グラ ム は 前 に BASIC で つく り ま し た が , それ を 機 
械 語 に 置き 換え て み ま す . 使い 方 は KEY LIST と し ます . 


ke liS て 

F--1 CULOR F-6 SCREE ト I 
F-2 _ CLOUD" F--? CSFUE " 
F-3 GUDTO F-8 PRINT 
F-9 LIST F--9 PLRY 
F-5 RUN F-1g CUNT 
0Uk 


19 CLERR 59,&HDFgー1 
2 FOR 1I=&HDFgg TU &HDF6B 

3 ロ RERD FR: PDKE 】I,URLC"&H"+R も う 

4 NEXT 

5B PDKE&HFRB1, B: PDKE&HFRB2,&HDF 
199 DRTR FEz97。C2。 53 23, D?。 E5。 1 65。FB。 21。 3D。 FB。 
118 pTR 2D。DF。EBzC6 95, CD。2Dz DF。F5, 3E。 5D。 CD, CP, 
12 ロ pTR CD C7。26>F1EBz D6z 94。 FE。 B6。 26, Ed。E1> C9。 
138 PT 21> 69。DFzCD。CF。36F1F5z 6F。 26, 98, CD, 1。 
148 DQTa CD。C7。26F1,D1,E1。F5。 ES。 96。 98。 7E。 23。 B?: 
15g DT 29。39,92。 3E 2B, CD。 C?。 26。 19,Fg。 3E。 28, 99。 
159 DRTR 15,FB,E1,81,98, 98, 3,F1, C9, 6, 2D, 98 


9-4-3 日 本 語 エ ラー メッ セー ジ 


N。。-BASIC の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 2 文字 の 省略 形 で 表示 され る た め に , 入門 用 と し て は 使 
い に く く な っ て いま す . その 内 容 を 理解 する まで は , エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 を 頻 筐 に 見 る 
こと に な り , 非常 に 不便 で す . 


151 


そこ で エラ ー メ ッ セ ー ジ を 日 本 語 で 表示 させ て み ま し ょ う . 

エラ ー が 発生 する と EE レジ スタ に エラ ー コ ー ド を セッ ト し て 0401H 番地 に 飛ん で きま す . 
そし て この 番地 以降 の アプ ログ ラム で エラ ー を 表示 し て いま す . エラ ー 処 理 ル ー チ ン は ディ ス 

ク 命 令 等 の 追加 の た め に フッ ク 番 地 を RAM に 設け て いま す . それ で この フッ ク 番 地 を 利用 
し て , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 変更 する こと が で きま す 。 


1 CLERR 3g8,&HD9FF 
2 FOUR 1I=&HDRBB TU &HDR3F : RERD FR も : PUKE 1 URLC"& 
h " 十 則 生 う : NEXT 1 
3g FRD=&HDR3E: FUR 1 三 TU 2: RERD FR 中 R: C 三 LENIC 則 う : 
FUR J=1 TOU C 
に 12 OS OAD J: PUKE RD 
キ Jー1 ユ 5 
5 RD=HD+ 了 :NEXT Ii 
9 POUKE&HFF8D:&HC3: PUKE&SHFF BE 9: PUKE&HFF BF , &HDR 
1 MM T9,39.d5, cd,?a 13。 cd cd 1b,d1.cd。 つ dd 
> 
11B DRTR 1c,93,21.3d,da:a 和 ff,be, つ 3 2 fc ) 1 ロロ , 衝 る 。e5 ぅ 
2a, 5d fa 
12P 052 78802 ロロ 9,cd:a1.3a 2 つ 1.35.daz cd:c 寺 > 
ぅ 己 エ 5C 
13 ロ DRTH c†T,3g,c3. 91 ロロ 4 c さ > de,dd,c6:b5, b つ Cc うつ ロワ 
9 9 けり 
2 RENM ゴーERROR _hMSG DRTR 
21 ヨ DRTRR "FOUR カ ^~ ナイ ノニ NEXT が “ アル 。 “5 
228 DRTR "ボン ホ マウ アヤ マリ 。 " ぅ ロ 
23g DRTR "BUSUB テ ヾ ナイ フ ニ RETURND カ アル 。 "けり 
249 DRTR "DRTR カ タリ マセ ン 。 "日 
25g DRTR "カン スウ ・ ス テー トメ ント JJ アタイ オカシイ 。 "5 日 
26g DRTR "ケイ サン ケッ カカ オカ シイ 。 "けり 
2 DRTR - メモ リー 7 タリ マセ ン 。 "> 
28g DRTR “シテ イ シタ ま ヾ ョ ウン で ウー アリ マセ ン 。 " ぅ ロ 
29 DRTR "イレ リウ ソ ェ エミ ぐー ナ ア タイ カ ~ オカ シイ 。 "5 
38g DRTR "リロ イレ リラ 2 カイ テイ キシ タ 。“" ュ ロ 
31g DRTR "ロロ テ ヾ ワリ サエ ンジ シタ 。 "5 ロ 
32g DRTR “INPUT, DEFFNI jn DIRECT テ リカ エマ セン 。 “" ぅ り 
33g DRTR "ヘン スウ ノ カタ カカ ~ チイ マズ 。" ぅ 8 
349 DRTR "モニ リョウ イキ カカ ^ タリ マセ ン 。 "日 
35g DRTR " 王 忌 フナ が サ が 255 ヲ ラ コ エ タ 。 " ぅ 8 
36g DRTR "モニ バー フフ シキ が で フフ サウ スキ で マス 。 "5 
3?78 DRTR "CUNT フ ノウ 。 "  d 
389 DRTR "FNDN テイ キ ヾ サレ テイ マセ ン 。 “" ぅ ロ 
39g DRFTR "テー フ ” フフ ヨミ マチ カイ テ ヾ スズ 。 " ぅ ロロ 
89 DRTHR "UPERRND カ ^ タリ マセ ン 。 "日 
941 ロ DRTR “ファ イル ノ DRTR ノ J カタ が オカ シイ 。 "5 


152 


第 10 王 ラジ ダ あ テク ニッ ツ の 

10 一 1 TIME 

10-1-1 タイ ム 機 能 

10=1 に 2 ダイ 0 ン 0 の EE ツウ に ド 

10-2 知 つ て いれ ば お も し ろ い ラン ザム テク ニッ ク 
10-2-1 CLOAD PRINT 

10-2-2 GL_O_LT こ O 

10-3 アン リス ト の 万 法 

10-4 SCREEN の も うー つの 使い 方 
10-5 画面 を 消し て 実行 速度 ジップ 

10-6 1 行 は 71 文 字 以 上 可能 か 

10-Z 拡張 ROM エ リア の 使い 記 

10-8 PRINT と LPRINT の 切り 換え 
10-ー9 PEEK, POKE を 使 つ て 省 メ モリ 化 
10--10 アペンド 

10-11 行 番号 を O に する 記法 

10-12 PRESET を PSET と し て も 使え る 
10-13 グラ フィ ッ ク で 相対 座標 が 使え る 
10 一 14 エラ ー の 音 を 変え て みよ つう 

10-15 SOUND, PLAY 関 係 の デフ オル ト 値 


0 
の っ 
WW。 1 


第 10 章 ラン ダム テク ニッ ンク 


10-1 TIME 


10-1-1 タイ ム 機 能 


PC-6001 は 時 計 用 の 専用 の IC を 持た な いた め , 1/512sec の タイ マ 割 り 込 み を カウ ント アッ 
プ し て それ を クイ マ が わり に 使用 し て いま す . 


19 CLS 

29 LUCRTE 89 
3 PRINT TIFE 
49 GOUTOU 289 


上 記 の プロ グラ ム を 実行 を せる と 下位 の 桁 が めまぐるしく 変化 し て いる の が 分 か り ま す . 
これ は クイ マ が 1/512sec(1.953ms) ご と に 2 つ ず つ カ ウン ト ア ッ プ し て いる た めで す . 

PC-6001 の 内 部 で は カウ ンタ 用 の バッ ファ が 4 バイ ト 設 定 さ れ て いま す . TIME 関数 は , 
この バッ ファ の 内 容 を 10 進 数 に 直し ます . 10 進 で は 4 桁 目 が ほぼ 秒 の 単位 に な り ま す が , こ 
の 機能 は あく まで カウ ンタ で あっ て 時 計 の 機能 で は あり ませ ん . 仮 に 61 秒 に な っ て も 表示 は , 
101XXX に な ら ず に 61XXX と な り ま す . この よう に 時 , 分 , 秒 を 自動 的 に 処理 し て くれ ま 
せん の で , 時 計 と し て 使用 する 場合 は プロ グラ ム で 時 , 分 , 秒 の 処理 を 行なわ な けれ ば な り 
ませ ん . 

また この カウ ンタ 機能 で は 1000 カ ウン ト が 1000/1024 秒 (0.9765625 秒 ) に な "ます の で , こ 
れ を 1 秒 と する と , ゲー ム 等 な ら 問 題 な いで し ょ う が , 実用 と する な ら 以 下 の よ うに 補正 が 
必要 で し ょ う . 

SECOND=INT(TIME/1024) 


10-1-2 タイ マ の セッ ト 


PC-8001 の と き は TIME$="00 : 00 : 00" で タイ マ を 0 に セッ ト で きま し た が PC-6001 で 
は それ が で きま せん . で は どう すれ ば カウ ンタ を 0 に セッ ト で きる の で し ょ うか ? 

方 法 1 リセット ま た は 電源 を OFF に し て 再び ON に する . 

方 法 2. カウ ンタ の バッ ファ を 0 に 書き 換え る . 

上 記 の 方 法 が 考え られ ます . 

方 法 1 は 非 現実 的 な の で 方 法 2 に つい て 説明 し ます . 

カウ ンタ の バッ ファ は FA28-FA2BH 番地 を 使用 し て いま す の で ここ を 0 に 書き 換え ま 
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18 PRINT "STRRT" iTIHME 
2 FOUR la に TU &HFR2B: PUKE I 


> ロ iNEXT 

39 PRINT “SET "iTIHME 
0k 

RUNI 

STRRT 89476 

SET 38 

0k 


20 行 を 実行 し た 後 30 行 で 表示 され る まで 時 間 が か か る の で 表示 され た 時 間 は 0 に な っ て い 
ませ ん . 
機械 語 で 使用 する と き , 


0000 210000 SETIME:LD HL,QOQOH 


0003 2228FA LD (QFA2BH) 。HL 
0006 222 人 FA LD (QFA2AaH) 。 HL 
0009 C9 RET 


この タイ マ 機 能 に は , PC-8001 より 優れ て いる 部 分 が あり ます . それ は タイ マ 割 り 込 み を 
止め る こと に よっ て カウ ント アッ プ を 一 時 停止 で きる の で す . これ を うま くく 使え ば 累計 タイ 
ム を 測る こと が 簡単 に で きま す . 


18 PRINT "STRRT",TIRE 
2 P=PEEKC&HFR27) : P=P DR 1:PUKE &HFR2P,P 

3 0UT &HBGB, P 

4 ロ PRINT "TIMESTOP" , TIME 

5 FUR !=1 TU 38g:NEXT 

68 PRINT "COUNT UP",TIME 

7 P=PEEKC&HFR27) : P=P RND &HFE: POKE &HFR2P,P 
88 DUT &HBB,P 


RUN 

STRRT 1222 
TIFIESTOUP 4272 
AR UP 272 


50 行 は た だ の 時 間 か せ ぎ で す . 50 行 で 時 間 を 浪費 し た の に も か か わら ず 時 間 は 増え て いま 
せん . 

ポー ト BOH が クタ イマ 割り 込み の ON OFF に 使っ て いる の で , 上 記 の プロ グラ ム で は 20 
行 で まず ポー ト BOH の 状態 (モー タ の リレー 状態 。 表 示し て いる ペー ジ 等 ) を 調べ て タイ マ 
を OFF に し て , ポー ト B0OH に 出力 し ます . そし て 70 行 で て タイマ を ON に し て BOH に 出 
お まず 
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0000 
000 さ 
0005 
O0007 
000A 


0000 
0003 
0005 
O0007 
000A 


6 5 4 


327FA STOPTI: 


F601 
DSBO 
ささ マダ /F 有 人 
じ 9 


3 人 27FA ENTTI: 
E6FE 

DS3EO 

さき 227F 全 

C9 


*ー ト BOH 


て らい 
いこ 】 
に 


さこ V 
| R 
ク A 
| M 
の 7 だ 
0 に 
N レ 
0 ス 
F 

F 


LD 
UR 
UUT 
LD 
RET 


LD 
aaND 
0UT 
LD 
RET 


・ 三 ご き へ ざ 


mm 〇 


A。 (OFA27H) 
1 

(0QEoH) ,a 
(OFA27H) 。 


A。 (OFA27H) 
OFEH 
(OBOH) ,a 
(OFA27H) 。 


0 ニク イマ ON 
1 ニク イマ OFF 


FA27H 穫 地 ・ ポ ー ト BOH の ステ ー ク スエ リア 

の た め に 正確 な カウ ンク と し て は 使え な い . 

※ ク イマ OFEF に し た まま で いる と 入力 時 に カー ソル が 
表示 きれ ず , 困る こと が ある . 


※DI 命 イ 


図 10-1 


: BIT 0 を 1 に する (タイ マー OFF) 
: ポー ト 出 力 


: BIT 0 を 0 に する (タイ マー ON) 
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10-2 知 つ て いれ ば お も し ろ い ラン ダム テク ニッ フク フ 


10-2-1 CLOAD PRINT 
セー プ し た プログ ラム の ベリ ファ イ を 行なう に は CLOAD ? 命 令 を 使い ます が , CLOAD P 
RINT で も , ベリ ファ イ を 行なう こと が で きま す . これ は , PRINT の 省略 形 で ある ? / が , 


中 間 コ ー ド 変換 に お いて 本 来 の “ ? ^ と 同じ も の で ある と みな され る た め に 起こ り ま す . 


10-2-2 GOTO 
GOTO の つづ り は 文字 と 文字 と の 間 が いく ら 空 いて いて も GOTO 命令 と 判断 し ます . 


10 GLLOUL、 TL... OO 100 


上 の プロ グラ ム の LIST を と る と 


10 GOTO 100 


文字 と 文字 と の スペ ー ス が つめ られ て , 正しい 命令 に な っ て いま す . 
GOTO の 書き 方 に は 一 般 的 に は GOTO と GO_LTO が あり ます . N-BASIC で は GOTO 
言語 を 持っ て いて 処理 を し て いま し た が N。。-BASIC で は GOTO 


だ けし か な く 〈《, その か わり に , 無 条件 に 文字 間 の スペ ー ス を 読み と ば す よ うに し て GO_ 械 


0 を 処理 し て いる た め に 起こ る 現象 で す . 
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10-3 アン リス ト の 詞 法 


LIST を 実行 し て も プロ グラ ムリ スト を と れ な くす る 方 法 で す , 
LIST を 見 せな いよ うに する 理由 と し て 第 一 に 考え られ る の は , プロ グラ ム の 保護 で し ょ 
の 月 

営業 用 の デモ プロ グラ ノム 等 の 盗用 が 問題 な の は も ちろ ん の こと , 個人 間 で も , 自作 の ブロ 
グラ ム を 許可 な く コ ピー る れる の は , 腹立たしい も の で す . 

アゲ アンリ スト する 方 法 は 2 つ あ り ま す , 

1.LIST, LLIST の ジャ ンプ テー ブル を 書き 換え て , LIST の 処理 を させ な いよ うに する . 

2. 最 初 の 行 番号 を 65535(FFFFH) に 書き 換え る . 

1 の 方 法 で は , EXEC で LIST の 処理 ルー チン に 飛ば すか , LIST の ジャ ンプ テー ブル を 
元 に 戻す こと に よっ て , 表示 ほれ る 欠点 が あり ます . 

そこ で 2 の 方 法 に つい て 説明 し まし ょ う , 

BASIC プロ グラ ムク 先頭 行 ( 例 の プロ グラ ム で は 10 行 ) は 8401H 番地 (16K 時 は C401 是 ) 
より 始ま っ て いる こと は 前 の 章 で 説明 し まし た . こ の と き プ ログ ラム の 先頭 の 行 番号 は 8403, 
04H(C403, 04H) 番 地 に 格納 され て いま す . この 部 分 を POKE を 使っ て FFH に 書き 換え 
る と リス ト が 取れ な く な り ま す . 


例 

LIST 

1 REN1 カケ ワン 

2 INPUT “ロー*s 昌 

3 INPUT “"Bー*:B 

4 コ PRINT “RxB 一 " : ロ *B 

っ B END 
PCke&h8483。&hff:poke&hB489。&h 了 f 
LIST 


0k 


この アン リス ト に し た プロ グラ ム を SAVE し ます と , 次 に LOAD し た と き に LIST が 見 
と くに Cg の 
それ を 調べ て み ま し ょ う 


に ご 


cSavue "カケ サエ ー ン “ 
Uk 


cload "カケ サン“ 
F o und : カケ ササ エン 
Uk 


た だ し この 方 法 で は 問題 に な る こと が あり ます . N。。-BASIC で は GOTO, GOSUB 命令 
が ある と, 先頭 の 行か ら 飛 び 先 の アド レス を 探す た め に , 行 番号 が FFFFH に な っ て いる と 
飛び 先 が な いと 判断 し て , そこ で 探す の を や め る の で , UL Error を 出力 し て し まう の で す . 


1 ロ REh1 カテ サン 
2 INPUT "RF"sH 
3 INPUT "B ニ "giB 


0k 
SROROS22SRINGGIBoIKGSDBA932SDY 


RUN 

Rn ロー? 256 

B=? 16 

RxB 王 4 ロ 96 

2UL Error in 5 
0Uk 


これ で は 困り ます の で プロ グラ ム 中 で 行 番号 を も と に 戻さ な けれ ば な り ま せん . た だ 単に 
戻し た だ け で は [| STOP | キー を 押し て LIST を 見 る こと が で きま す の て で, LIST と LLIST 
の 飛び 先 も 変更 し ます . 


1 ロコ REF ト 1 カケ サン 

12 PUKE&H84 ロ 3, 1 ヨ : PUKE&H8484 コロ 
19 PUKE&HFRBF , &HEB: PUKE&HF 9 ? 
16 POUKE&HFR91,&HEB: PUKE&HF R92 ぅ 
2 INPUT "ロー" ョ 月 

3 ロロ INPUT "Bー"gB 

qd コ PRINT “nxBー": 朋 *B 

っ 5 BOTOU 1 
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poke&h84 ロ 3.&h 和 f 千 poke&h89 ヨ 4,&hf 千 
DUk 
LIST 


トー ジ / 

Break in 2 ロ 
0Uk 

LIST 

DUk 


市 販 の ゲー ム の 一 部 に は , も う 少 し 高度 を こと を 行なっ て いる も の が あり ます . 

た と えば , ブログ ラム の 途中 (REM 文 の 後 な ど ) の 行 番号 を FFFFH に し , その すぐ 後に 
STOP キー の キャ ン セ ル を 行ない , 続い て LIST, LLIST の 飛び 先 を 変更 する , な ど と い 
う も の で す . 次 の プロ グラ ム を 入力 し , POKE &H851A, &HFF : POKE &H851B &HFF を 
実行 し て 下る い (SAVE する の を 忘れ ず に ). 


19 REN た 条 条 末 玉 人 


2 REh ト 1 * SFF1PLE PROUGRRI1 
3 REh ト 1 * o 千 本 
dd RE * UNLIST 字 
っ 5 REN1 * CC) 1982 二 
5g RE * bu 玉 
7 REh1 * RSC1I 1 SYSTEISUFT 聞 
8 RENM1 * 。 ぬ ri て て en bu FUJIKEN  * 


ピン に コロ 還 に も も た た も も そそ た そもそも を た も も も も も た も も も も も も も も 。 
188 PUKE&LH851n,&H64: PUKE&IHHB51B, 9 
11B CLERR 5g,&HDFB ロ ー1: GBDSUB 388 
12 ロ PUKE&HFRBF , &HE2: PUKE&HF 9 ツ 
138 POUKE&HFR91,&HE2: PUKE&HFR92, 
28g SCREEN 3,2,2: CDLDR 2, 1,2: CLS 
19 RX 三 INTCRNDC 1) *5) 二 1: RY マニ INTCRNDC 1) *5 う 十 1 
2 PSETC128, 186) 
238 IF RY>RX THEN RーーRY: ヨーRX: GUTUD 258 
2 R ロ ーーRX: ヨーR ヤ 
258 eo 2 っ D く > THEN RB: B=D: GUTO 
2| 


268 FOUR 1 ニ g TO 6. 35 ン B STEP . 1 ン B 
と UE 
0 


285 IF INKEY も S 三 "" THEN 285 

298 BOTOU 288 B 

389 FUR 1=&HDFBg TU &HDF26: RERD RS: PDKE TURLC" 錠 
H"+ 生 う : NEXT 

318 EXEC&HDF BB: RETURN 

32 EE 21 BD, DF , 22, ヨロ 2 Fn つ 1。 18。 DF : 22, 19,FR> C う 9。 

つっ 96 ヨ 

33g DRTR F5, CD 8 BE FE, 3。 18 9 C5 96 1,F5。 CD> 
8 ぅ BE ヒ ぅ FE 

う 3948 DRTR FR CT, つ D, F , C③ BC BE 
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と ころ で , エラ ー の ある 行 の 行 番号 を FFFEH と し て 実行 させ る と , どの よう な こと が 起 
こる で し ょ うか 7? 試し て みる と 典 味 深い で し ょ う . 


LIST 

に TECH-KNUMJ 

RSSGSHSAOS2 &Hfe:poke&H84g: &H 千 千 
LIST 


0Uk 
RUN 


10-4 SCREEN の も うー つの 使い 万 


SCREEN は ディ スプ レイ モー ド の 設定 お よび , 画面 の 切り 換え で し た が , それ 以外 に SCREEN 
関数 と 言わ れる 使い 方 が あり ます . 

N。。- BASIC 活用 表 に ある よう に , SCREEN 関数 は SCREEN(X, Y) の 形 で 使わ れ , 画 
面 上 の 座標 (XY) の 位置 に ある キャ ラク タ を 調べ ます . 


LIST 


1 ロコ LUCRTE 18, 1 ヨ : PRINT CHR も C65) 
6 PRINT SCREEN て C18, 19) 
RUN 


55 
Uk 


プロ グラ ム 例 を 見 れ ば 分 か る よう に `"A/ の 文字 を 画面 に 書い た 後 SCREEN 関数 で 呼び だ 
す と , “A? の キャ ラク タ ・ コ ー ド で ある 65(41H) が 表示 され ます . この SCREEN 関数 で 求 
め ら れる 値 は 。 キャ ラク タ ・ コ ー ド 表 と 同じ 値 に な り ま す . た と えば "月 "で あっ た と する と 
値 は 1 に な り ま す . 


1 ロ CLS: RD 一 &H828B: FUR !=B TO 255 

28 POKE RD+I IENEXT 

3 FUR Y ニ gB TU ?:FUR メニ ロ TU 31 

ロコ LUCRTE 1 ヨコ:PRINT “ペー リョ Kg デ アニ リョ アラ ョ ド “SCR 
EEN CX ぅ YY う g“ 

っ 9 NEXT ※ ぁ Y 


この プロ グラ ム を 実行 する と 全 キ ャ フク ク を 表示 し ,SCREEN 関数 で その 値 を 表示 し ます . 
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月 大 氷 木 金 土日 年 円 時 今 衝 右 季 ラ ェ エ エゴ ト 上 上 一 大 中 小 
!" 手 宮 多 7 て う * 二 ュー ン 123956789: : く < デニ >? 
gHBCDEF GHT TKLFINIUPGRSTUUMUXY ア ンマ [ ぎ ] へ ヘー 
abcdefghijk ImnopFS て UVMXU ア (は て 
全 ゆ 本 人 〇 る 訪 あ いう 二 お や ゆ よ っ あい つ そ お か きく け ご さしすせそ 
o「 』、・ ヲ ァ イ ラ ェ オ ャ ヤ ュ ョ ッ ー ア イ ウ エ オ カキ フケ コ サ シ ズ セ ソ 
タチ ' リ テト ナニ ダネ ノブ ハロ ヒ フ へ ホ マ ミ ム メ モヤ ユ ヨ ラリ ルレ ロワ ンー“ 
た ち つ て と な お に め わ の は ひ う へ ほ ま み む めも や 中 よら り る れつ わん 


ペー 311 Yー の 
0k 


10-5 画面 を 消し て 実行 速度 アッ プ 


画面 表示 の た め に 実行 時 の 約 婦 は ,CPU が スト ッ プ し て いる こと は 第 3 章 で 説明 し まし た . 
計算 を る せ て いる と きる や ソー ト 中 の と ほな ど , 画面 を 表示 する 必要 の な いと き は , 画面 の 表 
示 を 止め る と 実行 速度 が アッ プレ し ます. 

止め る と き に は OUT &H93.2 を 実行 し , 戻す と き に は OUT &H93,3 を 実行 し ます . 


画面 を 表示 し た と き 
に し あま 


29 「1 三 TIFTE 

3 FUR ! 三 gB TOU 5888 

dB 5S 三 S+1 Y ー 
っ NE※T 

G PRINT TIIFEー-T 1 


RUN 
226 
0k 


画面 を 消し た と き 
LIST 


18 OUUTSH93, 2 

2 T1 三 TIIE 

3 FUR ! ニ = TU 588 
HB SS+1 

っ NE※XT 

6g PRINT TINME-T1 
7 _UUT&H93, 3 


上 の プロ グラ ム に よる と 。, 実行 速度 が 約 2 倍 に な っ て いる こと が 分 か り ま す . 
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10-6 1 行 は 71 文 字 以 上 可能 か 


1 行 は 71 文 字 ま で で す が , これ は あく まで キー バッ ファ が 71 文 字 分 し か 確保 され な いた め 
で , その た め , 普通 は LIST を と る と 1 行 が 71 文 字 以 内 に な っ て し まい ます . と ころ が , あ 
る 特定 の 場合 の み LIST 時 で 71 文 字 以 上 出力 され る こと が あり ます . 


18 ? ェ 
1 217< 
3917" 
LIST 


1 PRINT: PRINT:PRINT: PRINT:PRINT 
: PRINT: PRINT:PRINT:PRINT:PRINTEP 
RINT: PRINT:PRINIT:PRINT:PRINT: PRI 
NT: PRINT: PRINT: PRINT:PRINT:PRINT 
: PRINT:PRINT: PRINT:PRINT:PRINTP 
RINT: PRINT: PRINT:PRINT:PRINT:PRI 
NT:PRINT"1" 

0k 


上 の プロ グラ ム で 分 か る よう に PRINT の 省略 形 で ある ~ ? “を 使っ た と き に 771 文 字 以 上 出 
力 さ れ ま す . 

キー 入力 され た プロ グラ ム は 中 間 言 語 に 変換 され ます . この と き に キー 入力 され た コマ ン 
ド は 1 番 知 か いも の で も 2 文字 (IF、 TO 等 ) で す . これ を 1 バイ ト の 中 間 言 語 に 置き 換え ま 
すか ら , 中間 言 語 に 変換 され た あと は , キー 入力 され た 文字 数 より も 短く な っ て いま す . LIST 
する と ほ き に 中 間 言 語 を コマ ンド に 変換 し ます の で , キー 入力 され た 長 さ と 同じ に な り ま す . 
と ころ が 2? 7? を 使っ た と き は ," ? 7 と PRINT の 省略 形 の 中 間 言 語 は 同じ 1 バイ ト で す の 
で , 中 間 言 語 に 変換 され て も 長 さ は 変わ り ま せん . そし て LIST 時 に "PRINT” に 直す た め 
に 1 行 が 71 文 字 以 上 出力 され る の で す . 

反対 に 。 キー 入力 は 71 文 字 以 内 で ある の に , LIST を と る と その 途中 まで し か 受け 付け ら 


れ て いな い 場 合 も あり ます . 


1 PRINT "日 月 大 氷 木 全土 日 月 克 氷 木 金 土日 月 大 不 木 多 土日 
内 よき 


LIST 

19 PRINIT "日 月 大 水木 金 土日 月 大 水木 金 土日 月 大 不 木 金 土日 
月 砂 不 本 金 土日 月 
Dk 

71 文 字 キ 一 入力 し た の に , LIST を と る と 40 文 字 し か 表示 され て お ら ず , 後ろ の が すべ て カッ 
ト る れ て いま す . これ は グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タク が 14H 二 キャ ラク タコ ー ド の 2 バイ ト で 表 
わす た め に , キー バッ ファ に は グラ フィ ッ ク キャラクタ を 1 文字 入力 する ご と に 2 バイ ト ず 
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つ 使用 し て 起こ る 現象 で す . グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ を 1 行 に 多用 する と き は , 文字 の 欠落 
に 注意 する 必要 が ある で し ょ う ). 


10-7 拡張 ROM エリ ア の 使い 万 


40007FFFH 番地 は 拡張 ROM エリ ア に な っ て お り , ここ に ユー ザー が つく っ た プログ 
ラム を ROM に 入れ て 使用 する こと が 可能 で す . また , 電源 ON と と も に 撤 張 ROM の プ 
ログ ラム を 走ら せる こと も で きま す . 

4000H 番地 に 41H("A”), 4001H 番地 に 42H(B”) が 書き 込ん で ある と 4002, 03H 番地 
に 番 か れ て いる アド レス を コー ルレ し ます . 


例 

4000H 41H 
1 42H | 
en 村 CALL する 
3 50H 


Ns-BASIC で は 初期 設定 , 画面 クリ ア , ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 を 終了 し た と き に , こ 
の 4000, 01H 番地 を 調べ ます . そし て ^A/, *B? が 書い て あれ ば 次 の 処理 先 で ある 0084H 
("How Many Pages?” を 出力 する 部 分 ) を スタ クッ ク に 入れ ます . 

機械 語 だ け の プロ グラ ム な ら ば , 問題 は あり ませ ん が ', BASIC+ 機 械 語 . ある い は 内 部 ルー 
チン を 多用 し て いる プロ グラ ム で は ペー ジ 数 の 設定 を 行なう 必要 が ある 場合 も あり ます . 

この 部 分 は N。。-BASIC の 内 部 を 理解 し て いま せん と 使い こなす こと が で きま せん . 
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10-8 PRINT と し LPRINT の 切り 換え 


画面 出力 の プロ グラ ム を その まま 使っ て プリ ンタ に 出力 し た いと き , ある い は PRINT を 
LPRINT に 書き 換え を たい とき が あり ます . LIST を 表示 し て PRINT の 前 に ~ し "を 1 つ ず 
つ 付 け 加 える の も 1 つの 方 法 で す が , これ で は あま り に も 幼稚 過ぎ ます . これ 以外 の 方 法 を 
いく つか 挙げ て み ま し ょ う . 

1. プ ログ ラム を つく る 時 点 で あら か じ め PRINT を 使わ ず に PRINT#X に し て お いて 変 
数 X の 値 を 0 また は 3 に し て CRT と プリ ンタ を 切り 換え る . 

2.CRT と プリ ンタ の 切り 換え の フラ グ を あら か じ め セ ッ ト し て お いて , イ ンタ プリ タ 内 の 
一 文字 出力 処理 で 振り 分 ける (PC-8001 の PRINT, LPRINT の 切り 換え は この 方 法 を 用 い 
て いる の が 多い ). 

3.RAM 上 に 命令 の ジャ ンプ テー ブル が ある の を 利用 し て POKE 文 で 直接 PRINT と 
LPRINT の 飛び 先 を 入れ 替え る . 

この よう か 方法 が あり ます . 2 の 方 法 で す と 若干 で す が 機 械 語 の プロ グラ ム か 必要 で す . 

ここ で は 3 の 方 法 に つい て 説明 し ます . LPRINT は 087AH 番地 , PRINT は 087EH 番 
地 に その 処理 プロ グラ ム が あり ます . また , PRINT の ジャ ンプ テー ブル は FA8B, 8CH に 
な っ て いま す . この 番地 に は 087EH 番地 が セッ ト さ れ て いま す . これ を 087AH 番地 に 書 
き 換え ます と PRINT 命令 で あり な が ら LPRINT 命令 の 働き を し ます . 


まま BKBRITNTI 4 三 三 CRiT 2 ニー ブリ ンタ 
2 も 三 INIKEY: IF FSSー" “THEN 28 
3 ロコ IF も ="1" THEN GOSUB 28g:GOUTOU 189 
8 IF RS="2" THEN BUSUB 38g:GOUTU 189 
5 ヨ BUTO 29 
18 コ 8 PRINT "8123456789" : GUSUB 288:GUTOU 18 
2 REF1 PRINT 
21 コ PUKE &HFRBB,&HYE: PUKE &HFRBC 8 
229 RETURN 
38g REFN1 LPRINT 
318 PUKE &HFRBB,&H7R: PUKE &HFRBC:8 
328 RETURN 


GOSUB 200 で CRT に , GOSUB 300 で プリ ンタ に 切り 換わり ます . 
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10-9 PEEK, POKE を 使っ て 省 メ モリ 化 


メモ リ を の みあ る TGB EAI 
し ろ い こ . と が で きま す 。 

た と えば げ ば 成績 多 理 プロ グラ ム に お いて 生徒 の 点数 を 配列 に 入れ る の が 普通 の 使い 方 で す が , 
これ で す と 1 教科 に つい て 5 バイ ト ず つ メ モリ を 使用 し ます . テ スト の 点数 は 0 -100 ま で で 
表わさ る れ ま す . そう する と 点数 に 関し て は 5 バイ ト の 実数 型 を 使う 必要 は な いわ け で す . 1 
バイ ト で 0 一 255 ま で 扱え る PEEK, POKE を 使用 する こと に よっ て 5 倍 の デー タ を 扱う こ 
と が で きま す , 

次 に 2 次 元 の 配列 を PEEK, POKE で つく 〈 っ た 場合 の 例 を 示し ます . 


1 コロ XXIH ロ ペー 1 コロ: YI1R メ ニー1 ロ : HD 王 &&HDB8 
18 ヨ 8 ヨロ D ロ ーPEEKCXF1RX* ヤ ナナ 介 D) う : RETURN 
1 1888 PUKE IF1R ペ * ヤ オナ ロ D: D 棚 : RETURHN 


メ XMAX 


7 寺 字 の 最大 値 
YMAX / 
AD スト ア す る メモ リ の 先頭 アド レス 
XY 配列 の 活字 


GOSUB10000 メモ リ よ り デ ー ク を 読み 出す 。 
GOSUB11000 メモ リ に デー クタ を し まう 。 
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10-10 アベ ンド 


複数 の プロ グラ ム を アペンド (結合 ) し た い 場 合 が あり ます . 方 法 と し て は 2 と お りあ り ま 
す . まず 1 つめ は た だ 単に プロ グラ ム ⑳ の 後ろ に プロ グラ ム ⑧ を 付け 加え る も の で , 2 番目 
の 方 法 は PC-8001 で は MERGE と 呼ば れる 方 法 で プロ グラ ム ⑳ と と を 結合 させ , も し 同 
じ 行 番号 が あれ ば 後 か ら LOAD し た の 内 容 が 残り ます ,. また , ⑳ と ⑧ に 同一 の 行 番号 が 
な い 場 合 に は 重ね 合わ せる 形 で 結合 し ます . 


(1) (②) 


0V プロ グラ ム ⑳ 


⑧ プロ グラ ム ⑧ 


図 10-2 アペンド 状態 


N。。-BASIC に は 行 番 号 を 変更 する 命令 が あり ませ ん の で , この よう を な 完全 な アペンド 機能 
を つく る こと が で きま せん . 

それ で は 1 の 方 法 に つい て 説明 し ます . 
プロ グラ ム A 


18 PRINT "PROGRRI1 Rn" 
28 FOR 1!=1 TO 1g :NEX※XT 


プロ グラ ム B 


18g PRINT "PRUGRRI1 B“ 
11 ロ コロ GUTOU 18 


プロ グラ ム ⑳ に を , 結合 する 場合 すでに プロ グラ ム ⑧ は カセ ッ ト に SAVE され て いる 
も の と し ます 。 


1. ま ず プ ログ ラム ②⑳ を 入力 (キー 入力 また は LOAD) し ます . 


168 


LIST 


1 ヨコ PRINT “PROUGRRI RT" 
ウロ POR エー4 TO 13189:NEXTF ーー ュ ニテ ーー ニー で TE 
0k 


a ニ peekC&h 千 千 56)+Tpeek C&h 陸 和 f5?) *256- 一 一 一 一 2 
2 

0k 

poke&h 和 fa5 和 f,aーin ロ て Ca ン 256)*256: pokeーーーーー3 
&hfa ら 9, in て て a ン 256) 

0Dk 


2.FF56, 57 且 番地 (変数 領域 開始 番地 ) の 内 容 を 読み 出し て , プ ログ ラム ⑳ を キー 入力 し た 場 

合 は 2, カセ ッ ト か ら ロ ー ド し た 場合 に は 9 引く 〈. 

3.2 で 求め た 値 を FA5F, 60H( プ ログ ラム 開始 番地 ) に 下位 , 上 位 の 順に セッ ト す る . 

ここ で LIST を と る と 何 ち 表示 る れ な い は ず で す . これ は プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス を プロ 
グラ ム ⑳ の 終了 アド レス に 変更 し て いる た めで す . 


0k 
LIST 
1 ロ 88 PRINHT 0 B“ 


119 GOUTO 
0k 


4. プ ログ ラム ⑧ を LOAD し ます . LIST を と り ま す と , プロ グラ ム ⑧ が 表示 され ます . 


RAC 作ら を 。 1:poke&hfa ら 5,&h84 一 一 ーー 一 一 ーー 5 
LIST 

18 PRINT "PROGRFI1 RF" 

28 FUR 1I ニ 1 TO 1 ロ :NEXT 


18B PRINT "PROGRR 人 RT B" 
BOTOU 18 


5.FA5F, 60H( プ ログ ラム 開始 アド レス ) を 元 に 戻し ます . LIST を と り ま す と , ⑧ と ⑧ が 
結合 され て いま す . 
注 ) RAM が 16KB の 場合 は 次 の よう に し て 下さ い . 


SS 1:poke&hfa ら 6g:&hc 
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10-11 行 番号 を 0 に する 記法 


時 々 , マイ コン 雑誌 に 発表 きれ た プロ グラ ム や 市 販 さ れ て いる ゲー ム プ ログ ラム で , 一 部 
行 番号 を 0 に し て ある の を 見 か け ま す . 


ロ REN ネネ キネ キキ キネ キッ キネ キキ キッ キネ キネ キキ キッ キネ キネ キキ ネネ キネ 
ロ REh1 * PC-ー6g91 
REI1 * Graphic ト ahjong 
ロ REI1 * Uer1.3 ま * 
REN1 * program ギ 
ロ REhM1 * bu Rau Kazuto 
B RE ト N1 * Sound & title deSiqn キ 
ロ REI1 * bu 。 Yellou Panther * 
ロロ REN ドキ キキ キキ 定本 本 キキ キネ キッ キネ キネ キキ ネネ ネモ 


この よう に する 深い 意味 は な い の で す が , 0 REM (ゼロ レム と 呼ん で いま す ) に する と , な 
ん と な く プ ログ ラム が 高級 に 見 えま す . 
この プロ グラ ム は BASIC で 簡単 に つく る こと が で きま す . 


行 番号 を 0 に する プロ グラ ム 


65 コ 8 INPUT "No." :NU: CU= ニ PEEKC&HF 
R5F う +PEEKC&HF RB)*256 

5581B LN=PEEKCCU+2)+PEEKCCU+ づ う * ご 
56 


65g28 IF NO<LN _THEN _ END 

5583 ヨ PUKE CU+2, ロ : PUKE CU+3 ぅ 9 
65 ヨコ 4 ロ コ CU=ーPEEKCCU う +PEEKCCU+ 1)*256 
: BUTU 65B18 


上 記 の プロ グラ ム を 行 番号 を 0 に し た い プ ログ ラム の 後に 付け 加え ます . そし て RUN 65000 
と する と ゞ No.* と 表示 され ます か ら , 変更 し た い 所 まで の 行 番号 を 入れ ます . し ば らく する と 
*Ok "と 表示 され ます の で , LIST を と る と 行 番号 が 0 に な っ て いま す . 

例 


1 ロロ REN ャ キキ キッ キッ キッ キキ キキ キキ キキ 定本 本 定本 本 


2 REF1 * PC 一 6gg1 本 
3 ヨロ REhNI * graphic [ah jong 字 
4 REF1 * Uer1.3 =* 
5g REI1 * program 
5g REF ド 1 * bu Rau Ka ァ uto 字 
7 REF1 * Sound & title deSiqn * 
8 ロ REF1 * bu 。 Yellou PantheF * 
し 


容 定 本 氷 キキ 定 定 キキ キキ 症 証 キキ キ 放 主 字 証 本 キキ 


39 
55888 INPUT "No- " :NO: CUーPEEKC&HF RS5F う +PEEKC&HF HB)* 


256 
55919 L ト ビデ PEEKCCU+2)+PEEKCCU+3)*256 
6529 IF NOU く LN THEN END 


55g3g PUKE CU+2,9g: PUKE CU+3 9 
6584 ロ コロ CU= ニ PEEKCCU う +PEEKCCU+1) *256: GOUTU 65818 


100 行 まで を 0 に する 場合 


run ら 659 
No. ? 198 


0k 
LIST 
1 コレ UM 還る すえ. 
PC-ー65gg1 
graphic 「ahjong 
Uer1.3 
program 
bu Rau Kazuto 


Sound 各 title deSign 
bu 。 Yellou PantheFr 


放 証 証 証 定 字 定 定 キ 定 定本 本 証 定本 二 


GO 
り 
| 
E・ 

キネ キキ キネ ミネ キミ 


まま えま まま まま 


10-12 PRESET を PSET と し て も 使え る 
PSET で は XX。 Y 座 標 と カラ ー を 指定 し ます が PRESET で も カラ ー の 指定 が で きま す . 
PRESET(10, 10), 2 
エラ ー に な ら ず に 点 を 表示 し ます . これ は PSET(10, 10), 2 と 同じ 機能 に な っ て いま す . 
RG は 


N。。-BASIC イン タプ リ PRESET の 処理 は Acc に 背景 の 色 を セッ ト し , PSET 
の 処理 ルー チン に 飛ば し て いる た め , カラ ー 指 定 が で きる わけ で す . 


ー 
ーー 7) = 
よこ 『 
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10-13 プラ フィ ッ ク で 相対 座標 が 使え る 

グラ フィ ッ ク 命 令 で は , 絶対 座標 を 指定 し て , 点 や 線 を 表示 し ます が , STEP を 使う こと 
に よっ て , 相対 座標 で 使う こと も で きま す . 

この 機能 は 1 つ 前 の 座標 を 原点 と し て , STEP で 指定 し た 値 を 加算 し た 値 を 次 の 座標 と し 
3 


19 SCREEN 2,1,1:CLS 
29 PSETC す 9 99) , 1 
3gB PSET STEPC49: 4g) , 2 


この プロ グラ ム を 実行 し て みて 下さ い . 点 が 2 個 表示 され ます . 


20 行 で 表示 


(40,40) 


1 還 に LUF 較 に LUHL 較 ら UTI) 較 L15 ら [| 較 選 ! 


20 行 で 表示 され た 点 の 位置 か ら (40, 40) 加 算 さ れ た 位置 に 点 が 表示 され て いま す . この 相 
対 座標 の 指定 に は 当然 の こと な が ら マ イナ ス の 数 も 使え ます . 


PSET STEP(-9 ヨ 9) 4 

この 相対 座標 の 指定 は PSET の 他 , PRESET, LINE, PAINT, POINT 命令 で も 使う 
こと が 可能 で す . 

例 LINE 


1 ロコ SCREEN 2』1。1:CLS 
2 ロ LINECBg, 48) う 一 STEPC9g, 49) 。 2 
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0k 


9 


1 ロコ SCREEN 3,2.2 :CLS 

29 PSETC ロ 9 ロ ) 。 2 

3gB FUR ! ニ 1 TOU 18 

4 ロコ LINE STEPC6, 3 うう 一 STEPC す ,2) 2 
5g NE※XT 


173 


10-14 エラ ー の 音 を 変え て みよ う 


サウ ンド 機能 の ちょ っ と お も し ろ い 利用 法 で す . 

N。。-BASIC の エラ ー 処 理 ル ー チ ナン は ワー クエ リア 内 に 2 ケ所 フッ ク を 持っ て いま す . こ れ 
を 利用 し て 遊ん で み ま し ょ う . 

エラ ー を 出す と "ピッ "と いう 音 が 出 ま す が , これ で は あま り に 単調 な ので, エラ ー を 出す 
と ヒュ ー と いう 音 が し て , 音楽 まで 流れ ます . (いさ さか うる さい と いう 気 も し ます が …). 

次 の プロ グラ ム を 間違い な 〈 く 入力 し て RUN し ます . OK が 表示 され た ら , も うこ の プロ 
グラ ム は 不要 で すか ら NEW を 実行 し て か まい ませ ん . リ セッ ト ボ タン を 押す まで は , エ ラー 
を 出す た びに し つこ く 音 を 出し ます . リセ ッ ト ボ タン を 押し て し まっ た と き は , プ ブログ ラム 
の 最後 の 4 行 の POKE 文 を が ダイレクト て 実行 し て くだ さい . また 復活 し ます . 

電源 を 切っ て し まっ た ら 仕 方 が あり ませ ん . また 同じ プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい . 

また , この プロ グラ ム は , 機械 語 を 使用 し て いま すか ら , と くに デー タ の 部 分 は 間違い な 
く 入 力 し て くだ さい . また 危険 防止 の た め 入 力 が 終わ っ た ら , 必ず カセ ッ ト に SAVE し て か 
RUN させ まし ょ う 。 


1 ロロ RE トド キキ キキ 玉生 本 定年 


2 REFH1* NELU ERRUR SUUNID * 
3 REF1* for PC 一 6g1 
dd REI* bu YELLOLU PRNTHER * 


ロロ REF ト HI ネネ ネネ キッ キ ネッ キッ キキ ネネ キッ キキ キキ キキ 定本 本 補 本 

69 CLS:PRINT"Nou uriting machine Ianguage"s 

7 ロ FUR RDDRESS=&HDF BBTU&HDF 7 

8 RERD DR も : PUKE DDRESS,URLC"&h " 士 DR も あう : PRINT"。“ 


9 NEXT RDDRES5S 

1 1 DRTRT5 c5。 d5。 cd b3。 1b 3e 8 
129 DRTR5 和 cd c5。 1b ぅ 3e : ロ 1。 1e ロロ 
13 ロ DRTRcd:c5。 1b。 7?b 1e , 78。 cd:c5 
14 ロ DaTHR1b: ロ 6 ロロ 6 c5, 6 ロ a。1d。 cd 
15 ロ DFRTRc5, 1b:c5, ロ 6 千 千 1 ロ B。 fe:c1 
15g DBTR1B, 和 dB6, 19。1c cd』c5。 1b 
17 ロ DRTRHc5, 96 千 千 。1 ロ 。 fe 。c 1。 1 ロロ す 
18 ロ ヨロ DRTRc1。1 ロ ,e ロ cd b3。1b 2 つ 14 人 征 
19 ロ DRTFd 和 cd,b3, 1e , 3a 1b 。 千 d,b ア 
28 ロ DRTR2B。 和 fa』d ュ は Cc1。 千 1 , こ 9。 ロ つつ 
21 ロ ヨロ DRTR594, 32 ょ 3 ロコ 3, 4 千 5 う 。 31。 3③ う 
22g DRTRdd, 31 3 3 ロ 。 9c 38 494. 34 
23 ロ DRTR49 . つ e 99.31 36 44.34,q6 
24 ロ DRTR2e: 945, 31 36 45 2 つ = 』 49 31 
25 ロ DRTR36 39342 つ e 93 2b , 31 36 4 
26g DPFHTP39 22 ピロ 
2 ツ 7 REFH1 HUUK INITIRLIZE 
29g PUKE&HFF 8BD,&HCD 
3 ヨロ PUKE&HFF BE &HBg 
31 ロ PUKE&HFF 8F ,&HDF 
32g POUKE&HFF 9 &HC9 
33gB PRINT"Complete!“ 
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10-15 SOUND, PLAY 関係 の デフ オル ト 値 


PC-6001 の 電源 投入 時 の PSG の 値 は 次 の よう に な っ て いま す . 


レジ スク 番号 デー タ 
0 0 
1 0 
2 0 
3 0 
4 0 
5 0 
6 0 
7 56 
8 0 
9 0 

10 0 
11 0 
12 0 
13 0 


本 に よっ て は レジ スク 8, 9, 10 の デー クタ が 違う 値 に な っ て いる も の も あり ます が , これ 
は 0 が 正解 の よう で す . 

また PLAY 命令 の MIMIL の それ ぞ れ の デフ ォ ル ト 値 は 次 の よう に な っ て いま す . 

MML ワレ ドー マズ 


V 8 
L 4 
O 4 
S 1 
M 255 
参考 に し て くだ さい . 
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上 
| 
ま 


LE pu ネス と と える し 


付録 

人 
ンー 
98 
合 三 史 
代 谷 5 
AS) 
Ns 
RB 
付 -9 
付 一 10 


|ZO ポ ー ト 一 覧 表 
Nss-BASIC イ ンタ プリ ダー 覧 表 
ーー ク の 生計 

中 間 言 語 と 処理 ルー チン 対応 表 
キヤ ラフ ノダ ・ コ ー ド 表 

キー ボー ド 配 列表 

エラ ー メ ツ セ ー ジ 一 覧 表 

の ニー いこ 

12 平 均 率 音階 表 ] 

サウ ンド レジ スペ 一 覧 表 


CT つら A 月 
王 icK り た で ー て で) る 一 人 


| 。 更に ギー) 医 生 ユ 二 きき 本 トー ロビ 


績 一 ざい で 


er OF 
6 4 6 LN 8 ゃ 。 
(Le 、 と 生 ・ ー に ( に 人 。 “| 
| の cg 
W 


人 = 0 し 3 ミキ ま 
ds ー Nu 電 ーー - ほ 
に F や ま 。 、 星 織 -- に ー 家 い に oiP ud ゴ 


の 4 本 を 9 ニャ で 8 ロー セ 


。- 二村 提 還 ES G- 
義人 ま 33 せ 0!ー ロ 


で Gu 


c4 1 


付 -1 1/0 ボー ト 一 覧 表 


ポー ト ア ドレ ス 

10 進 | 16 進 
(入出 力 )zPD8 2 51(USART) デ ー タ ワー ド .| Rs-2zcM 
(入出 力 ) ん PD8 2 5 1(USART) コ ント ロー ル ワ ー ド 


(NEC PD8 2 5 1 デー タ シ ー ト 参照 の こと ) 


| 8 0H, 8 1H グ の イフ メージ 


(入出 力 ) ポ ー ト A PD8049 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 使用 
(モー ド 2 て 使用 ) 

( 出 力 ) ポ ー ト B プリ ンク デー ク ( モ ー ド 0 て 使用 ) 

(入出 力 ) ポ ー ト C 


スカ 


スカ 入力 入力 | 出 カ | 出力 | 出 カ | zPD8255 


容 18049 mo 較 愉 8049 CRT | アリ ン 
lr クス M 


モー ド 0 
0=CGON 0=KILL 
1=CGOFF 1= 表 示 


び ポ ー ト C の ビッ ト セ ッ ト , ビッ トリ セッ ト 


| 9 0H-ー9 3H の イメ ー ジ 


PSGC レ ジス クア ドレ スラ ッ チ 
PSGC ラ イト デー タ 
PSG リ ー ド デー タ 
PSG イ ン ア クティ ブ 


AY-3-8910 


40 一 A3H の イメ ー ジ 


( 出 力 ) シ ステ ムラ ッ チ ポー ト ワー クエ リア (0FA2 7H) 


1 
リ レ _1V-RAM7 ド レス | タイマ 
切り 換え 。 | 着 り 込み 


0=OFF 00=C000H 0=ON 
01=E000H 

1=ON 10=8000H 1= ニ OFF 
1=A000H 
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B 0H の イメ ー ジ 
( 入 力 ) プ リン タ 用 入力 ポー ト (bit 1 の み 使 用 ) 
0 =BUSY 


1 =READY 


C 0H の イメ ー ジ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク D1H(8 ビット ) 
D2H( 上 位 4 ビット) 
(下位 4 ビッ ト ) 
D3H ん PD8255 モ ー ド セット 


PD8255 


| D0H( 8 ビット ) 


D 0H-D 3H の イメ ー ジ 
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付 -2 Np-BASIC イン タプ リー 覧 表 


〔 用 語 解説 〕 


DW アセ ンプ ラ の 疑似 命令 で ワー ド 定 数 を 示す も の (DEFW) 
FAC 淫 動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ の こと . FF66-FF6AH まで の FAC を FAC①, FF6D- 
FF71H まで の FAC を FAC② と 呼ぶ こと に し まし た . 


[マー ク 解 説 〕 


O 〇 サ プ ブルー チン マーク ユー ザー が 簡単 に 使え そう な サ プ ブルー チン を 示す . 


子 約 語 マー ク 語 N。。-BASIC の 了 予約 語 の 処理 ルー チン を 示す . 
この マー ク が 付い て いる ルー チン は 下記 の よう な 使い 方 が 
で きま す , 
PRINT"ABC" 
内 部 5 印 , 22H, 41H, 42H, 43H, 22H, 00H 
| (中 間 言 語形 式 ) 


この アド レス を HL に 入れ て 
) RST 10H 
LCALL 087EH (PRINT の 処理 アド レス ) 
で , PRINT "ABC" が 実行 され ます . (第 2 章 を 参照 ) 


予約 語 マ ー ク 2 N。。-BASIC の 了 予約 語 の うち , 口 印 で 示し た よう な 使い 方 
が で ほな い も の , 無 意 味 な も の に この を つけ て い ぃ る. 


サ プ ル ー チ ン で は な い が , ユー ザー が 使え そう な アド レス 
を 示す . 


〔 注 意 〕 

@ コメント 文 で 示し た 例 (ex) の 中 に は , 使用 方 法 を 誤 ま る と 竣 走 する も の も あり ます か ら , コメ ン 
ト 文 の 内 容 だ け で 理解 で きる 方 の み 使 っ て 下さ い . 

@ コ メン ト 中 の A は アキ ュ ム レー タ , B, C, D,E, H, し 上 は レジ スタ , SP は スタ ッ ク ポ イン タ の こ 
8(Gg 記 

Z ニ ゼロ フラ グ CY ニ キャ リー フラ グ 
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| 6 eo 
0003 テー プ ブル 
(DW 0741H) 
0005 テー プル 
(DW 0D16H) 


ノ パパ パラメータ チェ ッ ク 


ハー ド ・ ソ フト の イニ シャ ライ ズ 後 0040H へ 
行く . 

FAC① の 値 を DE に 入れ る ルー チン の アド 
レス が 示さ れ て いる 


A, B レ ジ の 値 を FEAC① に 入れ る ルー チン の 
アド レス が 示さ れ て いる . 


(HL) と RST 8H 命令 の 次 の アド レス の デー 

タ と を 比較 し , 人 違え ば SN Error と な る . 

パパ パラメータ が 合え ば 一 文字 解析 ルー チン へ 行 

き , 比較 デー タ の 次 の アド レス へ 戻る 

ex) 09EB : RST 8H 
09EC : DB 3BH : 
09ED : PUSH HL 

(HL) と 3BH を 比較 し ,、 合え ば , 09EDH へ 

戻る . 


* MG 較 デ ー ク ) 


HL を 1 つつ 進め た 後 (HL) の 内 容 を A に 入れ 
る .A の 値 が , 3AH( コ ロン ) か 00H な ら ば Z= 
1, 数 字 を 表す ASCII コ ー ド (30 - 39H) な 
ら ば CY= 1 と し て 戻る 。 


RST 18H 用 フッ ク 
(JP FFDBH) 


RST 18H を 実行 する と FFDBH 番地 へ 飛 
ぶ , 初期 設定 で は FFDBH 番地 に は RET 命 
令 (C9H) が ある の で , 何 も ち し な い が , ユー 
が ー が これ を 補 更 じ て 使 うこ と が で きる 。 


001B| テー ブル USR 関数 の 処理 アド レス が 格納 され て いる 
(DW FAEBH) アド レス が 示さ れ て いる . 


* 肝 HL と DE の 比較 HL>DE の と き Z=0. CY=0 


HL=DE の と きま Z=1, CY=0 
HL く DE の と き Z=0, CY ニ 1 
0026 | テー ブル 
(DW FAI1FH) 


と な る . また HL, DE の 内 容 は 変化 し な い 
が , A は 変化 する . 


CMT の ポー レー ト を 示す フラ グ の アド レス 
を 示し て いる 
(第 4 章 を 参照 ) 


FAC① の 数 の 符号 を 調べ る . 
負 の 時 A=FFH Z=0 
0 の 時 A=00H Z=1 
正 の 時 A=O1H Z=0 
と な る . 


符号 チェ ッ ク 
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RST 30H 用 フッ ク 
(JP 4030H) 


RST 38H 用 フッ ク 
(JP FFE1H) 


0043 


006F 
0084 


ファ ンク ショ ン キ ー 全 期 設定 
拡張 ROM チェ ッ ク 


2 > 牧 ミ ルン 
の 数 設定 


| 


1 
# 


RST 30H は 拡張 ROM へ 飛ぶ よう に な っ て いる た 
め , ユー ザー が その まま 使う こと は で き な い . 


0018H と 同様 


N。。-BASIC ソフ ト の イニ シャ ライ ズ ・ ル ー 
チン の 始ま り . 


第 10 章 参照 


How Many Pages? の 入力 と ペー ジ 関 係 デ ー 
ク の 設定 
N。。-BASIC 

) 

Bytesfree の 表示 を 行なう . 
表示 終了 後 BASIC テキ スト の エディ ト 
(0442H) へ 行く . 


ペー ジ 数 に よる フリ ー ア ドレ ス の 上 位 バ イト 
の 値 

・ ペ ー ジ 1 の 時 

・ ペー ジ 2 の 時 

・ ページ 3 の 時 

・ ページ 4 の 時 


ワー クエ リア の 初期 ゲー タ 
FA00-FA60H まで . 


ジャ ンプ テー プル 
(コマ ンド ) 


ジャ ンプ テー ブル 
(関数 ) 


各 命 令 の 処理 アド レス が 示さ れ て いる . これ 
ら の デー タ は , ワー クエ リア 内 に 移さ れる . 
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キー ワー ド を ASCII 英 大 文字 で 格納 し て あ 
る . た だ し , それ ぞ れ キー ワー ド の 最初 の 1 
文字 だ け マ スク (ビッ ト 7 を 1 に し て いる ) し 
て ある . 

PC-8001 で は 中 間 コ ー ド も 一 緒 に テー ブル 内 
に 持っ て いた が PC-6001 で は , 最初 か ら 何 番 
目 に 出 て きた 中 間 言 語 か カウ ント し , それ を 
も と に 計算 し て 中 間 コ ー ド を 求め て いる . 
ex) C5, 4E, 44 ) END 80H 

C6, 4F, 52 ) FOR 81H 


+, 一 ,。 ネ , グ , へ, AND, OR の 順に , その 
優先 度 と 処理 アド レス が 示さ れ て いる . 
ex) 036FH :[79.|[ 7E, 36 ] 

圭 の 処理 アド レス は 367EH で 優先 度 を 


021D 
) 
02D4 


02D5 
) 
036D 


036E 
示す . 


036F| 演算 用 テー ブル 
デー タ は 79H で ある 。. 


039B| エラ ー メ ッ セ ー ジ デー タ エラ ー 番 号 順 に 2 バイ ト づ つ デ ー タ が 並ぶ 
) ex) 039BH : 4E, 46 ) NF エラ ー 
03C4 039DH : 53, 4E ) SN エラ ー 


03C5| FOR, NEXT RETURN 
用 サブ プルー チン 
0 3E4 エラ ー 処 理 READ 処理 中 。 デ ー タ の タイ プア プ ミス マッ チ に 
よる エラ ー の 処理 ルー チン 
0 3EA 以下 この アド レス ヘ へ ジャ ンプ する と エラ ー が 
ex) EXEC &H03FF 
03F0 と すれ ば TM エ ラー と な る. 


RIK 


中 間 言 語 名 テー プル 
(コマ ンド ) 


中 間 言 語 名 テー プル 
(関数 ) 


中 間 言 語 名 テー ブル の 終 
ンス 


ーー 
て っ 
3 
て っ 


E に エラ ー 番 号 を 入れ て ここ へ ジャ ンプ する 
と , その エラ ー の 名 前 を 表示 し , エラ ー 処 理 
を 行なう . 
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0441 | EDIT2 POP BC 後 EDIT へ 


0442 | EDIT BASIC の テキ スト エディ ト 
(ホッ ド 次 ター テト) (コマ ンド 待ち ) 


隊 BASIC テキ スト 操作 行 の 変更 追 加 削除 を 行なう 


5 2 拉 
1 行 分 あけ る 


BASIC テキ スト の ポイ ンタ 変更 
LIST sub 


(第 2 章 参照) 
0.5.0 エ | の ー チ 


LIST の サブルーチン 
LIST 行 番号 を 求め る 
DE に 開始 行 番号 , (SP) に 終了 行 番号 を 入れ , 
開始 行 番号 の 行 サ ー チ を 行ない 戻る . 


DE に 行 番号 を 入れ , コー ル す る と , 
0 0 BC に 次 の 行 
「2 LCY=0J HL に 次 の 次 の 行 の アド レス 
Z=1 ] 指定 行 が あり , BC に その 行 
せり PP に 次 の 行 の アド レス 

 f Z=1 ] プロ グラ ム の どの 行 よ り も 
10 EE 

の いずれ か て 戻る . 


中 間 言 語 変換 ルー チン 


FEDAH か ら の バッ ファ の ASCII コード に 
よる BASIC テ キス ト を 中 間 言 語 に 直し て 
FEDAH か ら の バッ ファ へ 入れ る . 

HL に FEDAH を 入れ て 戻る . 


| ロ |ospe| LLIST 1/0 出力 先 を プリ ンタ に し て LIST へ 


中 間 言 語 を キー ワー ド に な | A に 中 間 コー ド を 入れ て コー ル す る と , A に 


お す キー ワー ド の 頭 文 字 . DE に その 命令 の キー 
EGG 


ワー ド テ ー ブ プル で の アド レス を 入れ , 戻る . 
06EAI| BASIC 実行 メイ ン ル ー チ 
ン 
加 07 2Al1 1 季 解 折 2 


マル チ ス テー トメ ント お よび 行 終了 の チェ ッ 
ク を 行ない , 行 番号 を ワー クエ リア に 入れ て , 
命令 の 処理 アド レス へ 飛ぶ . 


HL を 1 つ 進 め て か ら , HL の 内 容 が 20H( ス 
ペー ス ) で な く な る まで HL を 進め , 1 文字 解 
析 (0016H) と 同様 の 処理 を 行なう . 
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od HL を 1 つ 進 め て , その アド レス の 内 容 か ら 
式 解析 を 行ない 整数 値 を DE に 取り こむ . エ 
ラー チェ ッ ク も ある 。. 
073AH か ら の ルー チ ナン は HL を 1 つ 進 め な い だ け 
ex) PRINT&H1000 

内 部 95,26, 48, 31, 30, 30, 30 

1 

この アド レス を , HL に 入れ て コー ル す 
る と , DE に 1000H が 入る . 


ここ へ ジャ ンプ すれ ば FC エラ ー に な る 


数 値 デ ー タ -32768 を 示す . 


HL 以降 の 10 進 ASCI1 数 字 列 を 入力 し て DE 
に 入れ る . 

これ は , 行 番号 の 入力 に 使わ れ て いる ルー チ 
ン の た め FFFAH 以上 は 入力 され な い . 


HL の 内 容 が , C また は 00H と 一 致す る まで 
HL を 進め る . た だ し ダブ ルク ォ ー テ ー シ ョ 
ン 内 で の デー タ は 00H 以 外 無 視 す る . 
ex) [DATA は コロ ン (3AH) ま た は 00H ま 
で HL を 進め る 
REM は 00H ま で HL を 進め る 
080E 


083D| 数 値 変 数 代入 


還 | |  - 
ーー 
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0926 SPC, TAB 処理 


HL を 1 つ 進 め て その ポイ ンタ より 数 値 を 入 
力 し , A に 入れ る , 値 が 自然 数 な ら FC エラー 
へ 符 く 。 


2 Redo from start CR/LF 


主 に エラ ー の 判定 を 行なう . 
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098B| INPUT, READ 共 通 サ ブルー チン 


RS-232C 指定 INPUT 
CMT 指定 INPUT 
キー ポー ド 指 守 INPUT 


錠 |0A09 


] 


INPUT, READ 共有 ルー 
ブン シン 


(FF49H) =0 な ら INPUT, (FF49H) チ 0 な 
ら READ と し て 処理 


メッ セー ジ デ ー ク ? Extra ignored CR/LF 


READ 用 サ プ ブルー チン 


0AD6 
数 式 解析 | HL か ら の 式 の 解析 を 行ない , それ が 数 値 型 
で な けれ ば TM エラ ー と な る . 


〇 | 0AF6 
| デー ク は FAC① に 入っ て いる . 


巴 』 0AF9 | 数 値 型 チェ ッ ク 数 値 型 で な けれ ば TM エラ ー 
le 0AFAI 文字 型 チ ェ ッ ク | 文字 型 で を けれ ば TM エラ ー 


0 匠 2 | (HL) が DZH(= の 申 陣 コード) で ある こ ょ 


| を 確認 し て か ら 式 解析 へ 


0B0O7 式 解析 3 (HL) が 28H('( の ASCII コ ー ド ) で ある こと 
を 確認 し て か ら 式 解析 へ 
この ルー チン は 主 に カッ コ 内 の 式 解析 に 使わ 
れる . 


に 格納 する . 
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チン 


式 解析 サブ ルー 条件 に あっ た 処理 アド レス ヘ へ ジ ャ ンプ させ 


る . 


英 小 文字 っ 英 大 文字 


0BF8 | &H16 進 数 入力 


0C991| OR 処理 
0C9Al AND 処理 


0CD1 テー ブル >, 三 , く 処 理 2 の 続き が , 0CD3H で ある こ 
(DW 0CD3H) と を 示し て いる . 


FAC①ー(HL-DE) 


0D15| 整数 (A,C) を FAC① に 格 
納 


HL の 内 容 が , 英 小文字 な ら 英 大 文字 に し て 
A に 入れ る . 


& で 始ま れ ば , &H 以下 16 進数 を 入力 し , 
そう で な けれ ば 075FH( 行 番号 入力 ) へ 行く . 
DE に 入力 し た デー タ が 入る . 


拡張 用 フッ ク 有 り , 式 解析 サブ か ら A=( 中 
間 コ ー ド ーD4H) で コー ル 


HL-DE を 行ない , その 粘 果 を FAC① に 格 
納 す る HL, DE, BC, A 変化 


整数 の 上 位 1 バイ ト を A に , 下位 1 バイト を 
C に 入れ て ここ を コー ル す る と FAC① に 
デー タ が 格納 され る .( レ ジス クタ の 値 は 確保 さ 
れ な い の で 注意 ) 


上 Mi 押 | コー ュー  :  - | 
〇 


A に デー タ を 入れ て ここ を コー ル す る と 
FAC① に デー タ が 格納 され る . 


0D2B| A の 値 を FAC① に 格納 ( 整 
数 0 一 255) 


孤 ieeztBiiiWiNWNa コト | 
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単純 変数 領域 内 に 下図 の 形 で FN 関数 が 定 


義 き れる. 
10 DEF FNLM(X) = 


10 DEF FNLM(X) =X+ 1 間 
0 2 挟 イス 2 括 | マス 2 号 
MI) プロ グラ ァ 向 の ここ カ ア ト レス | (X) 


し FN 関数 ポイ ンタ 7 導 グミ ー 


PpN 上 は 才 作 し て 扱わ れる た 了 最後 の 1 
バイ ト が グミ ー と し て ある . (第 2 章 参 照 ) 


X 十 1 


0D3A| DEF 


WPPTH 0 間 ま rms 寺 
グイ レク トモ ー ド な ら ば ID エラ ー. 


0DAF グイ レク ト 和 負 理 チェ ッ ク 
の レジ スタ は 変化 し な い . 


es 
ロ 
〇 0DE3 1 バイ ト 整数 入力 HL を 1 つ 進 め て 式 解析 後 , 結果 を A に 入れ 
る . た だ し その 値 が , 0-255 ま で で な けれ ば , 
FC エラ ー と な る . セレ ジ に も A と 同じ も の 
が 入っ て いる . 
ex) OUT 255, 10 
内 部 90,32, 35, 35, 2C, 31, 30, 00 

1 (*) 
この アド レス を HL に 入れ て コー ル す る と A 
に は , FFH(10 進 数 の 255) が 入っ て 戻る . 


最初 に HL を 1 つ 進 め を い 以 外 0DE3H と 同 
ヒ . 例 で 言え 々 ば (*) の アド レス を HL に 入れ 
て コー ル す れ ば 良い . 


凶 |0DE 本 PEEK 
ロ | 0DFA| FA | POKE 
〇 


0OE06 | 2 バイ ト 和 整数 入力 


A 以外 


O 名 


1 バイ ト 整 数 入力 2 


ーー テテ ーー ーー DE に 整数 値 が 入る . 
ex) POKE &HA000, 0 
内 部 94, 26, 48, 41, 30, 30, 30, 2C, 30, 00 
1 
この アド レス を HL に 入れ て コー ル す る と DE 
に A000H が 入る . 


ワー クエ リア の 設定 、 ハ ー ド の イニ シャ ライ 
ズ 後 0040H へ 行く 


了 * 0E10 | PC-6001 の イニ シャ ライ ズ 
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A に 8049 か ら の デー タ が 入る . 


0E78 | サ ア CPU ハン ド シ ェ イク 
1 文字 入力 
0E8F| サ プ CPU ハン ド シ ェ イク 
一 文字 出 カ 
半 0EA8 | キー 割り 込み 処理 ① 


0EB0O | キー 割り 込み 処理 ② 


A の デー タク を 8049 へ 送る . 


CMT 使 用 時 に STOP キ 一 を 押す と , こ の ルー 
チン へ くる. デー タ は 強制 的 に 03H で ある . 


P キ ー を 押す と , この 処理 ルー チン へ < くる. 

サ プ CPU か ら 受 取る デー タ は , グラ フィ ッ 
クキ ー な ら そ の ASCII コー ド , ファ ンク ショ 
ン キ ー な ら TFO-F9H, STOP キー な ら FAH 
と な っ て いる 。. 


一 般 の キー を 押す と この ルー チン へ くる . サ 
プ CPU か ら 受 け 取 る デー タ は , 押し た キー 
の ASCII コード で ある . 


クリ ッ ク 音 の 発生 . STOP・ESC フラ グ の 設 
定 . バッ ファ へ の デー タ 出 力 . 

ンジ ンジ イィ ツン だ Se ンジ アン グン ショ ルン キー に 
14H の マー ク を つけ る の も この ルー チン 
STOP キー を 押す と (CMT 使用 時 は ダメ ) こ 
の ルー チン へ き て , PLAY を 停止 させ る . 
最初 に フッ ク (CALL FEFD8H) が ある の で 
STOP キー の キャ ン セ ル が で き る. 

ex) FEFD8H : JP STOP 

STOP : POP AF 

LD A, 07H(STOP キ ー で ベル が な る ) 
JP OEF6H 


キー 割り 込み 処理 ③ 


キー 関係 割り 込み の 共有 
ルー チン 


STOP キー 割り 込み sub 


1061H STICK, STRIC デー タ 入 カル ー 


ゲー ム 用 キー 割り 込み 
に 二 ) 


( STICK ) 


0F40 
STRIG 
RS.232C 用 割り 込み 
2 msec タイ マ 割 り 込 み 
と を 示す みお フラグ た て る 、 


0F9F| CMT READ 割り 込み 
(FA19H の bit 1 を 1 に する ) 

0FB2 8049 か ら の 割り 込み で は を いら し い . ( 未 使 
用 )/ 


190 


デー タ を バッ ファ へ た だ ためる 
バッ ファ フル な ら 受 信 を 一 時 中 止 する . 


TIME の カウ ント カー ソル の 点 減 
PLAY の 発生 を 行なう . 


ERA1DH に デー タダ タ を セッ ト し デー クタ が きた こ 


CMT エラ ー 割 り 込 み 


1 文字 入力 sub 
(キー ポー ド か ら ) 
グラ フィ ッ ク 文 字 は 1 文字 
入力 の 説明 を 参照 


1 文字 入力 

(キー ポー ド か ら ) 

グラ フィ ッ ク 文 字 は 14H 
と それ に 続け て ASCII 
コー ミド 伝 30H を ジジ ジン 
た 値 で て 示 る れる た み 2 回 入 
力 し な けれ ば な ら な い . 
ex 月 は 14H, 31H で ある . 


1 文字 入力 sub 2 

グラ フィック 災 字 は 1 区 字 
入力 の 説明 を 参 量 

キー バッ ファ より 1 文字 入 
カ 


ン ワン クノ ラン ョ シン エニ フー ジン 
読み 込み ルー チン 


キー バッ ファ クリ ア 


エラ ー を 示す フラ グ を た て る . 
(FA19H の bit 4 を 1 に する ) 


入力 待ち が な い . キー 入力 が な けれ ば Z=1 で 
戻り ネー 入力 が あれ ば A に デー タ を 入れ 
Z=0 て 戻る . 

この ルー チン は , リア ル タ イ ム 的 1 文字 入力 
に 使え る が , キー バッ ファ が 働い て いる こと 
に 要 注 意 . 

また , すべ て の モー ド て 使用 可能 . 一 文字 入 
カル ー チ ン の よう に 入力 後 TEXT モー ド に 
な る こと は な い . 

(A 以外 の レジ スタ の 値 は 保存 され る ) 


入力 が な ある まで , カー ソル を 点 減 さ せ て 待つ . 
入力 が あれ ば , カー ソル の 点滅 を 止め A に 
デー ク を 入れ て 戻る . 

一 文字 入力 sub で も 述べ た が , 入力 が ある 
と , TEXT モー ド に な る の で , グラ フィ ッ ク 
モー ド 設 定時 に この ルー チン を 使う と き は 要 
注意 . 


| ペー ジ 切 り 換 え キ ー の 操作 , ファ ンク ショ ン 


キー の 表示 等 も この ルー チン 内 て 操作 し て い 
る . 

1 文字 入力 sub と 同じ だ が , レジ スタ の 値 が 
確保 きれ な いか ら , ユー ザー は 1 文字 入力 
sub の 方 を 使っ た 方 が 良い . 


キー バッ ファ より A に 1 文字 取っ て くる . た 
ま の 2 の デー ク が な け 和 ば 2 ニー1 で 記 59 


デー クタ が あれ ば Z=0 で A に デー タ を 入れ 戻 
る . 


ファ ンク ショ ン キ ー カ ウン タ (FA32H) が , 
セッ ト し て ある 場合 ファ ンク ショ ン キ ー の 
デー タク を 順に 取り 出し て Z=0,A に デー タ を 
入れ 戻る . 

カウ ンタ が セッ ト さ れ て いな い , も し 
デー クタ が 0 の と き Z=1 で 戻る . 

キー バッ ファ を クリ ア す る . 

ここ を コー ル す る だ け で バッ ファ に 入っ て い 
る デー タ が な く な る の で ゲー ム 等 の プロ グラ 
ム で 使え ば 有用 
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サブ CPU に コマ ンド 6 を 送り STICK・ 
STRIG 関係 の キー 入力 状況 を 調べ させ る . 

サ プ CPU は 調査 が 済む と 割り 込み を か ける , 
メイ ン CPU は 割り 込み 処理 ルー チン で デー 
タ を 受取 り (FECAH) に セッ ト す る , 

(FECAH) の デー タ の 内 容 は 下図 の と お り 
で , キー が 押さ れ た ビッ ト が 1 に な る . 


STICK・STRIG デー タ 入 
カ 
(キー ボー ド 用 ) 


この ルー チン を コー ル す る と デー タ を A に 
入れ て 戻る . 


A に デー タ を 入れ コー ル す る と , カー ソル 位 
置 よ り 表 示す る . 14H の と き は グラ フィ ッ ク 
フラ グ を た て る だ け で 次 に この ルー チン を 
コー ル し た と き グ ラフ ィ ッ ク 文 字 と し て の 補 
正 を 行なう . 


CRT 1 文字 出力 

グラ フィ ッ ク 文 字 は 14H に 
続け て ASCII コ ー ド に 
30H を プラ ス し た 値 を 送る 
と 表示 され る . 


コン ト ロール コード は , 07H(CTRL-G), 
0AH(CTRL-J), 0BH (CTRL-K), 0CH 
(CTRL-L), 0DH (CTRL-M), 1CH (一 ), 1DH 
(ー), 1EH( 1 ), 1FH( ) ) の 処理 の み 行 な わ 


れる . 
108B| 14H( グ ケラ フィック 文字 ) 
チェ ッ ク 
10AA | CRT 表示 1 A に ASCII コー ド を 入れ コー ル す る と カー 
ソル の 位 値 か ら 表 示す る . 
CTRL.G BEEP 音 を 発生 する . 


10DE | PC-6001 ソフ ト の 初期 設 拡張 RAM の チェ ッ ク , ワー クエ リア の 初期 
設定 等 を 行なう . 
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カー ソル 実 ア ドレ ス セ ッ ト FDA8H, A9H に 示さ れ た 又 士 1, Y 十 1 の 
カー ソル 位置 の , モード 1 に お ける V-RAM 
上 の アド レス を 求め , FDAA, ABH に セッ ト 


する . 


カー ソル ロケ ーション 


カー ソル SW ON 


カー ソル SW OFF 


カー ソル 反転 


カー ソル 左 将 実 アド レス 算 
出 


カー ソル 実 ア ドレ ス 算 出 


1 行 消去 ルー チン 


モー ド 3 用 1 行 消去 ルー チン 
モー ド 4 用 1 行 消去 ルー チン 


スク ロー ルル アップ 


スク ロー ル ア ッ プ , ダグ ダウン 
共有 ルー チン 


H : XX 士 1,L :Y 二 1 を 入れ コー ル す る と そ 
の 位置 に カー ソル を 移動 する . 1 文字 表示 な 
ど を 行なえ ば , 指定 位置 に カー ソル が 移動 し 
た こと が は っ きり する 。, 

駐 , Y の 値 の 確認 は 行なわ れ な い の て 要 注 意 . 


カー ソル 表示 の フラ グ を た て る , 
全 レ ジス タ の 値 が 確保 され る . 


カー ソル 表示 の フラ グ を クリ ア し て 反転 の 状 
怒 な ら 元 に 戻す . 


テキ スト , また は セミ グラ フィ ッ ク の 場合 の 
み カ ー ソ ル 反 転 を 行なう . 


上 に Y 十 1 を 入れ コー ル す る と , モー ド 1 に 
お ける 画面 左端 の V-RAM の アド レス を DE 
に 入れ 戻る , DE 以外 の レジ スタ は 不変 


H に 二 1, し に Y 十 1 を 入れ コー ル す る と , 
モー ド 1 に お ける その 位置 の V-RAM の ア 
ドレ ス を HL に 入れ 戻る . HL 以外 の レジ ス 
ク は 不変 


し に Y 十 1, DE に その 左端 の TEXT アド レ 
ス (CALL 11B8H で 求め られ る , ) を 入れ コー 
ル す る と SCREEN の 第 2 パラ メー タ に 応じ 
た ペー ジ の Y 行 を 消す . グラ フィ ッ ク モ ー ド 
で も 可能 


ex) SCREEN 1 , 1, 1 の と き 
LD L, 01H 
CALL 11B8H 
CALL 11DAH 

い RET 

を 実行 させ る と 0 行 が 消去 され る . 


に スク ロー ル 最 上 行 十 1、 し に スク ロー ル 
最 下行 1 を 入れ コー ル す る と , 画面 の スク 
ロー ル ア ッ プ が 行なわ れる . 全 モ ー ド で 可能 
まだ た . A レ ジ の み 変 化 


| ノニ 0 の と ほ き ス クロ ー ル アッ プ 処 理 , Z ニ 1 の と 


き ス クロ ー ル タウ ン 処 理 が 行なわ れる 、 
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スク ロー ル ダ ウ ン 
H: スク ロー ル 最 下行 十 1 
L: スクロール 最上 行 十 1 


SCREEN を TEXT モー ド 
に する 。 


使い 方 は 。 スクロール アッ プ と 同じ , 
ex) SCREEN 1, 1, 1 に て 

LD HL, 1001H 

CALL 12A9H 

RET 
を 実行 する と 画面 が 1 段 下がる . 


画面 下段 の ペー ジ 数 と ファ ンク ショ ン キ ー の 
表示 を 行なう の が この ルー チン . 


COLOR の 第 1 パラ を 操作 し て 、 キャ ラク タ 
を 反転 させ る . 次 に 表示 され る も の が 反転 さ 
れる . も う 一 度 こ の ルー チン を コー ル す れ ば 
も と に 戻る . 


グラ フィ ッ ク ( モ ー ド 3.4 ) の と き ペ ー ジ 1 の 
TEXT モー ド に SCREEN を 設定 し 直す . 


SCREEN モー ド チ ェ ッ ク 


SCREEN 第 1 パラ 設定 


アト リ ビ ュ ー ト デー タ 算 出 


アト リピ ビュ ー ト 基本 デー タ 


SCREEN 第 3 パラ 設定 


SCREEN 第 2 パラ 設定 


SCREEN 第 2 パラ 設定 
sub 


覗 5226 ク カバ プペ ー ジ ・ ア デー タク 
| を ペー ジ ・ デ ー タ エリ ア へ 


移す . 


モー ド 1 の 時 Z=0 CY ニ 1 
モー ド 2 の 時 Z=1 CY ニ 1 
モー ド 3.4 の 時 Z=0 CY=0 
で 戻る . 


A に (第 1 パラメータ) 一 1 の 値 を 入れ コー ル 

する と アク ティ プペ ー ジ の モー ド を 変更 す 

る . 

A に (SCREEN 第 1 パラ )ー1 の 値 を 入れ 

コー ル す る と COLOR 第 3 パラ を 考 應 に 入 

れ た アト リピ ビュー ト の デー タ を A に 入れ 

戻る . 

順に モー ド 1, 2,.3,4 の アト リ ビ ュ ー ト の 

基本 デー タ が 入っ て いる . 

ex) 13E9H :20H モー ド 1 の アト リ ビ ュ ー 
ト デ ー タ 

A に (第 3 パラ メー タク) 一 1 の 値 を 入れ コー 

ル す る と 表示 ペー ジ が 切り 換わる . 

A に (第 2 パラ メー タ )ー1 の 値 を 入れ コー 

ル す る と , アク ティ プペ ー ジ が 変更 され る . 

アク ティ プペ ー ジ デー タ を その ペー ジ の ワー 

ク に 退避 し て , 新しい ペー ジ の デー タ を アク 

ティ プペ ー ジ デー タ エ リ ア に 入れ る 。 


| SCREEN 第 2 パラ て 指定 され た ペー ジ へ 移 
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SCREEN 第 1 パラ 設定 モー ド 変 更に 伴 な う COLOR デー タ の 受け 

sub 渡し を 行なう . COLOR デー タ を 現在 の モー 
ド の COLOR デー タ 領 域 へ 移し , 指定 モー ド 
の COLOR デー タ を アク ティ ブ COLOR 
デー タ 令 地 ヘ セッ ト す る . 


現在 の COLOR デー タ を 
モー ド に あっ た COLOR 
デー ク 領 協 へ 移す . 

各 モー トド COLOR と 各 
ペー ジ デ ー ク 領 域 の アド レ 
ス 算 出 ル ー チ ン 


カー ソル 実 ア ドレ ス を グラ HL に カー ソル 実 ア ドレ ス を 入れ コー ル す る 
フィ ッ ク 実 アド レス に 変換 と , HL に グラ フィ ッ ク モ ー ド で の V.RAM 
の アド レス が 入り 戻る . 

HL 以外 の レジ スタ は 不変 


A に ASC II コー ド を 入れ コー ル す る と , 
| CGROM で の その コー ド の デー タク の 開始 ア 
| ドレ ス を DE に 入れ 戻る . DE 以外 の レジ ス 
ク は 不変 


CRT 表示 2 | 上 A に ASCII コ ー ド HL に カー ソル グ の 実 ア ド 
| レス を 入れ コー ル す る と , その 位置 に 1 文字 
| 表示 を 行なう . カ ー ソ ル の 移動 は 行なわ な い . 


CRT 表示 sub 


スク ロー ル ア ッ プ ダ ウン 
sub 
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COLOR コマ ンド 0 
COLOR コマ ンド 1 


SOCOKGIY ス AN9 COLOR 関係 の サブ ルー チン 群 
COLOR コマ ンド 2 COLOR コ マン ドジ ャ ンプ テー ブル 参照 
COLOR コマ ンド 3 COLOR コマ ンド 0, 1 に つい て は 不明 . ま 


COLOR コマ ンド 4 
COLOR コマ ンド 5 
COLOR コマ ンド 6 
COLOR コマ ンド 7 
COLOR コマ ンド 8 


た 詳細 な こと に つい て は , まだ 解析 され て 
いな い コ マン ド も ある 


各 COLOR コマ ンド の 
処理 ルー チン 


COLOR コマ ンド ジャ ンプ テー ブル 


2 バイ ト ず つ テ キス トト 用, モミ クラ フィ ッ ク 用 
カラ ー ク ラフ ィ ッ ク 用 、 フ ル グ ラ フ ィ ッ ク 用 の 
順 で 各 コ マン ド 処 理 ア ドレ ス が 示さ れ て いる . 


COLOR コマ ンド 
ジャ ンプ テー ブル 


ex) 1⑪F :E9,15 コマ ンド 0 テキ スト 用 15E9H 
1971 : FB15 コマ ンド 0 セミ グラ 用 15FBH 
1973 : 09.16 コマ ンド 0 カラ ー グ ラフ 用 1609H 
1975 : 0D,16 コマ ンド 0 フル グラ 用 160DH 
1977 : OF.16 コマ ンド 1 テキ スト 用 160FH 


COLOR コマ ンド 
ジャ ンプ テー ブル 


161F 16D5 Lee ls 17D5 | 81C | 187D 
1609 | 647 | 1eaF | ieAD | 172F 1808 | 1s85 | 18B0 | 167B 
160D | iess | 169D | 16AD | 173B | 17CD! 1814 | 」885 | 1sBo | 1esA 


1 ミ 
2 COLOR 第 1 パラ メー タ の 男 囲 を 調べ ,、 そ れ を 越え る 数 に つい て 補正 を 行なう . 
3 各 COLOR に 対応 し た アト リ ビ ュ ー ト の 値 を 求め る . 

に ュー 52 
4 現在 の アト リピ ビュ ー ト の COLOR コー ド を 求め る . 

| 5 現在 の 位置 より 1 つ 後 の アト リ ビ ュ ー ト で の アド レス を 求め る . 

| 6 現在 の 位置 より 1 つ 前 の アト リ ビ ュ ー ト で の アド レス を 求め る . 

| 7 現在 の 位置 より 1 つ 上 の アト リピ ビュ ー ト で の アド レス を 求め る . 

記 8 | 現在 の 公告 よ り 1 つ 下 の アト リ ビ ュ ー ト で の アド レス を 求め る . 

9 四方 ー ト テー クタ の セッ ト (グラ フィ ッ ク モ ー ド の と き は その 色 の ビッ ト パ ク ター ン を セッ ト ) 


コマ ンド 7, 8 に は まだ 不明 な ルー チン も 含ま れ て いる の 


て 内 容 が 異な る 可能 性 も ある 
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19BF | RS-232C イニ シャ ライ ズ RS-232C 用 バッ ファ の クリ ア , 8251 の イニ 
シャ フイ ズ を 行なう . 


RS-232C 1 文字 入力 1 文字 入力 する まで 待つ , キー ポー ド の 1 文 
字 入 力 と 同様 に . バッ ファ か ら 1 文字 読 ん で 
くる の で あっ て , リア ル タ イ ム な も の で は な 
い . 
STOP, ESC キー の チェ ッ ク を 行なっ て いる 
の で 無限 ルー プ に 入る こと は な い だ ろ う ). 


A の 内 容 を 1 文字 出力 


LCOPY sub サー マル プリ ンタ 用 グラ フィ ッ ク デ ー タ 1 バ 
イト 出力 ルー チン . 

C に デー タ を 入れ コー ル す る . た だ し プリ ン 
クタ の 方 は あら か じ し め グラ フィ ッ ク 出 力 に し て 
お か な けれ ば な ら な い . B,C, A が 変化 する . 
プリ ンク 1 文字 出力 A に デー タ を 入れ コー ル す る . グラ フィ ッ ク 
文字 は 無視 され , ひら が な は カタ カナ に 変換 
され て 印字 され る 。. 

プリ ンタ 1 文字 出力 sub に デー タ が 入り , C に 1 が 入っ て いる と, 

BUSY の と き を STOP, ESC キー が , チェ ッ 
ク さ れる. C じ が 1 で な いと き は , STOP, ESC 
え キー は , ほか な く 〈 く な る 。 

| 肌 に デー ク を 入れ コー ル す る と ひら が な の 
| ASCII コー ド な ら カ タカ ナ の コー ド に 変換 
し て 戻る . 

CMIT ロー ド 用 イニ シェ ャ ラ PC-6001 て で は, SAVE 時 と LOAD 時 で の イ 
イズ ニシ ャ ラフ イズ, スト ッ プ が 同一 で は な い の で 
注意 し て 欲し い . この ルー チン で は 8049 に 
CMT(LOAD 用 ) を OPEN する こと を 宣言 し 
モー ター を ON に する , 

CMT ] 文字 入力 AA に デー タ が 入る .。 2Z ニ 0 の と き は ,。 テ ー プ 
リー ド エ ラ ー で Z=1 の 時 は LOAD に 成功 し 


CMT LOAD 用 STOP 8049 に CMT(LOAD 用 ) を CLOSE する こと 
を 富 言 し モー ター を OFF に する . 


CMT SAVE 用 イニ シャ ラ 
イズ 
CMT 1 文字 出力 


CMT SAVE の READY 
エッ ツ ク 
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CMT SAVE 用 STOP 8049 に CMT(SAVE 用 ) を CLOSE する こと 
を 宣 斉 し 。 モー ター を OFF に する 。. 


CMT 関係 コマ ンド を 8049 600 ボ ポー SAVE OPEN 3DH, 39H 

へ 送る . 600 ボ ポー LOAD OPEN 1DH, 19H 
1200 ボ ポー SAVE OPEN 3EH, 39H 
1200 ポ ボー LOAD OPEN 1EH, 19H 
の 2 バイ ト を 8049 へ 送る . 


〇 * の ブリ ンク 表示 CLOAD の と き (*) を プリ ンク させ る . 1 回 
コー ル す る と , (*) を 表示 し て いれ ば 消し , 
表示 し て いな けれ ば (*) を 表示 する . 
1B40 | CMT 割り 込み 用 ワー ク (FA19H) の bit 1 と bit 4 を 0 に する . 
の 関係 ビッ ト の クリ ア 0F9FH, 0FB7H を 参照 


間 ーー 


B に 変更 する ビッ ト だ け 1 に し た も の を 入れ 
A に 新しい 出力 用 デー タ を 入れ コー ル す る . 
(FA27H) に 出力 し た デー タ が 格納 され る . 


PLAY 用 ワー ク と バッ ファ の クリ ア , PSG の 
将 を 止め る 。 ユー ザー は ここ を コー ル す る よ 
り も 1BB3H を コー ル し た 方 が 良い . 


PLAY STOP PLAY 発生 を 止め る . 


1BB9 | PLAY 用 ワー ク の 初期 
) デー タ . 詳細 は 不明 
1BBD 


8910 (PSG) コン ト ロー ル | A に レジ スタ No, E に デー タ を 入れ コー ル 
1 する と , D に 変更 前 の 指定 レジ スタ の デー タ 
が 入り , PSG に E の デー タ が セッ ト さ れる , 


人 ント ロー ル A に レジ スタ No, E に デー タ を 入れ コー ル 
する と PSG に セ モット する . 
1BCD| BEEP 発生 CTRL-G 用 の ルー チン 


1BEC| PLAY 発生 ルー チン 2 msec タイ マ 割 り 込 み で 使用 
PLAY で 作ら れ た デー タ を , 実際 に 音 に し て 
発生 させ る ルー チン . 
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A に ジョ イス ティ ッ ク ナ ン バ ー(O1H か 
02H) を 入れ コー ル す る と ジョ イス ティ ッ ク 
の 状態 を A に 入れ 戻る , A 以 外 の レジ スタ は 


不変 
bit 7 2 


マー ニー プー Ed 32 ミル 。( 
一 尻 NN 人 剛 ー ヶ | そ を 一 まま 1 
れ て し 


ビッ ト が 1 の と き そ の ポタ ン は 押 き 


ジョ イス ティ ッ ク 入 力 


LOCATE 


品 | 1DF8 

〇 | 1DFB 
| 

口 | 1E04 
1E58 


EE 


CONSOLE 
1 バイ ト 整 数 入力 3 


CONSOLE 会 令 の 実行 H に CONSOLE 開始 行 †1、 L に 最終 行 +1 


が 入っ て コー ル さ れ て いる . (HH ミル ) 


1D9BI| COLOR 
1DBB| COLOR 第 3 パラ フー ク 実 | 


に 1, 2 を 入れ コー ル す る と 前 回 と 異な る デ 
ー ク な ら ば , 画面 全体 を 反転 させ る . 


CLS 2 | ここ を コー ル す れ ば CLS が 行なわ れる . 
| ex) EXEC &H1DFB 


SCREEN 


ペー ジ 数 チェ ッ ク 付 1 バイ | A に (デー タ ) 1 が 入り 最大 ペー ジ 数 と 比較 
ト 整数 入力 | し て それ より 大 きけ れ ば FC エラ ー と な る . 


1E65 | SCREEN 関数 処理 


1E8 3 | TIME 
1EB3 | PLAY 


200C| テー プル PLAY 関係 処理 ルー チン の ジャ ンプ テー ブル 
(DW 200EH) 


の 先頭 アド レス を 示す . 
200E| PLAY 処理 ジャ ンプ テー 
) 
203B 


PLAY の “ " 内 で の 音階 , 特別 の 意味 を 持 
プ ブル つ 記 号 等 の 飛び 先 を 3 バイ ト で 示し て いる . 音 
階 は ASCII コ ー ド + ア ドレ ス ., その 他 の コー 
ド は ASCII コ ー ド に マス ク を か けた も の + 
アド レス で 示さ れる . 
ex) 200E:41.1A.21] 音 半 "A" の 生理 に 211AH か 
2023 CD. 7B、20 "MI" の 所 理 は 207BH か ら 
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音階 用 デー タテ ー プ ブル 詳細 は 不明 


203C 
) 
204A 


204B 
) 
2062 


2063 


207B| M( エ ン ベ ロ ー プ 周期 ) 処 理 


C, CD, DE F, FE れ G, GA AL B の 順 
で 音階 周波 数 の 基本 デー タ が 入っ て いる . 


2 0 9 B | S( エ ン ベ ロ ー プ 形状 ) 処 理 


20FE| N( 数 音階 ) 処 理 


oma 


りら の < 地 則 生 ン 4 
) 詳細 は 不明 
2235 


較 |12236| STICK 
2 2 4C | STICK キ ー ポ ボー ド 処 理 

4 STRIG 
STRIG キ ー ボ ー ド 処理 


STICK, STRIG 機器 No 
入力 


STICK 方 向 ア デー タ 
ジョ イス ティ ッ ク 用 
STICK 方 向 ア デー タ 
キー ボー ド 用 


200 


LCOPY デー タ I サー マル プリ ンタ 用 グラ フィ ッ ク モ ー ド 指定 
20H スペ ー ス 
20H スペ ー ス 
O0AH ライ ン フ ィ ー ド 
1DH グラ フィ ッ ク 指 定 ] 256 メ 193 の グラ 
C1H フィ ッ ク 指 定 


LCOPY デー 


PLAY 用 各 処 理 ル ー チ ン 
へ の ジェ ンプ 負 理 


| Bad CR/LF 
CLOAD 用 file name の | 
格 紋 ルー チン | 
CSAVE 用 file name の 
格納 ルー チン 
CMT より file name を 
格納 する ルー チン 


CMT マー クチ ェ ッ ク | CMT よ り E の デー クタ を DD 回 検出 する まで 
ルー プ 


file name 比較 | FECBH か ら 6 文字 と (HL) か ら 6 文字 を 比較 
し て 合え ば Z=1, 違え ば Z=0, 例外 と し て 
(FECBH) =0 を ら 2=1 と な る . 


2576 メッ セー ジア データ 


INPUT=-1 用 CMT OPEN 


PRINT ミ -] 用 CMT OPEN 
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file name の CMT 出力 
HL に BASIC の 開始 アド レス を 入れ て コー ル 


25D0 | SAVE メイ ン 部 
5 大 っ 計 


〇 ! 2 5E5 | TIME ディ レイ 


LOAD メイ ン 部 A=FFH の と き LOAD 


A=00H の と & VERIEY と な る . 

00H が 10 コ 検出 され る と 終了 で , Z=0 で 失 
2 バイ ト 整 数 (アド レス ) 入 
カ 


敗 .Z ニ 1 て 成功 で ある . 

HL の 示す アド レス より 式 解析 を 行ない 。 正 

整数 の チェ ッ ク を し て か ら 。 DE に その 値 を 

入れ て 戻る . 


バッ ファ へ 1 文字 送り こ 
む . 


信 に バッ ファ No,E に デー タ を 入れ コー ル す 
る と , 指定 ナン バー の バッ ファ へ その デー タ 
を 入れ る . その 際 バ バッファ フ ル な ら ば Z= 1 
で 戻る . 
A に バッ ファ No を 入れ コー ル す る と A に 
デー タ を 入れ 戻る .Z ニ 1 の と き は , バッ ファ 
に デー タ が た まっ て いな い 場 合 . 
A に バッ ファ No 
B に バッ ファ の 最大 容量 3FH 

DE に バッ ファ の 先頭 アド レス 

を 入れ コー ル す る と バッ ファ を クリ ア す る . 


A に バッ ファ No を 入れ コー ル す る と HL に 
残り バイ ト 数 を 入れ 戻る . A に も 同値 が 
入っ て いる . 
A に バッ ファ No を 入れ コー ル す る と, バッ 
ファ の C か ら B ま て 使用 し て いる こと を 示 
し , HL が , バッ ファ マッ プ の 3 バイ ト 目 を 
示す . 
念 に バッ ファ の ナン バー を 入れ コー ル す る 
と バッ ファ マッ プ の 先頭 アド レス を HL に 
入れ 戻る . 
(FA58H) に I/O 機 器 を 下図 の よう に 指定 し , 
A に デー タ を 入れ コー ル す る と 指定 I/O 機 器 
に 1 文字 出力 する . 


バッ ファ か ら 1 文 字 読 み だ 
す . 


バッ ファ マッ プク リア 


バッ ファ の 残り バイ ト 数 を 
求め る . 


バッ ファ マッ プ よ り デ ー タ 
を 読み 出す . 


バッ ファ マッ プア ドレ ス 算 
出 


各 I/O 1 文字 出力 


00H CRT 
0O1H プリ ンタ 
2 02H RS-232C 


80H CMT 
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共 6DA | プリ ンタ 1 文字 出力 
プリ ンタ の CLOSE 


に 7 1E | CRT 1 文字 出力 


1 文字 入力 


各 I/O^ へ CR/LF 出 力 


STOP・ESC え 一 入力 
ナ ェ ッ ク グ 


INKEYS 
CRT 1 文字 出 カ ルー チン | CTRLJ.K,L,M 己 己 還 包め 順 で 2 バ 


用 CTRL コー ド 娘 理 | イト ずつ アド レス が 普 ぶ . 
アド レス テー プ ブル | 


SCREEN EDIT 用 行 フ ラ | A に スク ロー ル 行 数 , し に Y 二 1 を 入れ コー 
グ の スク ロー ル ア ッ プ | ル . 


SCREEN EDIT 用 行 フ ラ 
グ の スク ロー ル ダ ウ ン 


28E0 | SCREEN EDIT 用 行 フラ L に Y 十 1 を 入れ コー ル す る と その 行 の 行 フ 
グ 入 力 ラグ を A に 入れ 戻る . 


28ED | SCREEN EDIT 用 行 フ ラ に Y 二 1, A に 行 フ ラグ デー タ を 入れ コー 
クセ バグ ル す る と :- その ゲー ニク を 在 フラ グ 325 で で w 
ト す る . 
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コー ル す る と [RET] も し く は [STOP | を 押す 
まで SCREEN EDIT を 行ない , HL に (入力 
テキ スト の バッ ファ アド レス ) 一 1 を 入れ 所 
る . 

STOP を 押し た 時 は , CY ニ 1 で 戻る . 


28F9 | LINE INPUT 


INPUT 用 入力 レー チン 


29 66 | コン トロ ー ル コー ドサ ー チ 


296E | コン トロ ー ル コー ド 処 理 


コン トロ ー ル コー ド ・ 
デー タ 1 
(INS フラ グ ク リア 用 ) 


HL に テー ブル の 先頭 アド レス, C に デー タ 
数 ,A に デー タ を 入れ コー ル す る と A の 
デー タ が , テー ブル 内 に あれ ば 2Z= ニ 1, な けれ 
ば M=1 で 戻る . 


1 バイ ト ず つ CTRL コー ド を 示す . 
ex) 29C2H : 0D CTRL.M(CR) を 表す . 


1 バイ ト ず つ CTRL コー ド を 示し , これ ら は 
次 の ジャ ンプ テー ブル と 逆 の 順番 で 対応 し て 


コン トロ ー ル コー ド ・ 
ウォ ネー ツ 。2 


(CTRL 処理 用 ) 
コン トロ ー ル コー ド ・ デ ー 
タ 2 用 ジャ ンプ デー ブル 


09 I 2 49 2 TAB8 カ ラム | 


LF 


カー ソル 諾 


カー ソル 生 


| カー ソル より 後 を 消す | 


1 行 扶 消 


CTRL-C 
CTRL-R 


INS 中 な ら 1 文字 分 あけ る 
ルー ナン 


1 文字 あけ る ルー チン 
CTRL-H 
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2B64 | CTRL-U 


A の 内 容 が , 0-9, AZ, a-z, カナ の ASC 
II コー ド な ら CY=0 ち が えば CY=1 と な り 


グラ フィ ッ ク 関 係 命 令 の 座 | STEP 処理 有り 
標 入 力 ル ー チ ン 


PSET. PRESET 共通 ルー 
ブ ェ ラン 


POINT 
EE 
LINE | 


文字 列 と 文字 列 デ ー ク の 
セッ ト 
(ダブ ルク ォ テ ーション ) 

の 処理 
| HL に メッ セー ジ の 先頭 アド レス を 入れ コー 
| ル す る と , (HL) に 00H が で て くる まで 表示 
| する 。, 

文字 列 追加 A の 数 だ け 文 字 列 領域 に 追加 


グン ベー タク < ピロ レン ルン ショ ョ ン 


(BC) (DE) | BC か らし バイ ト DE か ら へ 移す . 


式 解析 後に コー ル す る と (HL) が 文字 数 を 示 
2 


3238 | ASC 
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13257 | 25 7 | LEFTs 
aewrls 


DIM A(10), B(20)、 な どの よう に 宮 言 する 
配列 が 2 つ 以 上 の と き “。" の チェ ッ ク を 行 
な っ て DIM の ルー チン へ 


32FD| DIM sub 


変数 解析 
(DIM と 共有 ルー チン ) 


HL の 示す ボイン タ よ り 1 つの 変数 の 解析 を 
行ない DE に その 変数 の ボイン タ を 入れ 所 
る . つま り ) DE は 数 値 変 雪 な ら FAC① の 数 
値 デ ー タ の 先頭 文字 変数 な ら 文 字 変 数 デー 
タ の 先頭 を 示す . 


CX2 バ イト だけ の SP 領域 の 余裕 が ある か , 
な けれ ば OM エラ ー と な る 。. 


通常 の カモ リ チ ェ ッ ク ル ー チ ン 


34CD| NEW 


| 


CY=0 て 英 大 文字 
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35FO | DEーHL-DE HL は 変化 せ ず 


+ 娘 理 
ー 処理 


_FAC① 一 FAC①D+FAC 
②( 二 , 一 共有 ルー チン) 


4 バイ ト 倍 長 称 数 加算 


| FAC①, FAC② の 仮数 部 4 バイ ト を 使っ て 
| FAC① ー FAC①+FAC② を 行なう . 


4 バイ ト 倍 胡 幣 族 夏 算 。 | 加算 と 同様 で 
| FAC① - FAC①-FAC② を 行なう . 
生生 

| FAC① ー FAC① の 補 数 


5 バイト 2 倍 化 | HL の 示す アド レス か ら 5 バイ ト の 内 容 を 2 
| 倍 に し て 戻す . 


FAC ル の 補 数 


* 負 理 


数 値 デ ー ク 


〇 | 3 sC3 | EAc① の Sp 格納 | FAC① の 内 容 を 下図 の よう に , スタ ッ ク に 退 


| 避 す る . 


9 
(FF65H) ! グミ ー 


(FF66H) || 


(FF68H) | 
に っ eseees 
| (FF69H) 


| (FEF6AH) 
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FAC① … FAC② し て か ら 
(SP) っ FAC① 


FAC① の 内 容 を FAC② へ 転送 後 、 前 記 の よ 
うに 格納 され た FAC の 内 容 を FAC① へ 
持っ て 〈 る, 
前 記 の よう に 格納 され た FAC の 内 容 を 
FAC② へ 持っ て くる 


(DE) っ (HL) 5 バイ ト 転 


FAC② ー FAC① 5 バイ 
ト 転 送 

FAC① ー FAC② 5 バイ 
ト 転送 

FAC① ー(HL) 5 バイ ト 
転送 

FAC① よ り 整数 型 の 正 数 
を HL に 入れ る . (エラ ー 
チェ ッ ク 有 り ) 
HL を FAC① に 正 整 数 と 
し て 格納 


3 9 


E7 | INT 


行 番号 表示 HL の 値 を 10 進 変換 し て 表示 


数 値 デ ー タ 1 各 デ ー タ に つい て 5 バイト 使用 
) 0.5 

3B7E 10000.0000 
| 1E+09 
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B7F| 数 値 ア データ 2 各 デ ー タ に つい て 4 バイ トト 使用 


3 
) 
3BA2 
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付 -3 ワー フエ リア 一 覧 表 


DW OFB2H 割り 込み ( 未 使用 ) 
DW OEB5H キー 割り 込み ③ 
DW OF4AH RS.232C 用 割り 込み 
2 msec タイ マ 割 り 込み 


CMT READ 割り 込み 


割り 込み ( 未 使用 ) 

ォ ー 割 り 込 み ① 

ォ ー 割 り 込 み ① 
CMT エラ ー 割 り 込 み 


ォ ー 割 り 込 み の 


) 割り 込み ( 未 使用 ) 


DW OF40H ゲー ム 用 キー 割り 込み 


STOP. ESC キー フラ グ 03H=STOP 1BH=ESC 00H= そ れ 以 外 


CMT 割り 込み フラ グ bit1= ニ 1 な ら デ ー タ 受け と っ た . bit4 ニ 1 な ら エ ラー が 発生 


FA1A| ・ 入 力 先 I/O 機 器 指定 
00H : キー ポー ド 
02H : RS-232C 
80H : CMT 
・PLAY に お いて は チャ ン ネ ル を 示す . 
03H: チャ ン ネ ル A 
04H : チャ ン ネ ル B 
05H : チャ ン ネ ル C 


FA1B 
FA1C 


FA1D| CMT READ 割り 込み 用 ワー ク 入 力 し た デー タ が 入る . 


1Dw FB8FH "ラウ ンド ロビ ピン バッ ファ 制御 用 MAP の 先頭 アド レス を 示す . 
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CLOAD '*' の 点滅 用 フラ グ 前 の 状態 が 入る . 


FA1F | CMT ポー レー ト 指 定 00H=600 ボー FFH=1200 ボー 
FA201| DB10H CONSOLE の 最大 行 数 


2 グ 2 (LINE て 使用 


FA24 | DBC3H 


FA25 
FA26 


FA27 


FA28 
) TIME 用 デー ク 
FA2B | 


FA2C| プリ ンタ 印字 フラ グ 00OH: 前 に プリ ンタ で 印字 を 1 回 も 行なっ て いな い 
01H : 印字 を 行なっ た 


FA2DI| CONSOLE 第 4 パラ メー タ ( キ ー の クリ ッ ク 音 発生 ) 用 フラ グ 
00H ・ ON 
00H 以 外 : OFF 


FA2E | カー ソル 点 減 用 フラ グ 


FA2F | カー ソル 点 減 状 態 フ ラグ 


LINE で 使用 


前 に シス テム ポー ト B0OH へ 出力 し た デー タク 


bit 65 5 4 人 2 1 0 
MOTOR 、| TIMER 


7 


00H で ノー マル な 状態 _FFH て 反転 の 状態 に ある 


FA30 グラ フィ ッ ク キ ー 用 ワー ク 
ラフ ィ ッ ク キ ネー 用 フラ ク 
FA32 ファ クシ ョ ン キ ー カ ウン タ 


FA33 
) 
FA46 


| レア ンク ショ ンー ジーク (W4 


21 1 


ニー20H( ス ペー スコ ー ド ) 


FA47 
) 乱数 エリ ア 

FA4B 

FA4C 
) 

FA50 

FAS1 
) 

FA55 


乱数 初期 値 0.499766207 


乱数 エリ ア 2 前 回 の 乱数 が 入っ て いる . 


プリ ンタ ・ ヘ ッ ド 位置  LPOS 用 


出力 先 1/O 機器 指定 


00H 
01H 
02H 
80H 


FA58 
FA59 | プリン 


FA5B 
FA5C 


1 スタ 


212 


・ CRT 
・ プ リン タ 
・ RS-232C 
・ CMT 


ト 命令 の カン マ 処 理 用 定数 


ッ ク ・ ポ イン ダ タ 初 期 ア ドレ ス 


FA5D| AKA 
I 当 の . 
| BASIC 実行 中 の 行 番号 


BASIC プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス 


BASIC 命令 ジャ ンプ テー プル 


FA61,62 
FA63,.64 
FA65,.66 
FA67.68 
FA69.6A 
FA6B,6C 
FA6D.6E 
FA6F,70 
FA71,72 

IFA7 3,74 
IfA75,76 

IFA7 7.78| RESTORE 
IFA7 9.7A| GOSUB 
IFA7B.7C| RETURN 
FA7D,.7E| REM 
FA7F,.80| STOP 
IFA81.82| OUT 
IFA83.84| ON 
IFA85.86| LPRINT 
IFA8 7.8 8| DEF 
FA89.8A| POKE 
FA8B,.8C| PRINT 
IFA8D.8E| CONT 
IFA8F,90| LIST 
IFA91,.92| LLIST 
IFA93.94| CLEAR 
FA95.96| COLOR 
FA97.98| PSET 
FA99.9A| PRESET 
FA9B,9C| LINE 
FA9D.9E| PAINT 
FA9F.A0| SCREEN 
FAA1.A2| CLS 
FAA3.A4| LOCATE 
FAA5.A6| CONSOLE 
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214 


FAA7,A8 
FAA9,AA 
FAAB,AC 
FAAD,AE 
FAAF,B0 
FAB1,.B2 
FAB3,B4 
FAB5,B6 
FAB7,B8 
FAB9,BA 
FABB,BC 
FABD,BE 
FABF,C0 
FAC1,C2 
FAC3,C4 
FAC5,C6 
FAC7,C8 
FAC9,CA 
FACB,CC 
FACD,CE 
FACF,D0 
FAD1,D2 
FAD3,.D4 
FAD5,D6 
FAD7,D8 
FAD9,.DA 
FADB,DC 
FADD,DE 
FADF,E0 
FAE1,E2 
FAE3,E4 
FAE5,E6 
FAE7,E8 
FAE9,EA 
FAEB,EC 
FAED,EE 
FAEF,F0 
FAF1,F2 
FAF3,F4 
FAF5,F6 
FAF7,F8 
FAF9,FA 


CLOAD 
CSAVE 
EXEC 
SOUND 
PLAY 
KEY 
LCOPY 
NEW 
拡張 用 No1 
No2 
No3 
No4 
No5 
No6 
No7 
No8 
No9 


4 アン クォン コンピュー ョ | 


アン ン ョ ン ョ ョ ンク キ ーー クノ 


6 アシ ンション キー の 


FAFB,FC 
FAFD,FE 
FAFF,00 
FB0O1,.02 
FB0O3,04 
FB05,.06 
FB0O7,.08 
FB09.0A 
FB0OB,0C 
FB0D,0E 
FBOF,10 
FB11,.12 
FB13,14 
FB15,16 
FB17,18 
FB19.1A 
FB1B,1C 
FB1D,1E 
FB1F,.20 
EB グ 1。 2 2 
FB2 3。2 4 
IFB25,.26 
FB27,.28 
FB29.2A 
FB2B,2C 
FB2D,2E 
FB2F.30 
FB31,32 
FB33.34 
FRBI355346 
FB37.38 
FB39.3A 


FB3B.3C| 


フー シン 


4 


アー タ 


EXP 

COS 

SIN 

TAN 

PEEK 

LEN 

HEXS$ 

STRS$ 

VAL 

ASC 

CHRS 

LEFTS 

RIGHTS 

MIDS 

POINT 

CSRLIN 

STICK 

STRIG 

TIME 

関数 拡張 用 No1 
No2 
No3 
No4 
No5 
No6 
No7 
No8 
No9 
No10 
No1l1 
No12 
No13 
No14 


(第 4 章 参照 ) 
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FB55 
) ファ ンク ショ ン キ ー4 デー タ 
FB5C 
FB5D 
! 
FB64 
FB65 
) 
FB6C 
FB6D 
) 
FB74 
FB75 
) 
FB7C 
FB7D 
1 
FB84 
FB85 
) 
FB8C 
FB8DI| 
ンク ショ ン キ ー・ ア ドレ スポ イン タ 
FB8F 
1 
FB94 


FB8F 


ファ ンク ショ ン キ ー5 デー タ 


20 シン ンション キー0 の の 


ファ ンク ショ ン キ ー8 デー タ 
の アン シン ルン 2 ロッ ン ベー0 大 人 7 な ーー ジ 2 


ファ ンク ショ ン キ ー10 デー タ 


| 
| 
| 
| 


キー 入力 用 バッ ファ 制御 マッ プ 


バッ ファ 内 デー タ 先 頭 の 相対 位置 

フッ プ ァ 内 デー タ 終 了 の 相対 位置 
ジン 。 

バッ ファ の 最大 窒 量 (3FH, 63 バイ ト ) 
) バッ ファ の 開始 アド レス 


(*) 


RS-232C 用 バッ ファ 制御 マッ プ 
(内 容 は (*) と 同じ ) 


ラウ ンド ロビ ン バ ッ ファ 制 御 マッ プ 撤 張 用 
(内 容 は (*) と 同じ ) 


ーーー ニー ニー の | ーー ーーー ニン 
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PLAY チャ ン ネ ル A 用 バッ ファ 制御 マッ プ 
(内 容 は (*) と 同じ ) 


| PLAY チャ ン ネ ル B 用 バッ ファ 制御 マッ プ 
| 内容 は (*) と 同じ ) 


| PLAY チャ ン ネ ル C 用 バッ フ ア 制 御 マ ッ プ 
| 中 容 は (*) と 同じ ) 


較 ッ フ ァ ・ フ ラグ 処理 用 ワー ク ( 詳 細 は 不明 ) 
| キー 入力 用 バッ ファ (63 バ イト ) 
eeec 用 バッ ファ (63 バ イト ) 


lprAy チェ ン ネ ル A 用 バッ ファ (63 バ イト ) 
リ 


K チャ ン ネ ル B 用 バッ ファ (63 バ イト ) 


PLAY チャ ン ネ ル C 用 バッ ファ (63 バ イト ) 


PLAY 関係 ワー ク ( 詳 細 は 不明 ) 


FCF9 
) 
FD1A 
FD1B 
FD1C 
) 
FD8B 

FD8C| 最大 ペー ジ 数 O1H 一 04H 


FD8D 
リア の 
人 ) BASIC ェ リア 上 限 
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タイ マ 割 り 込み 内 PLAY 用 フラ グ 00H で 終了 


PLAY 各 チ ャ ン ネ ル 用 ワー クエ リア (71H バイ ト ) 


(SCREEN 第 2 パラ ) - 1 7090202S ニ コン 


(SCREEN 第 3 パラ ) - 1 表示 ペー ジ 


1225 だ (**※) 


V-RAM( ア トリ ビュ ー ト を 含む ) の 開始 アド レス の 上 位 ( 例 80H) 
(SCREEN 第 1 パラ ) 一 1 は 

COLOR 第 1 パラ 

COLOR 第 2 パラ , 現在 の モー ド で の COLOR デー タ 

COLOR 第 3 パラ 


に ド 1 用 COLOR デー タ 
に ド 2 用 COLOR デー タ 
に ド 3 用 COLOR デー タ 


| モー ド 4 用 COLOR デー タ 


CONSOLE 開始 行 +1 (1 一 16) 

CONSOLE 最終 行 二 1 (1-16) 

CONSOLE 開始 行 二 1 (1-16) 

CONSOLE 最終 行 +† キ -(FDA6) (1 一 16) 

CONSOLE 第 3 パラ (ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ) 01H : ON 00H : OFF 
ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 状 態 (SHIFT に よる ) 01H : f1 一 f5 03H : f6 一 f10 
カー ソル Y 座標 十 1 

カー ソル X 座標 十 1 


) VRAM 上 で の カー ソル アド レス 


カー ソル 移動 可能 な X 座標 十 1 の 最大 値 
モー ド 3 の と き 10H 

モー ド 1, 2, 4 の 時 20H 

NULL コー ド 20H 


1 グラ フィ ッ ク 命 令 で の X 座標 
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) グラ フィ ッ ク 命 令 で の Y 座標 


COLOR デー タ 
( 例 )03H : モー ド 1, 20H : モー ド 2, COH : モー ド 3, 80H : モー ド 4 


) CRT アド レス 
不明 (DW 1010H) 


| 0 -15 行 まで の 行 フラ グ 
| みん りこ 771 


不明 


FDC8 
) 
FDFE 


| ペー ジ 1 用 アー タ エ リ ア 
(FD91H-FDC7H まで の アー タク が , コピ ー さ れる . ) 


FDFF 
) 
FE35 


ペー ジ 2 用 デー クエ リア 


FE36 
) 
FE6C 


FE6D 
) 
FEA3 


ンー ペーー 


ジ 4 用 デー タ エ リ ア 


FEA4 
FEA5 


| 
/ 


コマ ンド 入力 時 の カー ソル 相対 位置 


FEA6 | コマ ンド 入力 時 の X 座標 最大 値 1 


FEA7| 不明 


FEA8 | INS フラ グ  FFH:INS 中 00H:INS 中 で は な い . 
FEA9 | LF の 時 の フラ グ 


FEAA | STOP し た 時 の (SCREEN 第 2 パラ メー タ ) 一 1 
FEAB | STOP し た 時 の (SCREEN 第 3 パラメータ) 一 1 
FEAC | アト り ビ ュー ト の DATA 


FEAD 


フ ウ の "一 
FEAE ) グラ フィ ッ ク X 座標 EE 


) グラ フィ ッ ク Y 座標 の コピ ー 
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FEAF 
FEBO 


) グラ フィ ッ ク 関 係 ワー ク 


FEB1 
FEB2 
FEB3 
NE ) LINE 用 ワー ク 
FEB5 

! PAINT 用 ワー ク 
FEC5 


tt 
ファ ンク ショ ン の カウ ンタ に 


FECA | SPACE, カー ソル , STOP, SHIFT 用 キー フラ グ 
bit 7 6 5 4 隊 画 2 
押さ れ た キー の ビッ ト が 1 に な る . 

FECB 

) 

FED0 


FED1 


CMT ファ イル ネー ム バッ ファ 1 (キー 入力 より ) 


CMT ファ イル ネー ム バッ ファ 2 (CMT より ) 


FED6 


FED8 


FED9 


LOAD, VERIFY フラ グ 
00H:LOAD エラ ー す る と NEW が か か る . 
FFH : VERIFY 


キー バッ ファ 用 00H 定数 


DIM フラ グ AFH:DIM 00H : 変数 解析 


FF25| 型 フ ラグ 00 胡 : 数 値 型 01H : 文字 型 
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| 文字 変数 の ポイ ンタ 


READ, INPUT フラ グ 
00H ・INPUT 
00H 以 外 : READ 


STOP, END の 時 の TEX 和 T アド レス 
(LET て 変数 領 寺 ポ イン タ 用 ワー ク と し て も 使用 ) 
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FF52 
}sTop 時 の 行 番号 . 
FF54 
FF55 
FF56 
nps7| 」 補 数 信 城 の 開 始 アド レス 
FF58 
FF59 
FF5A 
FF5B 
FF5C 9 

の No 
jpATA 文 の ポイ ンタ 


次 に 実行 する TEXT の アド レス 


配列 領域 の 開始 アド レス 


ューー ン 一 | トーー ご 


フリ ー エ リア の 開始 アド レス 


FEF5E 
) FN て 使用 
FF64 


FF66 


概数 部 (CO( 六 字 列 アー タ の 格納 場所 と し て も 使用 ) 


) 指数 部 


FF6B| 補正 用 フラ グ 80H : 正 7FH : 負 FFH : 整数 


FEF6D 
) 
FF71 


FAC② 


FAC③  【]0 進 変換 で 使用 
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乱数 エリ ア 


| 0955H より フッ ク 
| PRINTM INPUTM 終了 処理 か ら 


| 0404H より フッ ク 
| エラ ー 負 理 か ら 


| 04n5H ょ り フ ッ ク 
| エラ ー 負 理 か ら 


| 044zH ょ り フ ァ ク 
TEXT EDIT か ら 


0472H より フッ ク 
TEXT EDIT か ら 


04C4H より フッ ク 
TEXT EDIT か ら 


04CAH より フッ ク 
TEXT EDIT か ら 


0578SH より フッ ク 
0665H より フッ ク 
中 間 言 語 逆 変換 か ら 


0716H より フッ ク 
実行 MAIN ルー チン か ら 


0781H より フッ ク 
RUN か ら 


| 
| 
| 
| 
上 問 言語 変換 か ら 
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0844H より フッ ク 

087EH より フッ ク 

PRINT か ら 

08D2H より フッ ク 

PRINT か ら 

INPUT, READ エラ ー 処 理 か ら 


還 芝 より フッ ク 
0995SH より フッ ク 
INPUT, READ エラ ー 処 理 か ら 
09B1H より フッ ク 
INPUT か ら 


0A46H より フッ ク 
READ, INPUT 共有 ルー チン か ら 


ドーーーーーーーーーー・ 


0B81H より フッ ク 
式 解析 ルー チン か ら 


0C3BH より フッ ク 
式 解析 , 関数 処理 か ら 


2DC7ZH より フッ ク 
LINE か ら 


34EOH より フッ ク 
NEW か ら 


| 


34CEH より フッ ク 
NEW か ら 


| 26c7H より フッ ク 
| 1 文字 出 カル ー チ ン か ら 


| 22A6H より ファク 
| LCoPy か ら 
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1951H より フッ ク 
カラ ー 処 理 関係 か ら 


0F31H より フッ ク 


キー 割り 込み か ら 


RST18H で 使用 


現在 未 使用 


RST38 是 で 使用 


| 
| 
| 
| 
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付 -4 中 間 言語 と 処理 / ル ー チ ン 対 応 表 


ABS 


AND 
ASC 
CHR$ 
CLEAR 
CLOAD 
CLS 
COLOR 
CONSOLE 
CONT 
COS 
CSAVE 
CSRLIN 
DATA 
DEF 
DIM 
END 
EXEC 
EXP 


FN 
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IF 


INKEY$ 


INP 
INPUT 
INT 
KEY 
LCOPY 
LEFTS 
LEN 
LET 
LINE 
LIST 
LLIST 
LOCATE 
LOG 
LPOS 
LPRINT 
MID$ 
NEW 
NEXT 
NOT 
ON 


OR 


PAINT 


PEEK 


PLAY 


POINT 


POKE 


POS 


PRESET 


PRINT 


PSET 


READ 


REM 


RESTORE 


RETURN 


RIGHTS 


RND 
RUN 
SCREEN 
SGN 
SIN 
SOUND 
SPC 
SQR 
STICK 
STEP 
STOP 


STRS 
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付 -5 キヤ ラク タ ・ コ ー ド 表 


さ 
し 
す 
せ 


| 申 | . | 
! 


四 愉 還 賠 賠 賠 関大 
AI 較 賠 国 圏 札 剛 剛 了 


付 -6 キー ボー ド 配 列表 (4) 
CN7 


X0 AI | X3 X4 X5 X6 X7 


| 
Pe 
較 国 図 
還 
ョ 加 回 BE 回 
$ 
Y4 一 一 う R K " 
う す 
に 
& ニ 8 
ド | 2 悦 円 [ 円 邊 本 jr 由 邊 
お 3 < ろ は ほ 3 E 


ーー 
| 
ご 


Y5 一 一 


Ok 


い 4 に っ | ョ 引 還 | が 

や な ま も キ 司 
際 園 | 鐘 暫 四 語 洛 に | ] mee 
N 錠 


回 回 回 合 ロ ロロ 
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付 -6 キー ボー ド 配 列表 @ 


CN6 
Y0 


YI 


Y2 


Y3 


ーEHEH ロ 日 ロロ ロロ 
HHHHE ロ 皿 ロ ロ 
- ロ HHH ロ ロロ ロ 
- ロ ロロ HH ロロ ロロ 
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付 -/ エラ ー メ ツ セ ー ジ 一 覧 表 


Function Call Error 規定 範囲 外 の 数 を 使っ た . 


Over flow Error 計算 結果 が 大 き 過 ぎる . また は 小 
さき 過ぎ る . 


OM | Out of Memory Error メモ リ 窒 量 が 足り ませ ん. 


Undefined Line Error 指定 し た 行 番号 が あり ませ ん . 


Bad Subscript Error 配列 変数 の 添字 が 規定 の 範囲 を 超 
えて いる 。 


Dupulicate Definition Error 同じ 配列 を 2 度 定義 し た . 
Division by Zero Error 0 で 割 算 を 行なっ た . 


22 | ID | Illegal Direct Error INPUT, DEFFN を グイ レク トモ 
em ド で 行 な : の た 


26 os 文字 列 数 の エリ ア が 足り ない. 
文字 列 の 長き が 255 文 字 を 超え た . 


T R | Tape Read Error テー プ の 読み こみ が 正しく な い . 


36 
Missing Operand Error パラ メー タク の 指定 が 不 完全 . 


File Data Error ファ イル の デー タ 形 式 が まち が っ 
て いる 
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IEON タ イ ( 全 5 


本 書 で 解説 され て いる 機械 語 プ ログ ラム の キー イン や メモ リ ダ ン プ を 行なう ため の ツー ル と し て 
~ TINY MONITOR " プロ グラ ム を BASIC で 作成 し まし た の で , ここ に その リス ト と 使い 方 を 紹 
介し ます . 


《 プ ログ ラム ・ リ スト ) 
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REI1 TINY hMUONITOR 
CLS: PRINT “" <<<TINY MONITUR >>> リ 


PRINT "S ー 一 - SET IMEHODRY“ 
PRINT "D 一 一 - DUMP HEhNIORY“" 
INPUT FR 


日 LEFT も CR も , 1) ニ "S" OUR LEFT も も CR 本, 1) 三 "SG" THEN 1 
B 
0 LEFT 和 も CR ま , 1) 三 "d" DR LEFT ま CR 生ま , 1 う 三 "D" THEN 3 


PRINT :GUTOU 5 

REh1 Set memoru 

R も RI ロ HTC LENCR も う 一 1) 

RD= ニ URL C "&h "+ 昌 もう 

IF RD く < THE ト | RD ニ 2 へ 16 十 和 D 

FUR 』=RD TU 65535 STEP@: GBDSUB 9 ロロ P: R1 邊 三 "“:FUR 
Jー ロ TU 3=: n ロ =PEEKCT エ + 耳 ) 

GUSUB 58g: PRINT "一 ": 

も 三 INKEY$ も : IF R も =" "GOTO 159 

IF も ま 三 " “ 和 THEN PRINT “ si : GUTU 298 
URLC"&h "キロ あう BC RND RE く >“" コ "THEN PRINT :GDUT 
5 

1 も 三条 も =: PRINT FR: 

RS も 三 INKEY も : IF AU 19 ロ 

IF あー" “THENH PRIN ee ss s 50T つ 98 

人 UL C "&h " 十 則 う ニ ロ AND 全く >“ 8"THERI PRINT GiDT 
5 

1 も = 1 も + 則 台 : PRINIT も " "iR ロ URLC" 称 h" 士 和 1 まう : PUK 
E !+ 耳 , Hz GUTOU 298 

NEXT TPRINT:NEXT TI:PRINT :GUTOU 58 

REi1 DUhIP PhEIHURY 

生ま ニ R TI GHT 生 CR も ょ LENC も う 一 1) 

ロ Dー り 円 LC "&h "すす 日 生 う 

IF FRD く < THEN _RD= ニ 2 へ 16T+RD 

FUR 1!=RD TO 65535 STEP8: GDSUB 48: nH1 生 三 "“":FUR 
ゴロ TOU ?: ローPEEKC 1 + 耳 う 

BUSUB 5 ヨコ : PRINT " “: 

則 あ 三 INIKEY も も : ITF も く >"" 和 THEN PEINT : GUTOU 5 

NEXT 了 zPRINT :NEXT IiPRINT : GDTD に 1=| 

介 三 INTCI ン 256) : G0SUB 5 ロロ ロニ ーーCINT CI ン 256) * ょ つらら) : 

USUB 5 

PRINT “" “jiRETURN 

有 邊 1 三 INTC ロ ン 16) : ロロ 2 ニー て CR1* 16) 

IF 曲 1> ニ 1 ロロ THEN ロ 1 三 各 1+ ア 

有 有 1 ニ 朋 1 す 科 H3 ロ 

IF 2> ニ 1 ロ THEN 2ー ロ 2+ ア 

ロロ フー ロ 2 フィ &H3 ロ 

PRINT CHR も C1 う て CHR も CC の 2) g : RETURHN 


《 使 い 方 〉 
プロ グラ ム を キー イン し て , RUN させ る と , 次 の よう に 表示 され , 入力 待ち に な り ま す . 


<TINY MONITOR> 
へ AO SET MEMORY 
02022E DUMP MEMORY 


機械 語 を 書き 込む 場合 は S を ,。 メモ リー ダグ ンプ を 行なう に は D を 選び ます が , S や D の 後に 続 
け て , アド レス を 16 進 で 指定 する 必要 が あり ます . 
ex) SC000 
d PBF00 
書き 込み の 際 ,。 アド レス に 既に 書き 込ま れ て いる 値 が 表示 され ます が , これ を 変更 する 必要 が な 
い 場 合 , スペ ー ス バー を 押す と , 沈 の アド レス の 入力 に 移り ます . 


S また は D の モー ド か ら 抜 け だ どす に は , 16 進 キ 一 ( 0 - F) 以 外 の キー を 押し ます . 
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付 -9 12 平 均 率 音階 表 


隊 時 題 Ils lee | em 
73.42 1174.66 
77.78 2489.02 38.8( 


36.71 
38.89 


41.20 


ロ 
ト ュ コ 


F 43.65 


46.25 


「) 


圭 


49.00 


G 革 51.91 


55.00 


A 58.27 


61.74 
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付 -10 サウ ンド レジ スタ ーー 覧 表 


za Tieleelewlelmle le 
4bit Coarse Tune A 


IN/OUT の 5 (0 


チャ ネル A ム 音階 


チャ ネル B 音 階 


Rz 
I/O I/O 


回 チャ ネル B 音 量 


8bit Fine Tune E 


8bit Coarse Tune E 


ポー ト AA 


8bit パラ レル I/O 


8bit パラ レル 1I/O ボ ポート B 


235 


索 引 


A 
YOc 宝 の OTNYCLYCOCEY YKPLDY2YOLL 75 
いと レス 6 還 OOOCCOOCOUCDOOCKYZYYXYYXYYUCOXXI ス OLCOLAOY 58 
7 ジジ SGDLKC2XS ま ちえ ZOOX て CC の CLDCDL 58 
ASCII コ ー 0 半 OCCCOTYPCPPPTCPPYYTPTPEYTLITD 25・31・58 
AUTO ROOTCPCTYYYPPYTPYTYYYYTYYYYYYYYYYYYYYYYYEYYLLEL 146 
に 】 
BE 命令 … 必 ヘ ム ム ニー ニード 玉 人 か rrer い 135 
BUG 人 ……… ド ドド ドド 134 
C 
(CGNKSOCCCOGCECCOOSGOYUCE2OGODCOUGOOYSLAAKtXY 62 
(CGN0)W 語 GSCOSODSECEKCOSOOXCOCCOG ASSDYE: 62 
(CS0S3 計 5EEGOCAY2 ひ 3tYLCKK ん ZEROKKY2 ス CO 77 
POATDIPRINO 計 の スドー … 158 
(CIO) OCGOOOGGGCCGYDCDGCOOYX0 づ YYCY2ALDJG 132 
(COJNSO)BONESESOAOYLUD も LSDOUTODEDCOG 134 
(C3MBIG ジ GOZGOECrt2OOG に GCC に OO て 1 11・65 
(GJ 1 本 補 3X 和 RC つて れき うに は スン けい 11・149 
(11KG 生 2S2Z 32 ス の 2OLOGOCLOCOOCOCZZA く CO 132 
(CIKG ド つと bhg ニー ジン 2 計 じ CZOC く くい CO 53 
(CGN D 還 っ な こつ ス COX EXOCCPPO2 て LO 28 
補い くせ 2 く と 22 さく くく 2 くく と 16 ご くく いな も で 2 で ミミ Se 26 も くも っ 55・136 
(CO に CS わく スペ CO CO 77 
D 
90100 シン < レン ン つつ つ スス スス スス スス スス ス スス プ フス 14 5 
DIM …①……ーーー ド ドド ドド に oo 41 
DVCCZ2RCEO こ CC ここ XY つて けつ 65 
E 
10$.d 0 半 2 コ スス へ COO つの 144 
コ 
1 た OKOOOOOHECCCCHCCCCPCCPCECECECECETKYPPPEP 75・148 
10 史 0 79) 6 朗 C は CZ フフ ーー ンス フ スー ンプ ピリ フー 111 
CC22 フ フー プス スプ ピア の と たつ アン フロ フアン 37 
RE ルー バー ニッ ・ ッ ーッ タ ェ ッッ テッ ro マシ マ rs シ oooeeyo ea 7eae sss 93 
に に し 2 ピピン ンコ ンス と つと 46 
G 
YO に 】 5222OCC2Z ラス ルン アウ スリン の 25 
GOTO DCCPCCCCPCOCCCPCPCOLP し に に し に し し て し し し にし し し し し し し 25・158 
H 
全 し レジ スタ ーー バッ ッッ セッ ッッ ッッッ oo 145 
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I 

(6ECCOCCCCCCECTCTCCTUUCKCKLUKELLKAKLLLLMALMMLLML 53 
10 0 半 CCECECECCEECCPUCTEPCTETTTECEECTECKIELUKCIKID 74 
INKEYS ooo 37 
INPUT iri 73 
IINgW4 0 い NM EGOOROERECCCCCCECCCEEECECKANL 57 
1 い 全 CECEECCUCSCCCCELOUECCETECYTCECEPCEEKKKEILKAG 56 
ILZO ドー ト 0 oo 74・97 
1 の 20 たこ 7 全 CCCCEEEEEAUUUSOOOOCCTETEEETOOD 18 
K 

KEY コマ ンド で eeeoeoenerrrrrrrrrf 70 
KEY LIST ooo 70・151 
L 

LCOPY ii 118・120 
LNE hh 131 
LIST ee 27 
LOAD oo 22・104・108・110 
LPRINT ee 166 
ES ee 85・88 
M 

Mi 8 
N 

N-BASICO CU ooo 25・129 
N。。-BASIC 時 PPPPPPPPPCPCCLPCLCCCCCCLLOLLLULLD 21・129 
NE 28 
NE 93 
NO 37 
0 

9)C 二 EEEGEECCECEGCSGCCCCOOCECKLKLLGLLAOLU 135 
OU 62 
っ) 

PC.6021 0 …… ド ドド 117 
PC8023 0 oe 123・124 
PEEK iT 143・167 
PLAY… ニ ーー ドド 81 
PLAY の バシ フナ ee 93 
16)8NE 康 RC な つこ COCO 37 
POKE ドド ーー 143・167 
4 KS DTC つつ フフ プシ アウ プン つつ 132・17 1 
PRINT ーー ドド ドド 111・166 
PROM It ドド ーー 15 


5 に 1 04 COCOPCPCPPPPPPPPPPPPPPPPPYYEYYYEECCCCCUED 132・171 
R 

1( ず 9 いり 還 COCCCCCCCCCPPPPPPCCPPPPPUPPPPPYYEEYYXXXY が YY 11・15 
4.0 に 1 0 CCCCCCCPCPPPPPPPPPPPPPPLPEPPPPPPLEYCLCCPC は の 28 
ROOM 11・15・69 
ROM 層 RAM カ ーー トリ ラク orr 15 
RUN ーー ドド トト に 2 し 35 
S 

SAVE ーー…ttt バ ドー ドッ ッッ ッッ ッッッ ィ 22・104・108・110 
SCREEN 関 角 ee 162 
SOUNUD 252 88 
SPC スッ ッッ スト タック トッ ッッッ トッ ッッ と トッ 37 
STICK バー ドド < ッッッ ッッッ ーー 74・144 
STOP (ドド < トッ ストン レッ レッ ッッ ッッ ーー 147 
SRRIOG 2762252222735 シ 222202222 な 02327c 222c22cc る 74 
T 

TAB ーー…t ド ドド セッ トッ <<<oo く と eo とこ 37 
TIME 1 ……1t ド ーー 37・155 
TM Error 上 < ッッッ ッ ッッ ッッッ ッッ ーッ 148 
U 

10 に 1 い 細 較 ZOPPOO つ YY つて シフ メン て 144・147 
V 

Wo お >c マ 2 222 プッ イン 222 oO2co 4 11・53 
VRAM oe 59・136 
ア 

アド トリビュート ーー ーー ニー ドーー… 55・59・136 
アト リピ ビュ ー ト エリ アド ドド ooeeeeeem 55・59 
アド レス ーー ドド に に 29・39・41 
アド レス ラッ チー ーー に 97 
アル ファ ニュ ーー ブリ ンク ーー oo 5 
アル ファ ニュ ー メ ブリック 表示 で eeeeennn 53 
リン EECCCPCYTTPPPCEEYTSYCPCYYE で CT 168 
リン ルル 邊 COCPEEPCEPCEPPPECEYTEFEYPYTTKCCEPCY 159 
イニ シェ ャ ライズ ooo 28・35・70 
イン タフ エイ スー 13 
イン タダ リク ター ドー ドー ドド ドド ドド ドド ーー 11・35 
アル アン は ア 人 EEEGGCGOOGOGCOHKLGCKO4 71 
エン ドド ーー クー ドー ドド 29・69 
エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ーー クタ で oooeeeeerrrnn 89 


音楽 用 言語 POPCCCCUCLYLPCULLLLLLLCLLLCLLLLLULLLLLYYLLLD 81 
カ 


拡張 BASIC PPCCPPCCCLLCDCCLLULCOCLLLCCCULLLCCLCCCCLLLLTT 35 
拡張 ROM エ リア oon 14・165 
カセ ッ ト イ ンク タフ エイ スズ ス oreieeoenreernnernr 11 
ガベージ コレ クシ ション eee 45 
キー 入力 ステ ー ト ラント oe 73 
キー 76 
キー 71 
っ エア 命 アシ 20ECCEEEEEECCCCCCOCOOOOOOOOOOLOO 72 
で 肖 PPPPCCEPTCCEPCCCYTCTICETLYOTETTYTD 13 
えー リ 1 に 0 CCUUYCUUCCCYCLOYXCLCCTKLY 76 
ii 31・69 
機械 語 PCCPCLLLPCCLCLLCLLLCLLD 70・97・110・143・144・150 
キャ ラク ター ド ooeooernnnrnrneerer 38・77 
キャ ラク ク ・ ジ ェ ネ レー クタ PCPLCCLCLCLLLLLLLLLD 53・57 
キャ ラク クタ イフ オン シト oo 62 
キ ェ ラク タク ROOM oo 11 
シス アレ OPECOOOOEOOKTTCOTTC 11 
ジッ 47/ ピ 。 ッ ク 0 あ .85 2 9009 5 する 0@④ で すみ ら 9 の の な ぐ 9 の の のぶ の まゆ の の 11・53 
グン ッ ク ア ドレ スマ ッ プ CCCCCCLLCCCCCCCCLCLO 60 
グラ フィ ラク キャ ラク ク oe 38 
グラ ii 53 
コマ ンド ・ ス テー トラ ント ooo 35 
コン トロ ー ル キー ire 77 
コン トロ ー ル ュ コード … ieoeinennrnrner 38・71・77 
コシ 11 
コン 37 
サ 

サウ ンド 機能 oe 81 
サウ ンド レデ スク ee 97 
サ プ CPU し eo 74 
式 解析 ルー チン oo 37 
ii 38 
ジェ ンプ テー ブル PTPTTYYKY で で で で で で で 35 166 
まあ ア アス ET 17 
出 カ ポー トト or 63 
ジョ イス ティ ッ ク COCOLOLLLKCLEKLT 74 
処理 アド レス …… ooeoeeeeeee 37 
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